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はじめに
平成15年３月に文部科学省から「今後の特別支援教育の在り方について」(最終報告)が出さ
れ，平成16年度に入り中央教育審議会で「特別支援教育を推進するための制度の在り方」につ
いて審議された結果，それまでの障害の程度等に応じ特別の場で指導を行う「特殊教育」から
障害のある児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じて適切な教育的支援を行う「特別支援教育
への転換を図るという教育改革 」から2014年現在、７年が経過しようとしている。
特別支援教育では、これまで特殊教育の対象としてきた児童生徒（視覚障害・聴覚障害・知
的障害・肢体不自由・病弱の特別支援学校や特別支援学級、通級による指導の対象となる児童
生徒）に加えて、通常の学級に在籍している発達障害等の児童生徒も対象に含むとされている。
なお、通常の学級に在籍している発達障害等の児童生徒は、生活や学習上の困難性に関して、
周囲の理解が不十分で適切な対応がなされてこなかったことが課題となっていることに留意す
る必要がある。
以上の改革もあり今、学校では、特別支援学校のみならず、通常の学校においても特別支援
教育の知識や指導技術、さらにそれらを統合した教育実践力が必要とされてきているが、学校
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においては、団塊の世代の大量退職以降日本の教員の年齢構成の不均衡が教育実践力の伝承を
困難なものとしている。具体的には、校内研修も機能しにくく、OJT（=On the Job Training）
Off-JT（=Off the Job Treining）の循環性による職能の向上が期待できない状況がある。
これまでの専門的な知識や技能、有用な教材教具の継承を実現することは教育現場の喫緊の
課題である。学校においては、授業改善のため、日々の授業をどのように計画し、実践し、ど
う評価したかを振り返り、自己の授業を見直し、次の授業をよりよく実践していくことに繋が
らなければならない。
本研究は、特殊教育における教育実践、さらには特別支援教育への移行後に蓄積された教育
実践の妥当性を検証すると共に、教育現場で共有されるべき特別支援教育における評価基準を
作成し、これまでの教育実践の成果を共有し、効果的で有用な教育実践に資することを目的と
する。
その端緒として本報告では、授業の流れに沿った障害種別ごとの児童生徒への配慮点に焦点
を当て、経験の少ない教員が授業における配慮点を理解し、指導に生かすことを目的として、
配慮事項を一覧表として示し、自己チェックできる「授業改善にむけてのふりかえりシート」
（以下「ふりかえりシート」）を、大阪府立支援学校（以下「府立支援学校」）の管理職や教員の協
力を得ながら5年かけて作成した経緯を、『特別支援学校における「指導実践改善シート−視
覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱・発達障害児の適正指導の共有に向けて−』
～１作成までの経緯～としてまとめた。
その中で、これから特別支援教育に携わる教員をめざしている学生の段階から、特別支援教
育における授業のあり方についての基本的な学習が必要ではないかと考えるようになった。
問題
１．特別支援教育を必要とする児童生徒の増加（特に知的障害を対象とする特別支援学校と知
　的障害を対象とする特別支援学級）。
２．発達障害等特別な支援を必要とする子どもへの配慮の必要性が高まっている。
３．合理的配慮に基づく通常学級における障害種別に応じた配慮の必要性の増加。
４．上記3点により教員は増加したが、その専門性の確保は十分ではない。
本研究の目的
①　学校でこれまで培われてきた特別支援教育に関する配慮点等を集約し特別支援教育におけ
　る有用な情報を共有し活用するため、「ふりかえりシート」を作成する。
②　「ふりかえりシート」の活用により、特別支援教育の経験がない、又は少ない教員が障害の
　ある子どもたちに接し、授業をする上で何に気をつけ、どんな配慮がまず必要となるのか基
　礎的知識の理解と教育技術の促進を図る。
③　大学での特別支援教育の授業に「ふりかえりシート」の内容を取り入れることにより、基礎
　的な知識や経験（教育実習等に取り組む姿勢や観点）を有する対人援助における有用な人材の
　育成に資する。
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特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～
方法と研究経過
１．2010/4-2011/3（平成22年度）
「ふりかえりシート（教室版）」素案（授業の流れに沿って障害種別ごとの配慮点を載せた一覧
表）をこれまでの教育実践および巡回指導（注1）で得た情報を基に作成することとした。［表１］
（注１）筆者（川戸）は、2009年から5年間大阪府教育センター在職中に特別支援教育に携わっ
ている初任者や特別支援教育の経験の少ない教員を中心に授業改善のための助言業務に携わっ
てきた。
2009年度は初任者47人（全初任者89人中）及び経験の少ない教員等も含め、延64人の授業を
参観し指導助言した。以下に初任者研修受講者数の推移と、巡回指導での授業者数の推移をグ
ラフで示した。（図１）（図２）
１対１での指導助言では、これから増加してくる初任者、特に支援教育の知識や経験の少な
い教員への育成は難しいと考えた。この問題を解決するため、その後5年間「ふりかえりシー
ト」の作成及び改訂を行った。
「授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）」素案作成の手順［表１］
「ふりかえりシート」を作成するにあたり、学校におけるこれまでの支援教育の専門性の継承
も併せて行おうと考えた。
まず、筆者（川戸）が、知的障害教育の実践を基に、知的障害のある子どもへの配慮点を授業
の流れに沿って記入したたたき台を作った。
ア　授業準備から授業終了のあいさつまでの過程を項目立て、それぞれに必要な観点を記入し
　ていく。
イ　次に、その観点に合わせて障害種別ごとの配慮点を記入していく。
＊この作業は、府立支援学校長会を通して依頼し、各学校で、首席、指導教諭、部主事、特別
　支援教育経験年数の多い教員を中心に、それぞれの障害に該当する項目の具体的配慮点を、
　これまでの実践を踏まえて記入していただいた。
ウ　全支援学校から返ってきたものを検討し、
　・同内容のものは、1文にまとめた。
図１　大阪府立支援学校の初任者研修受講者数
　　の推移（平成21：89人　平成22：136人
　　平成23：223人　平成24：219人　平成
　　25：218人）
図２　大阪府立支援学校への巡回指導での
　　授業者数の推移（平成21：延64人　平成22：
　　延83人　平成23：延93人　平成24：延
　　131人　平成25:延178人）
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　・初めて特別支援教育に携わる教員に知っておいてほしい基本的な内容を取り入れた。
　（特に、その障害についての配慮点として顕著なものを優先的に選んだ）
［表１］授業改善にむけたふりかえりシート（教室版）素案①Ａ
次に、①流れの項目を一部変更（授業全体→本時の評価）し、②項目数を減らし（27→25項
目）、③項目の見直しと配慮点の整理を行い、空欄の項目を追加記入した。また、④障害種別
の区分を一部変更（知的障害を発達遅滞と自閉的傾向に細分）した。［表２］
［表２＝素案①Ｂ］
　　　　　　　　　　　　 　　　年　　　月　　　　日 学校／氏名　　　
視覚障害 聴覚障害 知的障害 肢体不自由 病弱 発達障害
評　　価　　の　　観　　点 分類 キーワード
よく
できて
いる
できて
いる
あまりで
きていな
い
できて
いない
授業の流れとTTの
役割分担の確認・
教材教具準備
授業の流れとTTの役割分
担の確認・教材教具の確
認
個々の子どもの教科
書での単元等確認
その子に合った
教材の配慮があ
るか
1 授業開始の挨拶はできているか 挨拶のパターンを決める
一人づつ顔を確認して覚
醒状態や体調を確認
体調に合わせた姿勢
での挨拶
2 児童生徒の授業の準備が出来ているかを確認しているか 指先が冷えていないか、室温を適温に保つ
補聴器・電
池・着替え
危険な物除去・気
が散る物除去・体
調確認
ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ･呼吸器等･教
材の安全性
子どもの体調と治療
上の配慮確認
3 前の授業のふりかえりをしているか 教科書や教材で確認 具体物（教材教具）を提示
具体物（教材教具）を提
示
個々の教科書での確
認
具体物（教材教
具）を提示
4 本時の課題を確認し意欲を高めているか
本時を単元の一部分として
認識できているか、単元全
体の中での本時の課題の位
置付けを説明する
流れを表示し視覚
的にわかりやすく
する
5 児童生徒に正対しているか（児童生徒の目を見て話しているか） 正視 目があうのを待つ 必要に応じ子どもに近づいて
必要に応じ子どもに
近づいて
子どもとの距離
を考えて
6 説明の言葉は、聴き取りやすいか 声量・口形 指示語を使わない。 ゆっくり明瞭に発音 聞きやすい側から話す
7 使う言葉は、児童生徒の理解力に合っているか 語彙･表現 「全体から部分へ」という基本に留意しているか 幼児ことば
マカトンや手振り
身振り 文字でも示す
8 話しながら、板書していないか 対面 「赤・青」のチョークの使用は控える
9 板書の字は、遠くからでも読みやすいか 書字 子どもに適した字の大きさで書く 筆順
10 板書は、話の流れにそって、整理されているか 板書指導案 図 ﾁｮ-ｸの扱い注意（口に入れない）
11 児童生徒の様子をよく観察しているか 集中度 待つ 体調の急変 体調の急変 気持ちのｺﾝﾄﾛｰﾙ
12 発問は適切にされているか 指名 「次」「後ろ」等のことばではなく、名前で指名 質問の意図理解
13 児童生徒の答えを肯定的に評価し、全体に返しているか 個と全体 ２択、３択で聞く イエス･ノーカードで提示
14 （教科により）問題をやらせるなど工夫があるか プリント数量
触察教材（具体物､実物）
の準備 個別の課題準備 個別の課題準備 個別の課題準備
15 （教科により）問題の解答を適切にしているか（児童生徒が解答しただけで終わっていないか）
16 （教科により）予習(課題)をさせた場合、その内容の質問をしているか
17 考える時間が(個人で、みんなで）確保されているか
18 次回の授業に言及しているか
19 まとめの内容は、課題に対して的確にされているか
20 終わりの挨拶は、出来ているか
この時間できたこ
とを具体的にほめ
る。挨拶のパター
ンは決める
挨拶のパターン
は決めておく
21 教えたい、知って欲しいという熱意は、伝えられたか
22 ○○授業にメリハリがあったか
23 学習量は、適切であったか
24 スピードが、適切だったか。授業にリズムがあったか
25 児童生徒に発表させる機会を作れたか
26 事前の教材研究は、しっかりできていたか
27 補助教材（説明？）は適切であったか
28
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特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～
２．2011/4-2012/3（平成23年度）
　「ふりかえりシート（教室版）」試み案[表３A]を使って、４月の第２回の初任者研修で、初任
者約223人に調査を行なった。
　各配慮点について、・全く知らない…空欄　・知っている…○　・経験がある…◎
をつけてもらうことで、まず配慮点に意識を持ってもらうことをねらいとした。
［表３A＝試み案］　　　　　　　　　（＊2013年日本特殊教育学会ポスター発表資料）
　その結果も踏まえ、改訂を行った。
⃝分類・キーワード［よくできている・できている・あまりできていない・できていない］の
　欄を削除した「ふりかえりシート」を作成した。［表３Ｂ］
３．2013年2月、初任者研修最終回に再度調査を行った。［表３B］
　［表３Bを使った調査用紙（回答面）］
場所
発達遅滞 自閉的傾向
番
号 評　　価　　の　　観　　点
　 授業の流れとTTの役割分担の確認・教材教具準備
授業の流れとTTの役割分担の
確認・教材教具の確認
個々の子どもの教科書での
単元等確認
その子に合った教材の
配慮があるか
1 授業開始の挨拶はできているか 何を学習するか声に出して確認する
挨拶のパターンを決め、
モデルを示す 同左
一人づつ顔を確認して覚醒状
態や体調を確認
体調に合わせた姿勢での挨
拶
2 児童生徒の授業の準備が出来ているかを確認しているか 指先が冷えていないか、室温を適温に保つ
補聴器スイッチや電池の確
認、着替済か確認
危険な物除去・気が散る
物除去・体調確認
ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ･呼吸器等･教材の
安全性
子どもの体調と治療上の配
慮確認
取り組む姿勢ができて
いるか
3 前の授業のふりかえりをしているか 教科書や教材で確認 板書、ノートで確認 具体物（教材教具）を提示 同左 具体物（教材教具）を提示 個々の教科書での確認
具体物（教材教具）を
提示
4 本時の課題を確認し意欲を高めているか
本時を単元の一部分として認
識できているか、単元全体の
中での本時の課題の位置付け
を説明する
単元目標と本時の関連を確
認しているか
流れを表示し視覚的にわ
かりやすくする 同左
本時の流れをあらかじ
め示す
5 児童生徒に正対しているか（児童生徒の目を見て話しているか） 子どもたちは全員教師を見ているか確認する 目があうのを待つ
注意を向けさせる手
立て 必要に応じ子どもに近づいて
必要に応じ子どもに近づい
て
子どもとの距離を考え
て
6 説明の言葉は、聴き取りやすいか 指示語を使わない 教員は口形を意識して話しているか ゆっくり明瞭に発音
音に敏感な子どもに
配慮 聞きやすい側から話す 環境(病院)に応じた音量
音に敏感な子どもに配
慮
7 使う言葉は、児童生徒の理解力に合っているか 「全体から部分へ」という基本に留意しているか
不適切な幼児ことばを使用
していないか
マカトン法等手振り身振
り
簡潔に明瞭に1文1動
詞
不適切な幼児ことばを使用し
ていないか
気持ちに配慮したことば使
い
具体的表現、文字で示
す、１文章１指示
8 話しながら、板書していないか（掲示物の説明） 「赤・青」のチョークの使用は控える
集団補聴器を活用している
か
見る→読む→書くの動作
を分ける 同左
聞く時,ノートする時を
分けているか
9 板書の字は、遠くからでも読みやすいか　(掲示物) 子どもに適した字の大きさで書く 筆順は正しいか
どこを書き写すかの
明示 ICT(大型テレビ)活用
子どものそばでﾐﾆﾎﾜｲﾄﾎﾞｰ
ﾄﾞを使用
ポイントを分かりやす
く示す
10 板書は、話の流れにそって整理されているか(掲示物) 事前に板書指導案を作成し準備しているか
ﾁｮ-ｸ･ﾏｼﾞｯｸ･ﾏｸﾞﾈｯﾄ等の扱
い注意（口に入れない） 黒板の分割 板書と同じプリントの用意 同左
板書と同じプリントの
用意
11 児童生徒の様子をよく観察しているか 注視時間が長すぎないか 待つ ロッキング等の常動行動
体調の急変・同じ体位が長く
ないか
体調の急変・器械のトラブ
ル
気持ちのｺﾝﾄﾛｰﾙ
姿勢の確認
12 発問は適切にされているか 「次」「後ろ」等のことばではなく、名前で指名 発問を理解しているか
発達段階に応じた発問
２択、３択で聞く 指名する順序の予告
発達段階に応じた発問。ｲｴｽ･
ﾉｰｶｰﾄﾞやｽｲｯﾁで答える
13 児童生徒の答えを肯定的に評価し、全体に返しているか 集団討論が全員で出来ているか
タイミングよく的確にほ
めて評価
タイミングよく的確
にほめて評価
タイミングよく的確にほめて
評価
「わかった」と「できた」
を区別してほめる
タイミングよく、的確
にほめて評価
14 学力差等に応じた工夫があるか 触察教材（具体物､実物）の準備 個別の課題準備 個別の課題準備
何をどこまでするか
を明確に伝える 個別の課題準備 個別の課題準備
プリント数量や問題数
に配慮
15 次回の授業に言及しているか 次回の予告 次回の予告 次回の予告 次回の予告 次回の予告 次回の予告
16 まとめの内容は、課題に対して的確にされているか 何の学習したかを声に出して確認しているか
この時間できたことを具
体的にほめる。
課題とまとめの一
致・成果の確認
まとめと本時のふりかえりを
する
「わかったこと」「できた
こと」の確認
まとめと本時の振り返
りを入れる
17 終わりの挨拶は、出来ているか 挨拶のパターンは決めておく
挨拶のパターンは決
めておく
姿勢や気持ちを整えて挨拶す
る
自分の可能な姿勢で気持ち
を整えて挨拶する
挨拶のパターンは決め
ておく
18 児童生徒が授業に積極的に取り組める工夫があったか 興味を示す具体的掲示ICT・見本
興味を示す具体的掲示
ICT ICT 
19 児童生徒の考える時間が(個人で、みんなで)確保されているか 1人で、グループで考える場の設定
考えを選んだり、友だち
の発言を聞く
何を考えるか明確に
紙に書いて示す
考えを選んだり、表情や行動
から読み取る
友だちや教師と考えたこと
を深める時間設定をする
何を考えるか明確に紙
に書いて示す
20 児童生徒に発表させる機会を作れたか 友達の発表を注目して聞く 単語の発言を受けとめ助詞等を補う
発言のパターンを
作っておく
発言や意思表示が出るまで待
つ。可能な表現手段を開発す
る
21 児童生徒に必要な技能を身につけさせられたか
22 児童生徒の知りたい、理解したい気持ちに応えられたか
23 各児童生徒の学習量は、適切であったか
24 事前の教材研究は、しっかりできていたか
25 Ｔ.Ｔ(チームティチング)の役割分担は適切であったか
【今後に向けて】　　（　　授業者　・　見学者　　）
授
業
の
導
入
病弱授業改善にむけてのふりかえりシート（表３）
授
業
の
展
開
授
業
の
結
び
本
時
の
評
価
発達障がい
よく
できて
いる
できて
いる
あまり
できて
いない
できて
いない
入
室～
授
業
開
始
年　　月　　日（　）　　限　　　学部／教科名　　　　　授業者（　　　　　　　）
視覚障がい 聴覚障がい
知的障がい
肢体不自由
評価（授業者・見学者）
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［表３B］を使った調査用紙（記入例付き説明欄）
４．2012/4-2013/3（平成24年度）
　同様に初任者219人に、初任者研修の初回と最終回に調査を行なった。（［表３B］を使用）
−49−
特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～
５．2011（平成23）年度からは、項目の自己点検表をA4版で作成し、研究授業の授業者、サブ
　ティーチャー（指導補助教員、以下サブと表記する）、見学者に記入してもらって、後日教
　頭を通して送り返してもらった。
［表４-1］表面　　　　　　　　　　　　　　　［表4-2］裏面
６．教室版だけでなく、体育版や音楽版も作成して欲しいとの要望が調査協力校からあがり、
　教室版と同様の方法で、全府立支援学校の教科部会等の先生の意見が入ったものを作成した。
　［表５：体育版］［表６：音楽版］（＊同じくA4版の自己点検表も作成した）⇒附録に［表５］
　［表６］掲載
７．2011（平成23）年度と2012（平成24）年度の初任者がこのふりかえりシートをどう活用して
　いるかのアンケート調査を行った。
［表7結果］
　平成23・24年度初任者による「ふりかえりシート」活用アンケートのまとめ
　　（「平成25年度府立支援学校教頭研修」での報告　平成25年6月18日）
１調査の概要
　・対象：平成23・24年度大阪府立支援学校初任者研修受講者
　　　　　平成23年度初任者227名 平成24年度初任者219名 合計446名
　・調査日：平成25年4月15日～4月26日
２調査内容（質問項目）：
　1）　4月初めにふりかえりシート（教室版）のチェックをしたことについて
　2）　4月初めに配布したふりかえりシート（教室版・体育版）をその後活用しましたか
場所 　　　　学校／記入者名　　　　　　　／学校名
番
号 評　　価　　の　　観　　点
1 授業開始の挨拶はできているか
2 児童生徒の授業の準備が出来ているかを確認しているか
3 前の授業のふりかえりをしているか
4 本時の課題を確認し意欲を高めているか
5 児童生徒に正対しているか（児童生徒の目を見て話しているか） 正視
6 説明の言葉は、聴き取りやすく、わかりやすいか 声量・口形
7 使う言葉は、児童生徒の理解力に合っているか 語彙・表現
8 話しながら、板書していないか（掲示物の説明） 対面
9 板書の字は、遠くからでも読みやすいか　(掲示物) 書字
10 板書は、話の流れにそって整理されているか(掲示物) 板書指導案
11 児童生徒の状況に応じて適切に机間指導しているか 集中度
12 発問は適切にされているか 指名
13 児童生徒の答えを肯定的に評価し、全体に返しているか（指名に偏りがないか）
個と
全体
14 学力差等に応じた工夫があるか 深化
プリン
ト数量
15 次回の授業に言及しているか
16 まとめの内容は、課題や本時の目標に対して的確にされているか
17 終わりの挨拶は、出来ているか
18 児童生徒は授業に積極的に取り組めたか
19 児童生徒が考える時間は(個人で、みんなで)確保されていたか
20 児童生徒が発表する機会があったか
21 児童生徒は必要な技能を身につけられたか
22 児童生徒の知りたい、理解したい気持ちは受け止められたか
23 各児童生徒の学習量は、適切であったか
24 事前の教材研究は、本時の目標や課題に合っていたか
25 Ｔ.Ｔ(チームティチング)の役割分担は適切であったか
【今後に向けて】　　（　　授業者　・　見学者　　） 回答者氏名
そ
の
他
入
室～
授
業
開
始
授
業
の
導
入
授
業
の
展
開
年　　月　　日（　）　　限　　　学部／教科名　　　　　授業者（　　　　　　　）
授業改善にむけてのふりかえりシート(教室版) 　評　価　（　授業者・見学者　）
分
類
キー
ワード
よく
でき
てい
る
知識,理解
知識,理解
児
童
生
徒
か
ら
み
た
本
時
の
評
価
授
業
の
結
び
関心,意欲，
態度
思考,判断,
表現
でき
てい
る
あま
りで
きて
いな
い
でき
てい
ない
気付いたこと
対
生
徒
板
　
書
応
答
思考,判断,
表現
技能
場所 　　　　学校／記入者名　　　　　　　／学校名
番
号 評　　価　　の　　観　　点
1 授業開始の挨拶はできているか
2 児童生徒の授業の準備が出来ているかを確認しているか
3 前の授業のふりかえりをしているか
4 本時の課題を確認し意欲を高めているか
5 児童生徒に正対しているか（児童生徒の目を見て話しているか） 正視
6 説明の言葉は、聴き取りやすく、わかりやすいか 声量・口形
7 使う言葉は、児童生徒の理解力に合っているか 語彙・表現
8 話しながら、板書していないか（掲示物の説明） 対面
9 板書の字は、遠くからでも読みやすいか　(掲示物) 書字
10 板書は、話の流れにそって整理されているか(掲示物) 板書指導案
11 児童生徒の状況に応じて適切に机間指導しているか 集中度
12 発問は適切にされているか 指名
13 児童生徒の答えを肯定的に評価し、全体に返しているか（指名に偏りがないか）
個と
全体
14 学力差等に応じた工夫があるか 深化
プリン
ト数量
15 次回の授業に言及しているか
16 まとめの内容は、課題や本時の目標に対して的確にされているか
17 終わりの挨拶は、出来ているか
18 児童生徒は授業に積極的に取り組めたか
19 児童生徒が考える時間は(個人で、みんなで)確保されていたか
20 児童生徒が発表する機会があったか
21 児童生徒は必要な技能を身につけられたか
22 児童生徒の知りたい、理解したい気持ちは受け止められたか
23 各児童生徒の学習量は、適切であったか
24 事前の教材研究は、本時の目標や課題に合っていたか
25 Ｔ.Ｔ(チームティチング)の役割分担は適切であったか
【今後に向けて】　　（　　授業者　・　見学者　　） 回答者氏名
そ
の
他
入
室～
授
業
開
始
授
業
の
導
入
授
業
の
展
開
年　　月　　日（　）　　限　　　学部／教科名　　　　　授業者（　　　　　　　）
授業改善にむけてのふりかえりシート(教室版) 　評　価　（　授業者・見学者　）
分
類
キー
ワード
よく
でき
てい
る
知識,理解
知識,理解
児
童
生
徒
か
ら
み
た
本
時
の
評
価
授
業
の
結
び
関心,意欲，
態度
思考,判断,
表現
でき
てい
る
あま
りで
きて
いな
い
でき
てい
ない
気付いたこと
対
生
徒
板
　
書
応
答
思考,判断,
表現
技能
（良かった点）
（改善点とその改善の方法）
（その他ご意見・ご感想）
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　3）　ふりかえりシートを実際に活用した中で、効果のあった項目番号をあげてください
　4）　支援教育に関する自分の知識や経験を高めたものにはどんなものがありましたか
　5）　ふりかえりシートの改善に向け、さらにあるとよいと思う内容があればお書きください
３調査結果（回収率）：
　回答回収率：　計　369名（回収率　82.7％）
　　平成23年度初任者　171名（回収率　75.3％）   平成24年度初任者　198名（回収率　90.4％）
４調査結果：
１）4月初めにふりかえりシート（教室版）のチェックをしたことについて
　H23,24年度で、順位は変わるが、A知識経験の確認ができた　B知らない内容が多かったが
上位であった。
２）4月初めに配布したふりかえりシート（教室版・体育版）をその後活用しましたか
A指導案の作成、　B子どもの指導に多くの教員が活用していた。
　２の活用しなかったの記述内容には、
　・存在を忘れていた
　・知っている項目なので見直さなかった
　・ふりかえる余裕がなかった
　・校内の書式を使用したため
−51−
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　・使い方がよく分からなかったなどがあった。
３）ふりかえりシートを実際に活用した中で、効果のあった項目番号をあげてください
教室版（H23年度）
　⑥説明の言葉は、聴き取りやすく、わかりやすいか（20%）
　⑦使う言葉は児童生徒の理解力に合っているか（18%）
　②児童生徒の授業の準備ができているかを確認しているか（17%）
　⑫発問は適切にされているか（14%）
　③前の授業のふりかえりをしているか（13%）
教室版（H24年度）
　④本時の課題を確認し意欲を高めているか（26%）
　②児童生徒の授業の準備ができているかを確認しているか（25%）
　③前の授業のふりかえりをしているか（23%）
　⑭学力差等に応じた工夫があるか（22%）
　⑥説明の言葉は、聴き取りやすく、わかりやすいか（21%）
体育版（H23年度）
　⑩児童生徒が見えやすい位置にいるか（6%）
　③音響機器、使用器具の準備と点検・児童生徒の実態に応じた配慮（5.3%）
　⑬言葉だけでなく、実際の動きや映像などで示しているか（5.3%）
　⑭活動中に適切に指導、助言、介助が行えているか（5.3%）
　⑲まとめの内容は、課題や本時の目標に対して的確にされているか（5.3%）
体育版（H24年度）
　⑮ルールや内容に工夫があるか（12%）
　③音響機器、使用器具の準備と点検・児童生徒の実態に応じた配慮（9%）
　①グランド、体育館、プール（授業場所）の安全点検、整備（7%）
　⑥出席の確認と人数確認、健康状態の把握（生徒がする→自立への自覚を促す）（7%）
　⑩児童生徒が見えやすい位置にいるか（7%）
４）支援教育に関する自分の知識や経験を高めたものにはどんなものがありましたか
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　・H23・24年度とも、研究授業の割合が高く、次いで指導教員による指導が多かった。
　・その他の記述内容には、学部の教員との何気ない会話、日々の会話、学年の教員やベテラ
　　ンのアドバイスが得やすい環境があった。
　・毎日の生徒との関わり、指導による子どもの変化から学ぶ、授業を考える中や実践の振り
　　返りなど生徒との交流や対応・他の支援学校での研修や初任研での授業見学や協議、交流
　　などがあった。
H23年度：その他経験を高めたもの　22％
　・同学年所属の教員のアドバイス、学部の教員との何気ない会話、日々の会話
　・毎日の生徒との関わり、指導による子どもの変化から学ぶ、授業を考える中や実践の振り
　　返りなど
　・サブ（指導補助教員）からの助言、サブ（指導補助教員）として入った時
　・自主学習、公開授業（他の授業）、認定講習
　・他の支援学校の見学
　・企業の人との対話および訪問
H24年度:その他経験を高めたもの　12％
　・学年の教員やベテランのアドバイスが得やすい環境があった
　・生徒との交流や対応
　・他の支援学校での研修や初任研での授業見学や協議、交流
　・サブ（指導補助員）で入る授業
　・他の教員との勉強会、意見交換・自身の振り返り・専門書・社会人体験実習・校外研修（自
　　主）
５）ふりかえりシートの改善に向け、さらにあるとよいと思う内容があればお書きください
○[事前準備]に追加：
　・授業で使用する機材は準備できているか
　・生徒の座る位置、グルーピングは適切か
　・サブ（指導補助員）との打ち合わせはできているか
　・指導内容を自分が明確に理解できているか
　・生徒の発言（反応）を予測できているか
○[発達障がい]に追加：
　・授業展開で本時の流れ、スケジュールが視覚的に分かる工夫があるか
○[追加]：人権に配慮した発言、指導ができているか
（改善点）抜粋
H23年度
　・内容がもう少し簡単になれば、日常的に使いやすい
　・文字を大きく
　・普段から全員が使用できるように各自が簡素化していけばいい
　・内容の簡素化、精選化
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特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～
　・初任者用冊子などに入れておくと見る機会が増える（平成26年度から初任者研修の手引き
　　に差し込んだ）
H24年度
　・シートの内容は充実しているが詰め込み過ぎ
　・文字が小さい
　・ふりかえりシートの説明文
　・「ロッキング」「マカトン法」などの用語の説明
　・それぞれの教材（特に家庭、美術、職業など）があればいい
６）まとめ：H23・24年度の初任者へのアンケート結果から管理職ができること
○環境づくり：
　学部の教員との何気ない会話、日々の会話、学年の教員やベテランのアドバイスが得やすい
　環境づくり。
○研究授業の位置づけ：
　校内で継続して行われるよう、対象の授業者や回数、年間計画などを明確にして、分掌、首席
　や指導教諭等が中心になって行う。
○授業見学者、協議会の参加者を増やす：
　センター研修（会場校）や外部への公開授業の機会を設ける（1～3年目は計画的に見学や協議
　会参加の調整を行うなど具体的方法を示す）。
８．2013（平成25）年度
　年度始めに初任者218人への調査を行った結果、最初の「ふりかえりシート」［表３A］
　は空欄（特に本時の評価の欄）も多く配慮項目を具体的に入れる必要も出てきたので、改訂版
　を作成した。［表８］平成25年６月版
キーワード 番号 評価の観点 視覚障がい 聴覚障がい 知的障がい 肢体不自由 病弱 発達障がい・自閉症
環境 1 授業をする環境が整っているか ・視覚補助具の準備はできているか・採光の調整、室温、座席の位置は適切か
・集団補聴器の準備と座席配置（馬蹄形等）
はできているか
・PC、大型テレビ等や掲示教材の準備はでき
ているか
・板書指導案を準備しているか
・教材教具の準備とその位置、安全確認がで
きているか
・体格に合った机、いすの高さか
・座席の配置は適切か
・教材教具・位置、安全確認の準備ができ
ているか
・車イスが通れるスペースがあるか
・学習許可や消毒済みの確認をしたか
・学習場所、スペースの消毒や安全確認が
できているか
・不必要な掲示はないか
・前時の板書がきれいに消されているか
教材 2 必要な教材がそろっているか 触察教材も活用しているか 視覚教材も活用しているか 安全で操作の易しい教材か ・扱いやすい、軽い教材か・教材等を固定する工夫があるか
個々の子どもの教科書等での単元等の確認
をしているか 個別の学習方法に対応できる教材か
ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3 ＴＴ（ティームティーチング）の分担確認はできているか
学習活動場面に応じた役割分担を確認してい
るか
学習活動場面に応じた役割分担を確認してい
るか
・授業の流れとTTの役割分担の確認をしてい
るか
・各学習活動における個の課題に対応した指
導の役割分担を確認しているか
・授業の流れとTTの役割分担の確認をして
いるか
・本時に担当する子どもの状況と課題の確
認をしているか
本時に担当する子どもの状況と課題の確認
をしているか
子どもへの接し方について共通確認している
か
あいさつ 4 授業開始の挨拶はできているか
あいさつをする顔や身体の向き、距離に対し
ての声量が適切であるかの確認がされている
か
・発声、手話を用いて全員そろって挨拶させ
ているか 挨拶のパターンを決め、モデルを示しているか
姿勢や気持ちを整えて挨拶することを意識
させているか
自分の可能な姿勢で気持ちを整えて挨拶さ
せているか 時間の切り替えを意識させることができたか
出欠・体調確認 5 出欠確認・体調の自己管理を指導しているか
・友だちの出欠をお互いに確認できているか
・自己申告できる場面があるか
・友だちの出欠をお互いに確認できているか
・自己申告できる場面があるか
・TTで共有しているか
・自己申告できる場面があるか
・TTで共有しているか
・一人づつ顔色や表情、覚醒状態や体調を
確認しているか
・欠席理由を確実に把握しているか
・自己管理ができるよう助言しているか
・自己申告を受け、顔色や副作用等の影響
の確認をしているか
・TTで共有しているか
・自分から申告する方法を指導しているか
子どもの授業準備(構え)の
確認 6
子どもの授業準備が出来ているか
を確認しているか
・指先が冷えていないか
・各自必要な視覚補助具が準備できているか
補聴器スイッチや電池の確認等ができている
か 指示に沿った授業準備ができているか
ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ･呼吸器等、個々の準備ができ
ているか 自分で授業準備ができているか
自分に必要なタイマー、カード等の授業準備
ができているか
前回のふりかえり 7 前の授業のふりかえりをしているか 教科書や前回の教材を用いて確認したか 前回の掲示教材やノートで確認したか 具体物（教材教具）を提示して確認したか 具体物（教材教具）を提示して確認したか 個々の教科書やノートで確認したか 前回の提示教材で、想起の工夫をしているか
本時の説明 8 本時の課題を確認し意欲を高めているか
単元全体の中での本時の課題を説明している
か
・単元目標と本時の関連を確認しているか
・何を学習するか声を出させて確認している
か
流れを視覚的に理解しやすい工夫をしている
か
流れを表示し自分が取り組む際のイメージ
ができるよう工夫しているか
本時の流れとともに、学習量を伝えている
か
本時の流れと到達目標をあらかじめ示してい
るか
学習内容の説明 9
・説明の言葉は、聴き取りやす
い、適切な言葉を遣っているか
・説明と、板書の時間を分けて、
確保をしているかか（掲示物の説
明）
・指示語を使わず、具体的に相手に向かって
話しているか
・「全体から部分へ」という説明方法の基本
に留意しているか
・主語、目的語を明確に話しているか
・教員は口形を意識して正面から話している
か
・不適切な幼児ことばを使っていないか
・集団補聴器を活用しているか
・見る→読む→書くの活動を分けているか
・ゆっくり明瞭に発音しているか
・音に敏感な子どもへの配慮はあるか
・マカトン法、ジェスチャー等を取り入れて
いるか
・見る→読む→書くの活動を分けているか
・聞きやすい側から話しているか
・簡潔な説明をしているか
・不適切な幼児ことばを使っていないか
・環境(病院)に応じた音量調整をしている
か
・気持ちに配慮した言葉遣いをしているか
・音に敏感な子どもに配慮はあるか
・具体的表現で説明のポイントと全体量を示
しているか
・禁止語や反応しやすい語を避けているか
・助詞を丁寧に説明しているか
板書・掲示物 10
・板書、掲示物の字は、どの座席
からでも読めるか
・板書、掲示物の配置は、話の流
れにそって整理されているか
・黒板では「白・黄」(「赤・青」×)の
チョーク、ホワイトボードでは「黒・青」
(「黄」×)の使用に留意しているか
・字の大きさ、フォントに配慮しているか
・記号やマークをつけて整理しているか
・筆順は正しいか
・事前に板書指導案を作成しているか
・どこを書き写すかを明示しているか
・ﾁｮ-ｸ･ﾏｼﾞｯｸ･ﾏｸﾞﾈｯﾄ等の扱いに注意してい
るか
・黒板の分割活用をしているか
・読み仮名の付加や文字の大きさ等に配慮し
ているか
・ICT(大型テレビ等)の位置は適切か
・板書と同じプリントの用意ができている
か
・子どものそばでﾐﾆﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞやICT（タブ
レット型端末）等を使用しているか
・板書と同じプリントの用意があるか
・ポイントを分かりやすく示しているか
・黒板を分割活用しているか
・板書と同じプリントを用意しているか
机間指導 11 子どもの状況に応じて適切に机間指導をしているか
・正しくノートが書けているか
・必要以上の負荷がかかっていないかの確認
をしているか
注視時間が長すぎないか、内容を理解できて
いるかの確認をしているか
・自発的な行動を促しているか
・ロッキング等の常動行動への適切な対応が
あるか
体調の急変・同じ体位が長くないか注意し
ているか
体調の急変・医療器械のトラブルに対応で
きる用意があるか
・勘違い、聞き違いがないかを確認している
か
・気持ちや姿勢の立て直しを促しているか
発問と評価 12
・子どもの状況に応じた適切な発
問がされているか
・子どもの答えを肯定的に評価
し、全体に返しているか
・「次の人」「後ろの人」ではなく、名前を
呼んで発問をしているか
・具体的な数字等に置き換えて、全体に返し
ているか
・発問内容を理解できているかの確認をして
いるか
・集団討論に全員が参加出来ているか
・選択肢から選ぶ、カードの提示等、答え方
の指導をしているか
・即時に具体的にほめているか
・ｲｴｽ･ﾉｰｶｰﾄﾞやｽｲｯﾁ等答え方の工夫がある
か
・達成感が得られるタイミングで的確にほ
めているか
・子どもの習熟度や理解の程度に応じた発
問内容になっているか
・「わかった」と「できた」を区別してほ
めているか
・指名する順序等の予告をしているか
・即時に良かった点を具体的にほめているか
本時のふりかえり 13 まとめの内容は、課題や本時の目標と一致しているか
まとめから本時の目標が理解できる具体物や
体験を取り入れているか 何の学習したかを声に出して確認しているか
・この時間できたことを具体的にほめている
か
・課題とまとめは一致しているか
・成果の確認をしているか
まとめと本時のふりかえりはサブを活用し
て児童生徒の思いや理解の内容を引き出し
ているか
「わかったこと」「できたこと」の確認
と、まとめは本時の目標と一致しているか まとめと本時の振り返りを入れたか
5
次回予告とあいさつ 14 ・次回の授業に言及しているか・終わりの挨拶は、できているか
・日付や曜日、準備物の確認が具体的にされ
ているか
・あいさつをする顔や身体の向き、距離に対
しての声量が適切であるかの確認がされてい
るか
・板書、ノートで確認したか
・発声、手話を用いて全員そろって挨拶させ
ているか
・次回の予告を具体的にしたか
・挨拶のパターンを決め、モデルを示してい
るか
・次回の予告を具体的にしたか
・姿勢や気持ちを整えて挨拶することを意
識させているか。
・次回の予告を具体的にしたか
・自分の可能な姿勢で気持ちを整えて挨拶
させたか。
・次回の予告を具体的にして、心の準備をさ
せたか
・時間の切り替えを意識させることができた
か
注目 15 子どもに正対しているか 教員の気配を感じているかを確認しているか 子どもたちは全員教師を見ているか確認していたか
・目があうのを待ったか
・注意を向けさせる手立てがあったか 必要に応じ子どもに近づいているか 必要に応じ子どもに近づいているか
・子どもとの距離を考えていたか
・注意を向けさせる手立てを考えていたか
学習内容・学習量 16
・学力差等に応じた学習内容の工
夫があるか
・個々の子どもの学習量は、適切
であったか
・時間の配分は十分であったか
・どの子どもも学習に参加できていたか 個別の課題準備ができているか
・個別の課題準備ができていたか
・何をどこまでするかを明確に伝えていたか 個別の課題準備ができていたか 個別の課題準備ができていたか
・プリントの量や問題数に配慮していたか
・集中できる時間を配慮したか
教材 17 事前の教材研究は、本時の目標や課題に合っていたか
触察教材（具体物､実物）の準備がされてい
るか
どの子どもも学習に参加できる教材の工夫が
あったか
・実物や具体物、シンプルな図など課題をわ
かりやすくする工夫があったか
どの子どもも学習に参加できる教材の工夫
があったか
・Drから使用許可のある教材であったか
・消毒の準備はできていたか 特性を考慮していたか
ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 ＴＴの役割分担は適切であったか 子どもへの接し方について共通確認していたか
子どもへの接し方について共通確認していた
か
個々の子どもへの対応の違いが明確にされ、
接し方について共通確認していたか
児童生徒の個別担当は計画的に変えている
か 安全確認、課題の個別指導分担ができたか
子どもへの接し方について共通確認していた
か
教科特性に応じた対応
（教科名　　　　　　） 19
関心・意欲・態度 20 関心・意欲・態度を引き出す工夫はあったか
学習活動を自分で最初から最後まで行うこと
ができたか
相手に応じて伝わりやすいコミュニケーショ
ン手段の選択及び活用ができたか
興味を示す具体的掲示(ICT・見本)があった
か
興味を示す具体的掲示(ICTを活用等)が
あったか
ICT等を活用し、間接的な体験ができる工
夫があったか
好きなものと関連付けるなど興味・関心が持
てるよう、ICT等を活用していたか
思考・判断・表現 21
個人またはグループで考えたり、
発表したりできる活動を構成した
か
聴覚的な手がかりから相手の意図や感情をと
らえ、個人またはグループで考えたり、発表
したりする活動ができたか
・1人で、グループで考える場の設定ができ
ていたか
・友達の発表を注目して聞いていたか
・相手に応じて伝わりやすいコミュニケー
ション手段の選択及び活用ができたか
・考えを選んだり、友だちの発言を聞く設定
があったか
・何を考えるか明確に紙に書いて示したか
・単語の発言を受けとめ助詞等を補う発言の
パターンを活用できたか
・考えを選んだり、表情や行動から読み取
ることができたか
・発言や意思表示が出るまで待つことがで
きたか
・可能な表現手段を開発することができた
か
友だちや教師と考えたことを深め、表現す
る時間設定があったか
・何を考えるか明確に紙に書いて示したか
・事前に聞いたルールを守り、適切な行動や
発言ができたか
・発言のパターンを作っておいたか
技能 22 必要な技能や資料等を活用する場面を設定したか 手順やポイントが明確に理解できたか
理解したことを文などにまとめたり、話合い
の内容を確認するため書いて提示し読むな
ど、理解したことを言葉にすることができた
か
分担した作業に取り組む、責任をもって作業
することができたか
言葉で方法を説明する等可能な方法で学習
することができたか
・状態に応じた方法で学習することができ
たか
・可能な範囲で、具体的に様々な教材を使
い技能を高めることができたか
微細な動きや不器用さに対応した工夫が有る
ことで技能が身についたか
知識・理解 23 習得すべき知識や重要な概念等が理解できる工夫があったか
模型や実物に触るなど能動的な学習活動がで
きたか
流れなどから物事を総合的に判断することが
できたか
年齢を考慮しつつ、生活指導などにおいて、
できるだけ実生活につながる技術や態度を身
につけたか
体験的な活動を通し、学習内容を理解する
ことができたか
操作可能な方法で実際に体験しながら、学
習内容がわかったか
実体験を通し適切に意味を理解することがで
きたか。
所属　　　　　　　　　　　　　立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・支援教育経験年数[０年・１～２年・３～４年・５年以上]　　　　　・知っている項目に○、経験したことがある項目に◎
・現在担当している子どもの障がい種別に○をつけてください(複数可)
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7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業改善にむけてのふりかえりシート(教室版)　    　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府教育センター支援教育研究室(平成25年６月)
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び
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川戸　明子・太田　仁・伊丹　昌一
９．以後、図工美術版、家庭科（被服・調理）版、職業版も同様の手順で作成することにより、
　支援学校のほぼ全員の教員がこの「ふりかえりシート」に携わることとなった。
　［表9：図工・美術版］［表10：家庭科被服版］［表11：家庭科調理版］［表12：職業版］
　⇒附録に掲載
10．［表８］（平成25年６月改訂版）を使って、2013（平成25）年11月に2013（平成25）年度の初
　任者と経験10年以上の教員に再度調査を行った。その際、回答欄を設けるなどの修正を行っ
　た。［表13］
　その結果をもとに、加除訂正を行った。
［表13］
11．2014（平成26）年3月、「［改訂版］ふりかえりシート」［表14］が完成した。
　「ふりかえりシート」7種類（［表５体育版］［表６音楽版］［表９図工・美術版］［表10家庭科
被服版］［表11家庭科調理版］［表12職業版］［表14改訂版教室版H26.3月］）を、府立支援学校
で活用できるようにメール発信した。
キーワード 番号 評価の観点 視覚障がい 評価0/1/2/3/4 聴覚障がい
評価
0/1/2/3/4 知的障がい
評価
0/1/2/3/4 肢体不自由
評価
0/1/2/3/4 病弱
評価
0/1/2/3/4 発達障がい・自閉症
評価
0/1/2/3/4
環境 1 授業をする環境が整っているか
・視覚補助具の準備はできているか
・採光の調整、室温、座席の位置は適切
か
・集団補聴器の準備と座席配置（馬蹄形
等）はできているか
・PC、大型テレビ等や掲示教材の準備はで
きているか
・板書指導案を準備しているか
・教材教具の準備とその位置、安全確認
ができているか
・体格に合った机、いすの高さか
・座席の配置は適切か
・教材教具・位置、安全確認の準備が
できているか
・車イスが通れるスペースがあるか
・学習許可や消毒済みの確認をした
か
・学習場所、スペースの消毒や安全
確認ができているか
・不必要な掲示はないか
・前時の板書がきれいに消されている
か
教材 2 必要な教材がそろっているか 触察教材も活用しているか 視覚教材も活用しているか 安全で操作の易しい教材か ・扱いやすい、軽い教材か・教材等を固定する工夫があるか
個々の子どもの教科書等での単元等
の確認をしているか 個別の学習方法に対応できる教材か
ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3 ＴＴ（ティームティーチング）の分担確認はできているか
学習活動場面に応じた役割分担を確認し
ているか
学習活動場面に応じた役割分担を確認して
いるか
・授業の流れとTTの役割分担の確認をし
ているか
・各学習活動における個の課題に対応し
た指導の役割分担を確認しているか
・授業の流れとTTの役割分担の確認を
しているか
・本時に担当する子どもの状況と課題
の確認をしているか
本時に担当する子どもの状況と課題
の確認をしているか
子どもへの接し方について共通確認し
ているか
あいさつ 4 授業開始の挨拶はできているか
あいさつをする顔や身体の向き、距離に
対しての声量が適切であるかの確認がさ
れているか
・発声、手話を用いて全員そろって挨拶さ
せているか 挨拶のパターンを決め、モデルを示しているか
姿勢や気持ちを整えて挨拶することを
意識させているか
自分の可能な姿勢で気持ちを整えて
挨拶させているか
時間の切り替えを意識させることがで
きたか
出欠・体調確認 5 出欠確認・体調の自己管理を指導しているか
・友だちの出欠をお互いに確認できてい
るか
・自己申告できる場面があるか
・友だちの出欠をお互いに確認できている
か
・自己申告できる場面があるか
・TTで共有しているか
・自己申告できる場面があるか
・TTで共有しているか
・一人づつ顔色や表情、覚醒状態や体
調を確認しているか
・欠席理由を確実に把握しているか
・自己管理ができるよう助言してい
るか
・自己申告を受け、顔色や副作用等
の影響の確認をしているか
・TTで共有しているか
・自分から申告する方法を指導してい
るか
子どもの授業準備(構え)の
確認 6
子どもの授業準備が出来ている
かを確認しているか
・指先が冷えていないか
・各自必要な視覚補助具が準備できてい
るか
補聴器スイッチや電池の確認等ができてい
るか 指示に沿った授業準備ができているか
ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ･呼吸器等、個々の準備がで
きているか 自分で授業準備ができているか
自分に必要なタイマー、カード等の授
業準備ができているか
前回のふりかえり 7 前の授業のふりかえりをしているか 教科書や前回の教材を用いて確認したか 前回の掲示教材やノートで確認したか
具体物（教材教具）を提示して確認した
か
具体物（教材教具）を提示して確認し
たか 個々の教科書やノートで確認したか
前回の提示教材で、想起の工夫をして
いるか
本時の説明 8 本時の課題を確認し意欲を高めているか
単元全体の中での本時の課題を説明して
いるか
・単元目標と本時の関連を確認しているか
・何を学習するか声を出させて確認してい
るか
流れを視覚的に理解しやすい工夫をして
いるか
流れを表示し自分が取り組む際のイ
メージができるよう工夫しているか
本時の流れとともに、学習量を伝え
ているか
本時の流れと到達目標をあらかじめ示
しているか
学習内容の説明 9
・説明の言葉は、聴き取りやす
い、適切な言葉を遣っているか
・説明と、板書の時間を分け
て、確保をしているかか（掲示
物の説明）
・指示語を使わず、具体的に相手に向
かって話しているか
・「全体から部分へ」という説明方法の
基本に留意しているか
・主語、目的語を明確に話しているか
・教員は口形を意識して正面から話してい
るか
・不適切な幼児ことばを使っていないか
・集団補聴器を活用しているか
・見る→読む→書くの活動を分けているか
・ゆっくり明瞭に発音しているか
・音に敏感な子どもへの配慮はあるか
・マカトン法、ジェスチャー等を取り入
れているか
・見る→読む→書くの活動を分けている
か
・聞きやすい側から話しているか
・簡潔な説明をしているか
・不適切な幼児ことばを使っていない
か
・環境(病院)に応じた音量調整をし
ているか
・気持ちに配慮した言葉遣いをして
いるか
・音に敏感な子どもに配慮はあるか
・具体的表現で説明のポイントと全体
量を示しているか
・禁止語や反応しやすい語を避けてい
るか
・助詞を丁寧に説明しているか
板書・掲示物 10
・板書、掲示物の字は、どの座
席からでも読めるか
・板書、掲示物の配置は、話の
流れにそって整理されているか
・黒板では「白・黄」(「赤・青」×)の
チョーク、ホワイトボードでは「黒・
青」(「黄」×)の使用に留意しているか
・字の大きさ、フォントに配慮している
か
・記号やマークをつけて整理しているか
・筆順は正しいか
・事前に板書指導案を作成しているか
・どこを書き写すかを明示しているか
・ﾁｮ-ｸ･ﾏｼﾞｯｸ･ﾏｸﾞﾈｯﾄ等の扱いに注意して
いるか
・黒板の分割活用をしているか
・読み仮名の付加や文字の大きさ等に配
慮しているか
・ICT(大型テレビ等)の位置は適切か
・板書と同じプリントの用意ができて
いるか
・子どものそばでﾐﾆﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞやICT
（タブレット型端末）等を使用して
いるか
・板書と同じプリントの用意がある
か
・ポイントを分かりやすく示している
か
・黒板を分割活用しているか
・板書と同じプリントを用意している
か
机間指導 11 子どもの状況に応じて適切に机間指導をしているか
・正しくノートが書けているか
・必要以上の負荷がかかっていないかの
確認をしているか
注視時間が長すぎないか、内容を理解でき
ているかの確認をしているか
・自発的な行動を促しているか
・ロッキング等の常動行動への適切な対
応があるか
体調の急変・同じ体位が長くないか注
意しているか
体調の急変・医療器械のトラブルに
対応できる用意があるか
・勘違い、聞き違いがないかを確認し
ているか
・気持ちや姿勢の立て直しを促してい
るか
発問と評価 12
・子どもの状況に応じた適切な
発問がされているか
・子どもの答えを肯定的に評価
し、全体に返しているか
・「次の人」「後ろの人」ではなく、名
前を呼んで発問をしているか
・具体的な数字等に置き換えて、全体に
返しているか
・発問内容を理解できているかの確認をし
ているか
・集団討論に全員が参加出来ているか
・選択肢から選ぶ、カードの提示等、答
え方の指導をしているか
・即時に具体的にほめているか
・ｲｴｽ･ﾉｰｶｰﾄﾞやｽｲｯﾁ等答え方の工夫が
あるか
・達成感が得られるタイミングで的確
にほめているか
・子どもの習熟度や理解の程度に応
じた発問内容になっているか
・「わかった」と「できた」を区別
してほめているか
・指名する順序等の予告をしているか
・即時に良かった点を具体的にほめて
いるか
本時のふりかえり 13 まとめの内容は、課題や本時の目標と一致しているか
まとめから本時の目標が理解できる具体
物や体験を取り入れているか
何の学習したかを声に出して確認している
か
・この時間できたことを具体的にほめて
いるか
・課題とまとめは一致しているか
・成果の確認をしているか
まとめと本時のふりかえりはサブを活
用して児童生徒の思いや理解の内容を
引き出しているか
「わかったこと」「できたこと」の
確認と、まとめは本時の目標と一致
しているか
まとめと本時の振り返りを入れたか
5
次回予告とあいさつ 14
・次回の授業に言及しているか
・終わりの挨拶は、できている
か
・日付や曜日、準備物の確認が具体的に
されているか
・あいさつをする顔や身体の向き、距離
に対しての声量が適切であるかの確認が
されているか
・板書、ノートで確認したか
・発声、手話を用いて全員そろって挨拶さ
せているか
・次回の予告を具体的にしたか
・挨拶のパターンを決め、モデルを示し
ているか
・次回の予告を具体的にしたか
・姿勢や気持ちを整えて挨拶すること
を意識させているか。
・次回の予告を具体的にしたか
・自分の可能な姿勢で気持ちを整え
て挨拶させたか。
・次回の予告を具体的にして、心の準
備をさせたか
・時間の切り替えを意識させることが
できたか
注目 15 子どもに正対しているか 教員の気配を感じているかを確認しているか
子どもたちは全員教師を見ているか確認し
ていたか
・目があうのを待ったか
・注意を向けさせる手立てがあったか 必要に応じ子どもに近づいているか 必要に応じ子どもに近づいているか
・子どもとの距離を考えていたか
・注意を向けさせる手立てを考えてい
たか
学習内容・学習量 16
・学力差等に応じた学習内容の
工夫があるか
・個々の子どもの学習量は、適
切であったか
・時間の配分は十分であったか
・どの子どもも学習に参加できていたか 個別の課題準備ができているか
・個別の課題準備ができていたか
・何をどこまでするかを明確に伝えてい
たか
個別の課題準備ができていたか 個別の課題準備ができていたか
・プリントの量や問題数に配慮してい
たか
・集中できる時間を配慮したか
教材 17 事前の教材研究は、本時の目標や課題に合っていたか
触察教材（具体物､実物）の準備がされて
いるか
どの子どもも学習に参加できる教材の工夫
があったか
・実物や具体物、シンプルな図など課題
をわかりやすくする工夫があったか
どの子どもも学習に参加できる教材の
工夫があったか
・Drから使用許可のある教材であっ
たか
・消毒の準備はできていたか
特性を考慮していたか
ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 ＴＴの役割分担は適切であったか
子どもへの接し方について共通確認して
いたか
子どもへの接し方について共通確認してい
たか
個々の子どもへの対応の違いが明確にさ
れ、接し方について共通確認していたか
児童生徒の個別担当は計画的に変えて
いるか
安全確認、課題の個別指導分担がで
きたか
子どもへの接し方について共通確認し
ていたか
教科特性に応じた対応
（教科名　　　　　　） 19
関心・意欲・態度 20 関心・意欲・態度を引き出す工夫はあったか
学習活動を自分で最初から最後まで行う
ことができたか
相手に応じて伝わりやすいコミュニケー
ション手段の選択及び活用ができたか
興味を示す具体的掲示(ICT・見本)が
あったか
興味を示す具体的掲示(ICTを活用等)が
あったか
ICT等を活用し、間接的な体験がで
きる工夫があったか
好きなものと関連付けるなど興味・関
心が持てるよう、ICT等を活用していた
か
思考・判断・表現 21
個人またはグループで考えた
り、発表したりできる活動を構
成したか
聴覚的な手がかりから相手の意図や感情
をとらえ、個人またはグループで考えた
り、発表したりする活動ができたか
・1人で、グループで考える場の設定ができ
ていたか
・友達の発表を注目して聞いていたか
・相手に応じて伝わりやすいコミュニケー
ション手段の選択及び活用ができたか
・考えを選んだり、友だちの発言を聞く
設定があったか
・何を考えるか明確に紙に書いて示した
か
・単語の発言を受けとめ助詞等を補う発
言のパターンを活用できたか
・考えを選んだり、表情や行動から読
み取ることができたか
・発言や意思表示が出るまで待つこと
ができたか
・可能な表現手段を開発することがで
きたか
友だちや教師と考えたことを深め、
表現する時間設定があったか
・何を考えるか明確に紙に書いて示し
たか
・事前に聞いたルールを守り、適切な
行動や発言ができたか
・発言のパターンを作っておいたか
技能 22 必要な技能や資料等を活用する場面を設定したか 手順やポイントが明確に理解できたか
理解したことを文などにまとめたり、話合
いの内容を確認するため書いて提示し読む
など、理解したことを言葉にすることがで
きたか
分担した作業に取り組む、責任をもって
作業することができたか
言葉で方法を説明する等可能な方法で
学習することができたか
・状態に応じた方法で学習すること
ができたか
・可能な範囲で、具体的に様々な教
材を使い技能を高めることができた
か
微細な動きや不器用さに対応した工夫
が有ることで技能が身についたか
知識・理解 23 習得すべき知識や重要な概念等が理解できる工夫があったか
模型や実物に触るなど能動的な学習活動
ができたか
流れなどから物事を総合的に判断すること
ができたか
年齢を考慮しつつ、生活指導などにおい
て、できるだけ実生活につながる技術や
態度を身につけたか
体験的な活動を通し、学習内容を理解
することができたか
操作可能な方法で実際に体験しなが
ら、学習内容がわかったか
実体験を通し適切に意味を理解するこ
とができたか。
所属　　　　　　　　　　　　　立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　H25.10.8→教頭先生→H25.10.31までに逓送便でお返しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①支援教育経験年数（H25.4.１現在）[0年・１年・2年・3年・4年・5年・6年・７年・8年・９年・10年以上]
②現在まで担当した子どもの障害種別に○を付けてください（複数可）
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特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～
［表14］［改訂版］「ふりかえりシート」
12．2014年4月、梅花女子大学でこの「ふりかえりシート」を大学生に活用するに当たり、所属
　名を、梅花女子大学（川戸）2014.4月と変更した。（［表15］［改訂版］「授業改善にむけたふり
かえりシート（教室版）」）なお、回答欄は別紙とした。⇒附録に［表15］及び［表16］掲載
5年間のまとめ：「ふりかえりシート」の改善過程について
１）試み版［表３Ａ］：
　①　５年前の大阪府立支援学校では、研究授業の体制ができている学校も少なく、授業の振
　　り返りについて項目を設けて行っている学校も少なかったため、経験の多い教員へのふり
　　かえりシートの配慮点記入調査でも空欄が多かった。
　②　調査当時は、ICT、支援機器が学校現場に普及していないこともあり、活用の記述がほ
　　とんどなかった。
　③　調査当時、高等学校等では、生徒による授業評価が始まったが、特別支援学校における
　　子どもによる評価については困難なことが予想され検討中であったため、指導者からの評
　　価で、子どもからの視点がなかった
２）改訂版（2014.3.28）［表14］
　試み版［表３A］について、３点（①②③）の改善を行った。
　①　空欄が多かった→10年以上の経験者に再度調査し、追加、修正や、配慮方法などを収集
　　して、表に反映させた。
　②　ICT、支援機器の活用の記述がほとんどなかった→この5年間に、タブレット端末の普及
　　もあり、各学校でもICT、支援機器の活用が始まってきていた。上記の調査にも追加記入
　　の要望があり、それを反映して追加した。
キーワード 番号 評価の観点 １視覚障がい ２聴覚障がい ３知的障がい ４肢体不自由 ５病弱 ６発達障がい・自閉症
環境 1 授業をする環境が整っているか
1)視覚補助具の準備はできているか
2)採光の調整、室温、座席の位置は適切か
1)集団補聴器の準備と座席配置（馬蹄形等）はで
きているか
2)PC、大型テレビ等や掲示教材の準備はできてい
るか
3)板書指導案を準備しているか
1)教材教具の準備とその位置、安全確認がで
きているか
2)体格に合った机、いすの高さか
3)座席の配置は適切か
1)室温、湿度が適切に保たれているか
2)教材教具や補助具の位置と、安全確認ができてい
るか
3)車イスが通れるスペースがあるか
1)学習許可や室温、湿度、教材等の消毒済みの確
認をしているか
2)学習場所、スペースの消毒や安全確認ができて
いるか
1)不必要な掲示はないか
2)前時の板書がきれいに消されているか
教材 2 必要な教材がそろっているか 3)触察教材も活用しているか
4)視覚教材も活用しているか
5)ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｯｷ等の音量が適切か確認しているか
4)安全で操作の易しい教材か
4)扱いやすい、軽い教材か
5)教材等を固定する工夫があるか
3)個々の子どもの教科書等での単元等の確認をし
ているか 3)個別の学習方法に対応できる教材か
ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3 ＴＴ（ティームティーチング）の分担確認はできているか
4)学習活動場面に応じた役割分担を確認して
いるか
6)学習活動場面に応じた役割分担を確認している
か
5)授業の流れとTTの役割分担の確認をしてい
るか
6)授業の流れとTTの役割分担の確認をしているか
7)本時に担当する子どもの状況と課題の確認をして
いるか
4)本時に担当する子どもの状況と課題の確認をし
ているか
4)子どもへの接し方について役割分担している
か
あいさつ 4 授業開始の挨拶はできているか
5)あいさつをする顔や身体の向き、距離に対
しての声量が適切であるかの確認がされてい
るか（終わりの挨拶も）
7)発声、手話を用いて全員そろって挨拶させてい
るか（終わりの挨拶も） 6)挨拶のパターンを決め、モデルを示しているか（終わりの挨拶も）
8)姿勢や気持ちを整えて挨拶することを意識させて
いるか（終わりの挨拶も）
5)自分の可能な姿勢で気持ちを整えて挨拶させて
いるか（終わりの挨拶も）
5)時間の切り替えを意識させることができたか
（終わりの挨拶も）
出欠・体調確認 5 出欠確認・体調の自己管理を指導しているか
6)友だちの出欠をお互いに確認できているか
　
7)自己申告できる場面があるか
8)友だちの出欠をお互いに確認できているか
　
9)自己申告できる場面があるか
7)TTで共有しているか
8)自己申告できる場面があるか
9)TTで共有しているか
10)一人づつ顔色や表情、覚醒状態や体調を確認し
ているか
6)欠席理由を確実に把握しているか
7)自己管理ができるよう、自己申告を受け、顔色
や副作用等の影響の確認をしているか
6)TTで共有しているか
7)自分から申告する方法を指導しているか
子どもの授業準備(構え)の確認 6 子どもの授業準備が出来ているかを確認しているか
8)指先が冷えていないか
9)各自必要な視覚補助具が準備できているか
10)補聴器スイッチや電池の確認等ができている
か 9)指示に沿った授業準備ができているか
11)ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ･呼吸器等、個々の準備ができている
か 8)自分で授業準備ができているか
8)自分に必要なタイマー、カード等の授業準備
ができているか
前回のふりかえり 7 前の授業のふりかえりをしているか 10)教科書や前回の教材を用いて確認したか
11)前回の掲示教材やプリント、ノート等で確認
したか 10)具体物（教材教具）を提示して確認したか 12)具体物（教材教具）を提示して確認したか 9)個々の教科書やノートで確認したか 9)前回の提示教材で、想起の工夫をしているか
本時の説明 8 本時の課題を確認し意欲を高めているか
11)単元全体の中での本時の課題を説明してい
るか
12)単元目標と本時の関連を確認しているか
13)何を学習するか声に出して確認させているか
11)流れを視覚的に理解しやすい工夫をしてい
るか
13)休憩時間も含め、時間配分を表示し自分が取り
組む際のイメージができるよう工夫しているか 10)本時の流れとともに、学習量を伝えているか
10)本時の流れと到達目標をあらかじめ示してい
るか
学習内容の説明 9
・説明の言葉は、聴き取りやす
い、適切な言葉を遣っているか
・説明と、板書の時間を分けて
確保をしているか（掲示物の説
明）
12)指示語を使わず、具体的に相手に向かって
話しているか
13)「全体から部分へ」という説明方法の基本
に留意しているか
14)主語、目的語を明確に話しているか
15)教員は口形を意識して正面から話しているか
16)不適切な幼児ことばを使っていないか
17)集団補聴器を活用しているか
18)見る→読む→書くの活動を分けているか
12)ゆっくり明瞭に発音しているか
13)音に敏感な子どもへの配慮はあるか
14)マカトン法、ジェスチャー等を取り入れて
いるか
15)見る→読む→書くの活動を分けているか
14)聞きやすい側から話しているか
15)簡潔な説明をしているか
16)不適切な幼児ことばを使っていないか
11)環境(病院)に応じた音量調整をしているか
12)気持ちに配慮した言葉遣いをしているか
11)音に敏感な子どもに配慮はあるか
12)具体的表現で説明のポイントと全体量を示し
ているか
13)禁止語や反応しやすい語を避けているか
14)助詞を丁寧に説明しているか
板書・掲示物 10
・板書、掲示物の文字は、どの
座席からでも読めるか
・板書、掲示物の配置は、話の
流れにそって整理されているか
14)黒板では「白・黄」(「赤・青」×)の
チョーク、ホワイトボードでは「黒・青」
(「黄」×)の使用に留意しているか
15)文字の大きさ、フォントに配慮しているか
16)記号やマークをつけて整理しているか
19)筆順は正しいか
20)絵ｶｰﾄﾞ、文字ｶｰﾄﾞ等を活用しているか
16)どこを書き写すかを明示しているか
17)ﾁｮ-ｸ･ﾏｼﾞｯｸ･ﾏｸﾞﾈｯﾄ等の扱いに注意してい
るか
18)黒板の分割活用をしているか
19)読み仮名の付加や文字の大きさ等に配慮し
ているか
17)ICT(大型テレビ等)の位置は適切か
18)板書と同じプリントや個別のＰＣ等の用意がで
きているか
13)子どものそばでﾐﾆﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞやICT（タブレッ
ト型端末）等を使用しているか
14)板書と同じプリントの用意があるか
15)ＩＣＴ等を活用してポイントを分かりやすく
示しているか
16)黒板を分割活用しているか
17)電子黒板の掲示や板書と同じプリントを用意
しているか
机間指導 11 子どもの状況に応じて適切に机間指導をしているか
17)正しくノートが書けているか
18)必要以上の負荷がかかっていないかの確認
をしているか
21)注視時間が長すぎないか、内容を理解できて
いるかの確認をしているか
20)自発的な行動を促しているか
21)ロッキング等の常動行動への適切な対応が
あるか
19)体調の急変・同じ体位が長くないか注意してい
るか
15)体調の急変・医療器械のトラブルに対応でき
る用意があるか
18)勘違い、聞き違いがないかを確認しているか
19)気持ちや姿勢の立て直しを促しているか
発問と評価 12
・子どもの状況に応じた適切な
発問がされているか
・子どもの答えを肯定的に評価
し、全体に返しているか
19)「次の人」「後ろの人」ではなく、名前を
呼んで発問をしているか
20)具体的な数字等に置き換えて、全体に返し
ているか
22)発問内容を理解できているかの確認をしてい
るか
23)集団討論に全員が参加出来ているか
22)選択肢から選ぶ、カードの提示等、答え方
の指導をしているか
23)即時に具体的にほめているか
20)ｲｴｽ･ﾉｰｶｰﾄﾞやｽｲｯﾁ、VOCA等支援機器による答え
方の工夫があるか
21)達成感が得られるタイミングで的確にほめてい
るか
16)子どもの習熟度や理解の程度に応じた発問内
容になっているか
17)「わかった」と「できた」を区別してほめて
いるか
20)指名する順序等の予告をしているか
21)即時に良かった点を具体的にほめているか
本時のふりかえり 13 まとめの内容は、課題や本時の目標と一致しているか
21)まとめから本時の目標が理解できる具体物
や体験を取り入れているか
24)何の学習をしたかを声に出して確認している
か
24)課題とまとめは一致しているか
25)成果の確認をして、褒めているか
22)まとめと本時のふりかえりは児童生徒の思いや
理解の内容を引き出しているか
18)「わかったこと」「できたこと」の確認と、
まとめは本時の目標と一致しているか 22)まとめと本時の振り返りを入れたか
5
次回予告とあいさつ 14 ・次回の授業に言及しているか・終わりの挨拶はできているか
22)日付や曜日、準備物の確認が具体的にされ
ているか
25)板書、ノートで確認しているか 26)次回の予告を具体的にしているか 23)次回の予告を具体的にしているか 19)次回の予告を具体的にしているか 23)次回の予告を具体的にして、心の準備をさせ
ているか
注目 15 子どもに正対しているか 23)教員の気配を感じているかを確認しているか
26)子どもたちは全員教師を見ているか確認して
いるか
27)目があうのを待っているか
28)注意を向けさせる手立てがあるか 24)必要に応じ子どもに近づいているか 20)必要に応じ子どもに近づいているか
24)子どもとの距離を考えているか
25)注意を向けさせる手立てを考えているか
学習内容・学習量 16
・学力差等に応じた学習内容の
工夫があるか
・個々の子どもの学習量は、適
切であったか
24)時間配分は十分か
25)どの子どもも学習に参加できているか
27)個別の課題準備ができているか
29)個別の課題準備ができているか
　
30)何をどこまでするかを明確に伝えているか
25)個別の課題準備ができているか 21)個別の課題準備ができているか
26)達成感の持てるプリントの量や問題数に配慮
しているか
27)集中できる時間を配慮しているか
教材 17 事前の教材研究は、本時の目標や課題に合っていたか 26)触察教材（具体物､実物）の準備があるか
28)どの子どもも学習に参加できる教材の工夫が
あるか
31)実物や具体物、シンプルな図など課題や終
わり方にわかりやすい工夫があったか
26)どの子どもも学習に参加できる教材の工夫があ
るか
22)Drから使用許可のある教材であるか
23)学習意欲を高める教材であるか 28)特性を考慮しているか
ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 ＴＴの役割分担は適切であったか
27)子どもへの接し方について共通確認してい
るか
29)子どもへの接し方について共通確認している
か
32)個々の子どもへの対応の違いが明確にさ
れ、接し方について共通確認しているか 27)児童生徒の個別担当は計画的に変えているか
24)安全確認、課題の個別指導分担ができている
か
29)子どもへの接し方について共通確認できてい
るか
教科特性に応じた対応
（教科名　　　　　　） 19
関心・意欲・態度 20 関心・意欲・態度を引き出す工夫はあったか
28)学習活動を自分で最初から最後まで行うこ
とができたか
30)相手に応じて伝わりやすいコミュニケーショ
ン手段の選択及び活用ができたか
33)興味を示す具体的掲示(ICT・見本)があっ
たか
28)興味を示す具体的掲示(ICTや支援機器を活用)が
あったか
25)ICT等を活用し、間接的な体験ができる工夫が
あったか
30)好きな物と関連付けるなど興味・関心が持て
るよう、ICT等が活用されていたか
思考・判断・表現 21
個人またはグループで考えた
り、発表したりできる活動を構
成したか
29)聴覚的な手がかりから相手の意図や感情を
とらえ、一人で、またはグループで考えた
り、発表したりする活動ができたか
31)1人で、またはグループで考える場の設定がで
きていたか
32)友だちの発表を注目して聞いていたか
34)考えを選んだり、友だちの発言を聞くこと
ができたか
35)何を考えるか具体的にわかったか
36)単語の発言を受けとめ、助詞等を補っても
らえたか
29)考えを選んだり、意思表示を表情や行動から読
み取ってもらえたか
30)発言や意思表示ができる時間の余裕があったか
31)可能な表現手段を使えたか
26)友だちや教師と考えたことを深め、表現する
時間設定があったか
31)何を考えるか明確に紙に書いて示されたか
32)事前に聞いたルールを守り、適切な行動や発
言ができたか
33)発言のパターンが作られていたか
技能 22 必要な技能や資料等を活用する場面を設定したか 30)手順やポイントが明確に理解できたか
33)理解したことを文などにまとめたり、話合い
の内容を確認するため書いて提示し読むなど、理
解したことを言葉にすることができたか
37)分担した作業に取り組み、責任をもって作
業することができたか
32)手順やポイントを可能な方法で学習することが
できたか
27)状態に応じた方法で学習することができたか
28)可能な範囲で、具体的に様々な教材を使い技
能を高めることができたか
34)微細な動きや不器用さに対応した工夫がある
ことで技能が身についたか
知識・理解 23 習得すべき知識や重要な概念等が理解できる工夫があったか
31)模型や実物に触るなど能動的な学習活動が
できたか
34)流れなどから物事を総合的に判断することが
できたか
38)ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの技術や操作なども含め、実生活
につながる学習ができたか
33)体験的な活動を通し、学習内容を理解すること
ができたか
29)操作可能な方法で実際に体験しながら、学習
内容がわかったか
35)実体験を通し適切に意味を理解することがで
きたか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[表14]　[改訂版]　授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）
                                                                                                                                                                                                                                       大阪府教育センター支援教育研究室・授業力向上指導員（H26.3月）
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川戸　明子・太田　仁・伊丹　昌一
　③　評価が、指導者からの評価で、子どもからの視点がなかった→評価の観点が明確にされ、
　　また子どもが評価する場面も通常の学校では行われるようになってきたが、特別支援学校
　　の場合は、子ども自身が評価することは困難なことも多いため、指導者が子どもの視点に
　　立って自分の授業を評価する文言に変えた。
３）2011（平成23）年度と、2012（平成24）年度の初任者には、年度の初回と最終回の２回「ふり
　かえりシート」の調査を行った。
　1年間の変化、2011（平成23）年度の初任者と2012（平成24）年度の初任者の違いを比較した。
　また、「ふりかえりシート」の活用状況についても調査した。（本文に分析掲載（p49））
今後に向けて
１）2013（平成25）年度の初任者と10年以上の経験者に「ふりかえりシート」の調査を行うこと
　で、どの項目が継承されているのか、また、大事だが、見落とされがちな配慮点は何かを
　データからまとめる予定である。その結果、分析については今後、順次報告する予定である。
２）特別支援学校における「ふりかえりシート」の活用事例を収集し、紹介する。
３）2014（平成26）年4月からは、この「ふりかえりシート」を大学の学生に対して調査する予定
　である。（［表14］を使って）
　　また、この「ふりかえりシート」を活用して、授業を行い、具体的な説明や理由をグループ
　　ワークさせることで、より深い学びにつなげることができるよう、大学生への活用を重点
　　として研究を進めたい。
４）今後は、さらにわかりやすく、使いやすい「ふりかえりシート」にするための検討を加えて
　いきたい。
　その結果を『特別支援教育における「指導実践改善シート」～２活用～−視覚障害・聴覚障
害・知的障害・肢体不自由・病弱・発達障害児の適正指導の共有に向けて−』としてまとめる
予定である。
　そして、今後のインクルーシブ教育システム構築に向けた合理的配慮の視点を高めるために
もさらなる活用をうながしていきたい。
　最後になりましたが、この研究を行うのにあたり、全大阪府立支援学校の管理職及び教職員
の皆様と大阪府教育センター支援教育研究室のご協力に深く感謝いたします。
参考文献
　・「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【小学校　国語】」他
　　平成23年11月　文部科学省　国立教育政策研究所　教育課程研究センター
　・「大阪の支援教育」平成24・25年度版　大阪府教育委員会　平成24・25年11月
　・大阪の授業STANDARD 平成24年５月　大阪府教育センター
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特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～
［要旨］
　特殊教育から特別支援教育への改革により、教育界では、特別支援学校のみならず、通常の
学校においても特別支援教育の知識や経験が必要とされてきている。しかし、学校においては、
団塊の世代の大量退職以降日本の教員の年齢構成の不均衡が蓄積された教育実践力の伝承を困
難なものとしている。これまでの専門的な知識や技能、有用な教材教具の継承を実現すること
は教育現場の喫緊の課題である。
　本報告は、授業の流れに沿った障害種別ごとの児童生徒への配慮点に焦点を当て、経験の少
ない教員が授業における配慮点を理解し、指導に生かすことを目的として、配慮事項を一覧表
として示し、自己チェックできる「授業改善にむけてのふりかえりシート」（以下「ふりかえ
りシート」）を、大阪府立支援学校の管理職や教員の協力を得ながら5年かけて作成した経緯を
『特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～−視覚障害・聴覚障害・
知的障害・肢体不自由・病弱・発達障害児の適性指導の共有に向けて−』としてまとめたもの
である。
［キーワード］
　・特別支援学校、特別支援教育実践、授業改善、教師の自己評価シート
［英文要旨］［Abstract］
Not only the schools for special needs education but also the regular schools are in need 
of knowledge and experiences of special needs education since the change was made from 
“special education” to “special needs education.” However, at the places of education, the age 
distribution of teachers is unbalanced since the mass retirement of Japan’s “baby boomers,” 
which makes it difficult to hand down the accumulated educational practices to the next 
generation and share the versatility of those practices. Therefore, it is the urgent task for 
the field of education to realize the application of special knowledge and skills adapted to 
the situation, acquired by the past practices of special needs education and the succession 
of effective teaching materials. In addition, to provide special support for the children and 
students with the wide range of disabilities and impairments at the regular schools, it is 
necessary for the teachers to acquire not only the knowledge and skills about the specific 
disability or impairment but also the wide range of practical teaching ability in special needs 
education.
Under the current circumstances of education as described above, this report summarizes 
the development process of the self-rating “Evaluation Sheet for the Improvement of 
Educational Practices at the Schools for Special Needs Education (hereinafter, “K-ESIPS”).” 
The evaluation criteria are the consideration points along the lesson process for the 
children and students with special needs, which are listed for each type of disabilities and 
impairments. It took 5 years to develop with the cooperation of the managerial staff and 
teachers of the Osaka Prefectural Schools for Special Needs Education. 
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［附録］以下のページに、次の表を載せる。（計8ページ）
［表5］「授業改善にむけてのふりかえりシート（体育版）」　　　　　　　　　　　　　（p59）
［表6］「授業改善にむけてのふりかえりシート（音楽版）」　　　　　　　　　　　　　（p60）
［表９］「授業改善にむけてのふりかえりシート（図工・美術版）」　　　　　　　　　（p61）
［表10］「授業改善にむけてのふりかえりシート（家庭科被服版）」　　　　　　　　　（p62）
［表11］「授業改善にむけてのふりかえりシート（家庭科調理版）」　　　　　　　　　（p63）
［表12］「授業改善にむけてのふりかえりシート（職業版）」　　　　　　　　　　　　（p64）
［表15］[改訂版］「授業改善にむけてのふりかえりシート」（2014.4月梅花女子大学）（p65）
［表16］回答記入用紙（大学生調査用）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p66）
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特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～
場
所
　
　
　
　
　
学
校
／
記
入
者
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
学
校
名
20
11
/3
/7
作
製
：
20
11
.3
月
No
.１
　
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
支
援
教
育
研
究
室
・
学
力
向
上
推
進
室
授
業
力
向
上
指
導
員
視
覚
障
害
聴
覚
障
害
知
的
障
害
肢
体
不
自
由
病
弱
発
達
障
害
番 号
評
　
　
価
　
　
の
　
　
観
　
　
点
分 類
キ
ー
ワ
ー
ド
よ
く
で
き
て
い
る
で
き
て
い
る
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
で
き
て
い
な
い
石
、
草
、
穴
等
が
な
い
よ
う
に
平
ら
に
ｸﾞ
ﾗﾝ
ﾄﾞ
を
な
ら
す
。
足
元
に
物
を
置
か
な
い
。
ﾈｯ
ﾄ等
通
路
に
道
具
が
あ
る
場
合
は
必
ず
教
師
が
つ
き
声
を
か
け
て
い
る
か
。
体
育
館
の
室
温
、
プ
ー
ル
の
水
温
管
理
体
育
館
の
室
温
、
プ
ー
ル
の
水
温
管
理
、
授
業
の
流
れ
と
TT
の
役
割
分
担
の
確
認
・
教
材
教
具
の
準
備
と
ま
ぶ
し
く
な
い
位
置
へ
の
設
置
授
業
の
流
れ
と
TT
の
役
割
分
担
の
確
認
・
教
材
教
具
準
備
。
体
育
館
の
室
温
、
プ
ー
ル
の
水
温
管
理
授
業
の
流
れ
と
TT
の
役
割
分
担
の
確
認
・
教
材
教
具
準
備
、
体
育
館
の
室
温
、
プ
ー
ル
の
水
温
管
理
気
温
､湿
度
の
確
認
。
体
育
館
の
室
温
、
プ
ー
ル
の
水
温
管
理
そ
の
子
に
合
っ
た
教
材
の
配
慮
が
あ
る
か
。
体
育
館
の
室
温
、
プ
ー
ル
の
水
温
管
理
1
グ
ラ
ン
ド
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
（
授
業
場
所
）
の
安
全
点
検
　
整
備
天
候
・
気
温
・
湿
度
危
険
物
や
授
業
に
関
係
な
い
も
の
が
な
い
か
危
険
物
や
授
業
に
関
係
な
い
も
の
が
な
い
か
危
険
物
や
授
業
に
関
係
な
い
も
の
が
な
い
か
危
険
物
や
床
面
の
凸
凹
､滑
り
、
車
ｲｽ
の
ﾊﾟ
ﾝｸ
の
原
因
に
な
る
よ
う
な
鋭
利
な
も
の
が
な
い
か
、
生
徒
に
応
じ
て
工
夫
さ
れ
た
教
材
か
。
安
全
な
導
線
、
天
候
､気
温
等
の
確
認
同
右
危
険
物
や
授
業
に
関
係
な
い
物
が
な
い
か
2
音
響
機
器
、
使
用
器
具
の
準
備
と
点
検
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
配
慮
破
損
曲
の
頭
出
し
音
源
の
位
置
、
音
量
の
確
認
を
し
て
い
る
か
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
音
が
出
せ
る
準
備
、
ﾘｽ
ﾞﾑ
を
掴
む
た
め
小
太
鼓
使
用
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
音
が
出
せ
る
準
備
音
量
調
整
、
曲
の
頭
出
し
、
安
全
に
す
ぐ
に
使
用
で
き
る
準
備
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
音
が
出
せ
る
準
備
音
量
の
配
慮
3
集
合
場
所
は
適
切
か
日
差
し
・
風
向
き
・
合
理
性
・
安
全
基
準
を
拍
手
で
合
図
し
整
列
の
場
所
を
知
ら
せ
て
い
る
か
。
並
ぶ
場
所
に
教
師
が
い
て
呼
ん
で
い
る
か
日
差
し
等
を
配
慮
し
た
並
び
方
に
な
っ
て
い
る
か
（
ま
ぶ
し
く
な
い
位
置
）
並
び
方
の
指
示
並
ぶ
ス
ペ
ー
ス
確
保
、
全
員
の
顔
が
見
え
る
位
置
へ
、
順
番
を
決
め
ﾗｲ
ﾝﾃ
ｰﾌ
ﾟを
目
安
に
並
ぶ
場
所
を
指
示
(車
ｲｽ
の
大
き
さ
、
高
さ
)
並
ぶ
場
所
、
並
び
方
の
指
示
(ﾊ
ﾟﾀ
ｰﾝ
)
並
ぶ
場
所
の
明
示
4
授
業
開
始
の
挨
拶
は
で
き
て
い
る
か
注
目
さ
せ
る
手
立
て
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
る
全
員
が
指
導
者
を
見
る
ま
で
両
手
を
振
っ
て
注
目
さ
せ
て
い
る
か
。
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
る
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
る
(自
立
へ
の
自
覚
)
他
の
授
業
と
共
通
の
始
業
の
挨
拶
を
す
る
、
個
々
の
目
線
に
あ
わ
せ
る
（
楽
器
の
音
使
う
）
生
徒
に
自
主
的
に
号
令
を
か
け
さ
せ
る
挨
拶
の
ﾊﾟ
ﾀｰ
ﾝを
決
め
る
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
る
5
児
童
生
徒
の
授
業
の
準
備
が
出
来
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
か
服
装
、
車
ｲｽ
、
装
具
等
の
安
全
点
検
服
装
・
帽
子
・
靴
・
水
筒
・
ﾀｵ
ﾙ、
顔
色
、
体
調
確
認
し
て
い
る
か
服
装
・
帽
子
・
靴
・
水
筒
・
ﾀｵ
ﾙ、
体
調
確
認
服
装
・
帽
子
・
靴
紐
・
水
筒
・
ﾀｵ
ﾙ、 体
調
確
認
そ
の
時
の
気
候
に
合
っ
た
運
動
で
き
る
服
装
、
ｻﾝ
ｸﾞ
ﾗｽ
、
毛
布
、
帽
子
、
衣
服
の
着
脱
の
介
助
､水
分
補
給
の
準
備
、
車
ｲｽ
の
ﾍﾞ
ﾙﾄ
、
補
装
具
等
の
確
認
服
装
､水
筒
､帽
子
、
防
寒
(冬
)
服
装
・
帽
子
・
靴
紐
6
出
席
の
確
認
と
人
数
確
認
　
健
康
状
態
の
把
握
（
生
徒
が
す
る
→
自
立
へ
の
自
覚
を
促
す
）
担
任
等
か
ら
の
聴
き
取
り
連
絡
帳
の
情
報
顔
色
な
ど
連
絡
帳
の
情
報
顔
色
な
ど
一
人
一
人
に
声
を
か
け
体
調
確
認
し
て
い
る
か
連
絡
帳
の
情
報
顔
色
な
ど
覚
醒
状
態
、
表
情
や
朝
の
ﾊﾞ
ｲﾀ
ﾙﾁ
ｪｯ
ｸ、
連
絡
帳
の
情
報
確
認
(s
po
2測
定
)
病
棟
の
連
絡
ﾉｰ
ﾄの
情
報
＋
顔
色
、
ﾐﾆ
ﾗｲ
ﾄの
数
値
な
ど
健
康
状
態
の
確
認
体
調
確
認
7
前
の
授
業
の
ふ
り
か
え
り
を
し
て
い
る
か
前
回
行
っ
た
こ
と
を
皆
が
覚
え
て
い
る
か
聞
い
て
い
る
か
具
体
物
（
教
材
教
具
）
を
提
示
、
話
を
聞
い
て
確
認
し
て
い
る
か
具
体
物
（
教
材
教
具
）
を
提
示
具
体
物
（
教
材
教
具
）
を
提
示
(視
覚
、
聴
覚
的
援
助
)
具
体
物
（
教
材
教
具
）
を
提
示
8
本
時
の
課
題
を
確
認
し
意
欲
を
高
め
て
い
る
か
（
具
体
的
に
順
序
を
説
明
し
見
通
し
を
持
た
せ
る
）
見
通
し
本
時
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
順
を
追
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
か
流
れ
を
表
示
し
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
流
れ
を
表
示
し
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
ﾎﾜ
ｲﾄ
ﾎﾞ
ｰﾄ
ﾞを
使
っ
て
流
れ
を
具
体
物
を
見
せ
、
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。
始
め
に
授
業
の
流
れ
を
説
明
し
見
通
し
を
持
た
せ
て
い
る
か
流
れ
を
表
示
し
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
9
準
備
運
動
…
運
動
強
度
を
配
慮
し
て
い
る
か
模
倣
・
介
助
言
葉
か
け
と
補
助
（
直
接
触
れ
て
）
で
一
つ
一
つ
指
導
し
て
い
る
か
動
き
の
ﾎﾟ
ｲﾝ
ﾄを
示
す
、
何
の
た
め
の
運
動
か
説
明
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
か
卒
業
後
の
進
路
を
考
え
、
ﾗｼ
ﾞｵ
体
操
を
重
視
個
に
応
じ
た
内
容
、
動
き
、
強
度
を
設
定
(ｽ
ﾄﾚ
ｯﾁ
・
ﾘﾗ
ｸｾ
ﾞｰ
ｼｮ
ﾝ)
車
イ
ス
の
生
徒
も
で
き
る
よ
う
介
助
し
て
い
る
か
準
備
運
動
(ﾊ
ﾟﾀ
ｰﾝ
)＋
各
種
目
に
応
じ
た
も
の
10
児
童
生
徒
か
ら
見
え
や
す
い
位
置
に
い
る
か
見
え
や
す
さ
声
が
通
り
や
す
く
全
体
が
見
え
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
か
日
差
し
の
向
き
（
太
陽
を
背
に
し
て
話
さ
な
い
）
見
本
を
見
せ
る
全
体
が
見
え
る
位
置
に
立
っ
て
い
る
か
。
整
列
順
序
の
工
夫
、
ﾎﾜ
ｲﾄ
ﾎﾞ
ｰﾄ
ﾞを
用
い
て
説
明
、
見
本
を
見
せ
る
全
体
を
見
る
位
置
取
り
子
ど
も
と
の
距
離
を
考
え
て
11
説
明
の
言
葉
は
、
聴
き
取
り
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
か
声
量
・
口
形
大
き
な
声
で
ゆ
っ
く
り
は
き
は
き
と
話
し
て
い
る
か
は
っ
き
り
、
ゆ
っ
く
り
、
大
き
な
声
、
手
話
を
使
用
し
大
き
な
身
振
り
で
説
明
ゆ
っ
く
り
明
瞭
に
発
音
短
い
言
葉
、
明
瞭
な
発
音
、
適
切
な
声
量
大
き
な
声
で
短
く
言
う
12
使
う
言
葉
は
、
児
童
生
徒
の
理
解
力
に
合
っ
て
い
る
か
語
彙
・
表
現
よ
り
具
体
的
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
か
手
話
、
手
振
り
、
身
振
り
な
ど
子
ど
も
に
応
じ
た
手
段
で
ﾏｶ
ﾄﾝ
ｻｲ
ﾝや
手
振
り
身
振
り
ﾏｶ
ﾄﾝ
ｻｲ
ﾝ・
ﾏｰ
ｸ･
ｼﾝ
ﾎﾞ
ﾙ・
身
振
り
･手
振
り
を
交
え
て
丁
寧
な
表
現
で
ど
の
子
ど
も
に
も
分
か
る
言
葉
を
使
う
13
言
葉
だ
け
で
な
く
実
際
の
動
き
や
映
像
な
ど
で
示
し
て
い
る
か
わ
か
り
や
す
さ
実
際
に
説
明
し
な
が
ら
見
本
を
見
せ
て
い
る
か
（
全
盲
触
っ
て
確
認
）
実
技
（
見
本
）
、
絵
、
写
真
、
映
像
な
ど
で
示
し
て
い
る
か
実
技
・
絵
・
写
真
・
映
像
の
提
示
実
技
見
本
、
絵
、
写
真
、
映
像
を
見
せ
る
、
身
体
へ
の
補
助
見
本
を
見
せ
る
実
技
・
絵
・
写
真
・
映
像
の
提
示
14
活
動
中
に
適
切
に
指
導
、
助
言
、
介
助
が
行
え
て
い
る
か
(活
動
を
肯
定
的
に
評
価
し
全
体
に
返
し
て
い
る
か
)
ﾎﾞ
ﾁﾃ
ﾞｨ
ｲﾒ
ｰｼ
ﾞが
持
て
る
よ
う
な
言
葉
か
け
を
し
て
い
る
か
。
（
常
に
近
く
に
い
る
）
活
動
を
止
め
て
、
全
生
徒
が
注
視
し
て
い
る
中
で
実
技
指
導
も
交
え
た
助
言
が
で
き
て
い
る
か
T.
Tに
よ
る
適
切
な
配
置
が
で
き
て
い
る
か
巡
回
指
導
(具
体
的
な
指
示
、
援
助
)改
善
す
べ
き
点
を
見
つ
け
て
指
導
、
生
徒
自
ら
の
動
き
を
引
き
出
し
て
い
る
か
15
ル
ー
ル
や
内
容
に
工
夫
が
あ
る
か
　
自
助
具
や
補
助
具
の
使
用
活
動
ｸﾞ
ﾙｰ
ﾌﾟ
に
あ
っ
た
ル
ー
ル
（
全
盲
生
徒
が
使
い
や
す
い
ﾙｰ
ﾙ）
を
工
夫
し
て
い
る
か
。
発
達
段
階
に
応
じ
て
楽
し
く
ｹｶ
ﾞな
く
取
り
組
め
る
工
夫
が
あ
る
か
(例
)ｽ
ﾀｰ
ﾄ合
図
は
笛
、
太
鼓
､顔
、
ｼﾞ
ｪｽ
ﾁｬ
ｰ等
を
併
用
し
て
伝
え
る
工
夫
が
あ
る
か
参
加
へ
の
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
る
か
車
ｲｽ
､独
歩
に
分
け
た
ﾙｰ
ﾙの
設
定
。
で
き
る
だ
け
公
平
に
な
る
よ
う
な
ﾙｰ
ﾙ、
全
員
が
楽
し
め
る
ﾙｰ
ﾙ
ﾙｰ
ﾙや
内
容
に
工
夫
有
り
、
補
助
具
を
使
用
参
加
へ
の
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
る
か
16
適
切
に
休
憩
を
と
る
な
ど
健
康
管
理
、
安
全
面
に
配
慮
し
て
い
る
か
（
生
徒
に
自
己
管
理
す
る
力
を
つ
け
て
い
る
か
）
ﾏﾗ
ｿﾝ
時
、
脈
拍
ﾁｪ
ｯｸ
、
体
操
後
水
分
補
給
、
汗
を
拭
く
等
の
指
導
を
し
て
い
る
か
。
障
害
物
、
教
材
の
配
置
確
認
を
し
て
い
る
か
。
水
分
補
給
、
汗
や
雨
か
ら
補
聴
器
が
濡
れ
な
い
工
夫
が
で
き
て
い
る
か
（
大
量
に
汗
を
か
く
場
合
は
補
聴
器
外
す
）
唇
や
顔
色
、
表
情
を
確
認
適
宜
水
分
補
給
を
摂
る
、
床
に
横
に
な
る
場
所
と
時
間
の
確
保
、
心
疾
患
の
生
徒
の
防
寒
対
策
活
動
に
適
し
た
姿
勢
が
取
れ
て
い
る
か
。
保
護
者
か
ら
出
さ
れ
た
配
慮
事
項
に
基
づ
き
観
察
、
体
調
の
急
変
へ
の
対
応
十
分
休
憩
を
入
れ
る
.養
護
教
諭
が
参
加
17
技
能
の
習
得
や
ゲ
ー
ム
の
参
加
状
況
、
結
果
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
質
問
と
確
認
を
し
て
い
る
か
授
業
の
終
わ
り
に
皆
の
状
況
を
話
し
て
い
る
か
ま
と
め
と
し
て
、
結
果
な
ど
を
子
ど
も
に
伝
え
確
認
し
て
い
る
か
ﾎﾜ
ｲﾄ
ﾎﾞ
ｰﾄ
ﾞに
記
録
す
る
な
ど
よ
り
明
確
に
伝
え
る
、
ｽｷ
ﾙﾃ
ｽﾄ
を
行
う
、
T.
Tと
の
情
報
交
換
を
行
う
昨
年
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
等
を
示
す
18
次
回
の
授
業
に
言
及
し
て
い
る
か
次
時
の
予
告
を
し
て
い
る
か
次
時
の
予
告
を
し
て
い
る
か
見
通
し
を
持
た
せ
る
次
回
の
ね
ら
い
や
内
容
を
身
振
り
、
手
振
り
を
交
え
て
丁
寧
な
表
現
で
伝
え
る
19
ま
と
め
の
内
容
は
、
課
題
や
本
時
の
目
標
に
対
し
て
的
確
に
さ
れ
て
い
る
か
生
徒
の
ニ
ー
ズ
ほ
め
る
こ
と
、
注
意
す
る
こ
と
な
ど
子
ど
も
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
か
で
き
た
こ
と
を
具
体
的
に
ほ
め
る
。
個
々
頑
張
っ
た
こ
と
を
全
体
の
中
で
評
価
。
T.
Tと
の
確
認
、
連
絡
で
き
た
こ
と
を
具
体
的
に
ほ
め
る
。
で
き
た
こ
と
を
具
体
的
に
ほ
め
る
。
20
整
理
運
動
…
運
動
強
度
を
配
慮
し
て
い
る
か
自
己
管
理
力
（
学
習
）
内
容
と
対
応
し
て
い
る
か
個
に
応
じ
た
内
容
､動
き
、
強
度
を
設
定
全
身
か
ら
手
足
へ
運
動
21
終
わ
り
の
挨
拶
は
出
来
て
い
る
か
(ｹ
ｶﾞ
等
健
康
状
態
の
確
認
、
人
数
確
認
)
体
調
不
良
、
ｹｶ
ﾞ等
が
な
い
か
、
点
呼
確
認
し
て
い
る
か
。
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
は
決
め
る
指
導
者
に
注
目
さ
せ
る
。
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
は
決
め
る
。
声
か
け
し
て
体
調
確
認
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
は
決
め
る
個
々
の
表
情
、
顔
色
な
ど
を
確
認
(s
po
2測
定
)他
の
授
業
と
共
通
の
終
業
の
挨
拶
を
す
る
(個
々
の
目
線
に
合
わ
せ
る
)
呼
吸
な
ど
を
常
に
見
て
健
康
状
態
の
確
認
集
合
場
所
、
並
び
方
、
挨
拶
の
指
示
(ﾊ
ﾟﾀ
ｰﾝ
)手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
は
決
め
て
お
く
22
児
童
生
徒
が
授
業
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
工
夫
が
あ
っ
た
か
関
心
･意
欲
･態
度
単
元
ご
と
に
大
切
に
し
て
い
る
ｷｰ
ﾜｰ
ﾄﾞ
を
繰
り
返
し
伝
え
る
23
考
え
る
時
間
が
(個
人
で
、
み
ん
な
で
）
確
保
さ
れ
て
い
る
か
思
考
・
判
断
・
表
現
･
知
識
･理
解
集
団
競
技
の
場
合
は
必
ず
作
戦
と
反
省
の
時
間
を
取
る
。
ｹﾞ
ｰﾑ
の
や
り
方
な
ど
班
で
検
討
自
立
へ
の
自
覚
を
持
た
せ
る
24
児
童
生
徒
全
員
に
発
表
さ
せ
る
機
会
を
つ
く
れ
た
か
思
考
・
判
断
・
表
現
発
表
の
内
容
を
限
定
し
､時
間
も
確
保
し
て
い
る
か
25
学
習
量
、
運
動
量
は
、
適
切
で
あ
っ
た
か
(身
体
の
可
動
範
囲
は
広
が
っ
た
か
)
技
能
､知
識
･理
解
個
々
の
生
徒
の
運
動
量
は
確
保
で
き
た
か
子
ど
も
の
様
子
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
か
個
々
の
生
徒
の
運
動
量
は
確
保
で
き
た
か
同
左
26
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
か
関
心
･意
欲
･態
度
好
き
な
音
楽
を
流
し
て
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
よ
い
表
情
や
笑
い
声
が
出
た
か
個
々
に
達
成
感
が
得
ら
れ
た
か
27
事
前
の
教
材
研
究
は
、
本
時
の
目
標
や
課
題
に
合
っ
て
い
た
か
ﾌﾟ
ﾗﾝ
ﾅｰ
と
し
て
終
始
取
り
組
め
た
か
(準
備
で
そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
は
し
な
い
)
病
気
の
理
解
と
対
応
も
含
め
て
28
T.
T(
チ
ー
ム
テ
ィ
チ
ン
グ
)の
役
割
分
担
は
適
切
で
あ
っ
た
か
授
業
の
略
案
や
個
人
目
標
を
前
も
っ
て
連
絡
会
等
で
確
認
し
て
い
る
か
。
T.
T.
と
協
力
し
声
か
け
や
運
動
補
助
を
行
え
た
か
事
前
に
確
認
、
適
切
な
動
き
の
指
示
を
し
て
い
る
か
サ
ブ
の
適
切
な
配
置
小
集
団
指
導
、
個
人
指
導
、
道
具
の
片
付
け
、
授
業
場
面
で
打
ち
合
わ
せ
し
な
い
授 業 の 結 び[表
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点
T.
T.
の
打
合
わ
せ
、
教
材
教
具
準
備
し
て
い
る
か
楽
器
や
教
材
（
視
覚
教
材
を
含
む
）
の
準
備
確
認
を
し
て
い
る
か
T.
T.
の
打
合
わ
せ
、
教
材
教
具
の
準
備
を
し
て
い
る
か
同
左
T.
Tの
打
合
せ
、
障
害
実
態
に
即
し
た
教
材
教
具
の
準
備
等
が
確
実
に
な
さ
れ
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
1
音
楽
室
の
空
調
、
楽
器
・
掲
示
物
等
の
準
備
（
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
）
、
不
要
物
の
撤
去
、
防
音
へ
の
配
慮
、
椅
子
の
配
置
確
認
が
で
き
て
い
る
か
環
境
整
備
教
材
準
備
教
育
環
境
事
前
準
備
視
覚
障
害
の
状
態
に
合
わ
せ
た
環
境
づ
く
り
（
適
切
な
照
度
等
）
・
動
線
に
物
を
置
い
て
い
な
い
か
・
机
イ
ス
楽
器
類
が
前
回
と
同
じ
配
置
か
（
定
位
置
で
な
い
時
、
事
前
に
知
ら
せ
て
い
る
か
）
教
材
（
点
訳
教
材
・
触
覚
教
材
）
の
校
正
、
見
直
し
・
状
態
に
応
じ
た
ﾌｫ
ﾝﾄ
と
ﾎﾟ
ｲﾝ
ﾄで
作
成
・
容
易
に
情
報
収
集
や
処
理
が
で
き
る
よ
う
指
導
方
法
を
工
夫
し
て
い
る
か
授
業
環
境
が
整
っ
て
い
る
か
落
ち
着
い
て
入
室
で
き
る
環
境
作
り
が
で
き
て
い
る
か
同
左
安
全
面
、
集
中
し
や
す
さ
等
に
配
慮
し
た
落
ち
着
い
て
入
室
で
き
る
環
境
作
り
が
で
き
て
い
る
か
。
車
イ
ス
が
通
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
知
的
に
同
じ
2
CD
／
DV
Dの
準
備
、
視
聴
覚
機
器
・
モ
バ
イ
ル
機
器
等
の
接
続
と
動
作
確
認
が
で
き
て
い
る
か
機
材
点
検
動
作
確
認
ﾀｲ
ﾐﾝ
ｸﾞ
よ
く
情
報
を
提
供
で
き
る
か
聴
覚
環
境
（
聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た
FM
ﾜｲ
ﾔﾚ
ｽﾏ
ｲｸ
・
赤
外
線
ﾙｰ
ﾌﾟ
等
）
が
整
っ
て
い
る
か
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
音
楽
／
映
像
を
出
せ
る
よ
う
に
準
備
で
き
て
い
る
か
同
左
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
音
楽
、
映
像
を
出
せ
る
よ
う
に
、
必
要
な
も
の
の
準
備
及
び
動
作
確
認
が
で
き
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
3
児
童
生
徒
の
体
調
（
様
子
）
や
身
だ
し
な
み
、
持
ち
物
（
教
科
書
､筆
記
用
具
､ﾘ
ｺｰ
ﾀﾞ
ｰ等
）
の
把
握
が
で
き
て
い
る
か
体
調
把
握
担
任
と
の
連
携
で
情
報
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
か
。
持
ち
物
等
の
確
認
を
し
て
い
る
か
体
調
、
補
聴
器
の
装
着
の
有
無
等
を
本
人
へ
の
確
認
と
、
担
任
養
護
教
諭
と
の
連
携
に
よ
る
確
認
は
で
き
て
い
る
か
担
任
と
の
連
携
で
情
報
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
か
同
左
ﾊﾞ
ｲﾀ
ﾙﾁ
ｪｯ
ｸ等
担
任
と
連
携
し
、
授
業
担
当
者
間
で
情
報
共
有
で
き
て
い
る
か
体
調
把
握
、
検
査
時
間
の
確
認
等
が
で
き
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
4
授
業
開
始
の
挨
拶
/出
席
確
認
は
で
き
て
い
る
か
パ
タ
ー
ン
化 意
欲
落
ち
着
い
て
着
席
で
き
る
た
め
の
配
慮
　
授
業
の
開
始
の
パ
タ
ー
ン
化
を
し
て
い
る
か
時
間
内
に
入
室
し
、
着
席
し
て
授
業
に
臨
む
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
か
授
業
の
開
始
を
ﾊﾟ
ﾀｰ
ﾝ化
す
る
こ
と
や
、
落
ち
着
い
て
着
席
で
き
る
た
め
の
配
慮
（
座
席
位
置
等
）
が
な
さ
れ
て
い
る
か
同
左
落
ち
着
い
て
着
席
で
き
る
た
め
の
配
慮
（
姿
勢
の
安
定
、
席
順
）
や
、
授
業
の
開
始
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
5
前
の
授
業
の
振
返
り
を
し
て
い
る
か
振
返
り
実
技
示
範
や
具
体
物
提
示
に
よ
る
ふ
り
返
り
を
し
て
い
る
か
実
技
示
範
や
具
体
物
提
示
に
よ
る
ふ
り
返
り
を
し
て
い
る
か
同
左
実
技
示
範
や
具
体
物
提
示
に
よ
る
ふ
り
返
り
を
し
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
6
本
時
の
予
定
と
課
題
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
し
、
児
童
生
徒
の
意
欲
を
高
め
て
い
る
か
見
通
し
意
欲
個
々
に
配
布
し
た
点
訳
､拡
大
教
材
で
流
れ
を
表
示
、
時
間
や
空
間
の
概
念
を
活
用
し
た
的
確
な
言
葉
で
丁
寧
に
す
る
な
ど
、
見
通
し
を
持
た
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
か
学
習
の
見
通
し
を
持
た
せ
る
工
夫
や
、
使
用
す
る
楽
器
や
教
材
の
留
意
点
及
び
楽
器
を
丁
寧
に
扱
う
指
導
を
し
て
い
る
か
カ
ー
ド
で
流
れ
を
表
示
す
る
な
ど
、
見
通
し
を
持
た
せ
る
工
夫
が
で
き
て
い
る
か
同
左
カ
ー
ド
で
流
れ
を
表
示
す
る
な
ど
、
見
通
し
を
持
た
せ
る
工
夫
が
で
き
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
7
児
童
生
徒
が
取
り
組
み
や
す
い
（
意
欲
や
関
心
を
持
つ
）
題
材
か
ら
始
め
た
か
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
難
易
度
の
低
い
既
習
曲
か
ら
始
め
、
全
体
の
参
加
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
る
か
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
課
題
曲
や
学
習
活
動
の
提
示
を
行
っ
て
い
る
か
難
易
度
の
低
い
既
習
曲
か
ら
始
め
、
全
体
の
参
加
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
る
か
同
左
興
味
が
持
て
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
た
曲
（
既
習
曲
等
認
知
度
の
高
い
題
材
）
か
ら
入
り
、
全
体
の
参
加
意
欲
や
期
待
感
を
引
き
出
し
て
い
る
か
・
障
が
い
に
応
じ
た
使
い
や
す
い
楽
器
を
使
っ
て
い
る
か
個
々
の
児
童
生
徒
の
体
調
に
合
わ
せ
た
取
組
を
考
え
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
8
1人
1人
の
児
童
生
徒
に
正
対
し
て
い
る
か
（
児
童
生
徒
の
目
を
見
て
話
し
て
い
る
か
）
視
線
視
線
を
合
わ
せ
る
、
近
付
く
な
ど
し
て
い
る
か
・
目
的
物
に
正
対
し
て
授
業
に
臨
ん
で
い
る
か
等
の
ﾁｪ
ｯｸ
を
し
て
い
る
か
ど
こ
か
ら
も
顔
や
手
､口
の
動
き
が
見
え
る
半
円
形
又
は
コ
の
字
形
の
座
席
配
置
や
、
光
源
を
背
に
立
た
な
い
な
ど
立
つ
位
置
が
適
切
か
視
線
を
合
わ
せ
る
、
近
付
く
な
ど
し
て
い
る
か
必
要
に
応
じ
て
近
づ
く
児
童
生
徒
1人
1人
の
視
線
や
視
野
に
合
わ
せ
た
位
置
に
立
っ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
姿
勢
変
換
を
し
て
い
る
か
必
要
に
応
じ
て
近
づ
く
9
聞
き
取
り
や
す
い
声
や
発
声
に
気
を
つ
け
た
か
。
児
童
生
徒
の
年
齢
や
理
解
力
に
適
し
た
言
葉
を
使
っ
た
か
話
し
方
言
葉
使
い
明
瞭
な
発
音
で
指
示
語
を
避
け
、
流
暢
に
話
す
こ
と
が
で
き
た
か
声
の
大
き
さ
、
口
の
形
や
動
き
が
読
み
取
り
や
す
く
、
手
話
が
正
確
で
手
の
動
か
し
方
や
位
置
が
適
切
で
あ
っ
た
か
ゆ
っ
く
り
、
明
瞭
に
発
音
、
年
齢
に
相
応
し
い
話
し
方
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
簡
潔
で
あ
っ
た
か
具
体
的
表
現
、
１
文
章
１
指
示
主
語
述
語
を
明
確
に
、
明
瞭
で
分
り
や
す
い
説
明
や
視
覚
､触
覚
等
（
身
振
り
や
ﾎﾞ
ﾃﾞ
ｨﾀ
ｯﾁ
）
へ
の
働
き
掛
け
の
工
夫
が
で
き
て
い
る
か
具
体
的
表
現
、
１
文
章
１
指
示
10
活
動
に
対
し
て
、
意
欲
を
引
き
出
す
適
切
な
助
言
や
サ
ポ
ー
ト
が
行
え
た
か
サ
ポ
ー
ト
褒
め
る
T.
T.
の
連
携
で
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
的
確
に
ほ
め
て
評
価
し
て
い
る
か
聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ手
段
の
活
用
に
よ
り
分
り
や
す
い
授
業
展
開
を
行
っ
た
か
T.
T.
の
連
携
で
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
的
確
に
ほ
め
て
評
価
し
て
い
る
か
・
足
り
な
い
部
分
は
分
り
や
す
く
実
演
等
を
し
た
か
具
体
的
表
現
で
音
量
の
指
示
は
目
に
見
え
る
形
で
し
て
い
る
か
補
助
具
等
を
使
っ
た
適
切
な
支
援
を
し
て
い
る
か
。
支
援
が
必
要
な
時
の
求
め
方
を
決
め
て
い
る
か
。
ﾀｲ
ﾐﾝ
ｸﾞ
よ
く
適
切
な
評
価
（
伝
わ
り
や
す
い
ほ
め
方
）
が
で
き
て
い
る
か
自
尊
感
情
へ
の
配
慮
を
忘
れ
ず
に
11
歌
唱
・
ダ
ン
ス
（
身
体
表
現
）
・
楽
器
演
奏
の
適
切
な
モ
デ
ル
を
示
し
た
か
。
そ
の
モ
デ
ル
は
児
童
生
徒
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
か
実
演
人
権
に
配
慮
し
た
触
察
や
言
葉
の
意
味
や
用
法
の
指
導
を
行
い
、
理
解
を
う
な
が
せ
た
か
聞
き
取
り
や
す
い
配
置
と
と
も
に
聴
音
（
音
量
・
ﾘｽ
ﾞﾑ
・
音
感
等
）
へ
の
適
切
な
配
慮
を
行
っ
た
か
見
や
す
い
位
置
で
、
注
目
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
モ
デ
ル
提
示
を
し
て
い
る
か
個
に
応
じ
た
可
能
な
動
作
で
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
か
自
尊
感
情
へ
の
配
慮
を
忘
れ
ず
に
12
活
動
意
欲
が
高
ま
る
伴
奏
（
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
・
録
音
作
製
等
）
を
工
夫
し
た
か
伴
奏
伴
奏
の
役
割
や
効
果
を
認
識
し
、
事
前
に
よ
く
練
習
し
て
い
た
か
活
動
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
な
伴
奏
（
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
等
）
が
で
き
て
い
る
か
伴
奏
の
役
割
や
効
果
を
認
識
し
、
事
前
に
よ
く
練
習
し
て
い
る
か
同
左
伴
奏
の
役
割
や
効
果
を
認
識
し
、
雰
囲
気
に
合
わ
せ
た
ア
レ
ン
ジ
等
を
し
た
か
・
事
前
に
よ
く
練
習
（
音
量
の
配
慮
）
し
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
13
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
工
夫
を
し
た
か
個
別
対
応
集
団
学
習
の
中
で
の
個
別
対
応
の
工
夫
を
し
て
い
た
か
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
工
夫
が
あ
る
か
集
団
学
習
の
中
で
の
個
別
対
応
の
工
夫
を
し
て
い
る
か
同
左
姿
勢
の
崩
れ
に
対
応
し
て
い
る
か
・
共
通
し
た
活
動
の
中
で
個
別
の
課
題
設
定
を
行
っ
て
い
る
か
・
T.
T間
の
連
携
は
あ
る
か
知
的
に
同
じ
14
IC
Tを
（
使
う
時
）
効
果
的
に
活
用
し
た
か
IC
T
意
欲
を
引
き
出
す
、
理
解
の
サ
ポ
ー
ト
、
成
果
の
振
返
り
な
ど
の
場
面
で
活
用
し
て
い
る
か
IC
Tの
効
果
的
な
活
用
や
、
ｽﾓ
ｰﾙ
ｽﾃ
ｯﾌ
ﾟで
の
指
導
が
で
き
た
か
意
欲
を
引
き
出
す
、
理
解
の
サ
ポ
ー
ト
、
成
果
の
振
返
り
な
ど
の
場
面
で
活
用
し
て
い
る
か
同
左
意
欲
を
引
き
出
す
、
理
解
の
サ
ポ
ー
ト
、
成
果
の
振
返
り
な
ど
の
場
面
で
活
用
し
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
15
後
片
づ
け
が
で
き
た
か
。
課
題
や
本
時
の
目
標
に
対
応
し
た
ま
と
め
は
的
確
で
あ
っ
た
か
振
返
り
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
、
成
就
感
を
引
き
出
し
て
い
る
か
楽
器
等
を
丁
寧
に
扱
い
、
次
の
人
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
、
音
楽
室
の
整
理
・
整
頓
を
行
っ
た
か
。
ま
と
め
と
感
想
や
反
省
点
の
確
認
等
を
行
っ
た
か
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
、
成
就
感
を
引
き
出
し
て
い
る
か
同
左
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
、
成
就
感
を
引
き
出
し
て
い
る
か
・
ま
と
め
の
内
容
と
本
時
の
目
的
が
一
致
し
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
16
次
回
の
授
業
の
内
容
を
示
し
た
か
予
告
次
回
の
予
告
で
期
待
感
を
引
き
出
し
て
い
る
か
次
回
の
予
告
で
期
待
感
を
引
き
出
し
て
い
る
か
同
左
音
楽
を
流
す
、
楽
器
に
触
れ
る
な
ど
、
予
告
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
17
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
し
て
、
終
わ
り
の
挨
拶
が
で
き
た
か
パ
タ
ー
ン
化
授
業
終
了
ま
で
個
々
の
表
情
、
様
子
を
把
握
し
て
い
る
か
次
回
の
授
業
に
つ
な
げ
て
授
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
授
業
の
終
了
は
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る
か
同
左
授
業
の
終
了
は
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る
か
・
退
出
時
の
ﾊﾞ
ｲﾀ
ﾙﾁ
ｪｯ
ｸを
し
て
い
る
か
個
々
の
児
童
生
徒
の
体
調
を
確
認
後
終
わ
り
の
挨
拶
を
し
て
い
る
か
知
的
に
同
じ
18
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
題
材
で
あ
っ
た
か
発
達
段
階
児
童
生
徒
が
魅
力
を
感
じ
る
題
材
か
個
々
の
聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た
題
材
と
学
習
内
容
で
あ
っ
た
か
。
児
童
生
徒
は
授
業
の
内
容
を
理
解
し
、
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
か
児
童
生
徒
が
魅
力
を
感
じ
る
題
材
か
同
左
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
を
ふ
ま
え
た
興
味
関
心
を
引
く
適
切
な
題
材
で
あ
っ
た
か
個
別
対
応
が
で
き
て
い
た
か
知
的
に
同
じ
19
児
童
生
徒
の
意
欲
を
引
き
出
し
、
理
解
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
工
夫
が
あ
っ
た
か
意
欲
理
解
IC
Tの
効
果
的
な
活
用
等
を
し
て
い
た
か
児
童
生
徒
の
意
欲
を
引
き
出
し
、
理
解
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
工
夫
が
あ
っ
た
か
IC
Tの
効
果
的
な
活
用
等
を
し
て
い
た
か
同
左
IT
Cの
活
用
や
五
感
を
通
し
た
活
動
で
あ
っ
た
か
・
使
用
し
た
補
助
具
や
支
援
方
法
は
適
切
で
あ
っ
た
か
知
的
に
同
じ
20
児
童
生
徒
の
活
動
量
は
適
切
で
あ
っ
た
か
活
動
量
全
体
の
時
間
配
分
を
考
慮
し
つ
つ
、
個
々
の
練
習
量
を
確
保
し
て
い
た
か
児
童
生
徒
の
活
動
量
は
適
切
で
あ
っ
た
か
全
体
の
時
間
配
分
の
中
で
、
個
々
の
練
習
量
を
確
保
し
て
い
た
か
同
左
児
童
生
徒
の
体
調
に
配
慮
し
た
活
動
量
で
あ
っ
た
か
個
々
の
児
童
生
徒
の
体
調
に
合
わ
せ
た
対
応
で
あ
っ
た
か
知
的
に
同
じ
21
児
童
生
徒
に
技
能
の
理
解
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
か
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
授
業
開
始
前
と
終
了
時
を
比
べ
て
ど
う
か
児
童
生
徒
に
技
能
の
理
解
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
か
授
業
開
始
前
と
終
了
時
を
比
べ
て
ど
う
か
同
左
授
業
開
始
前
と
終
了
時
を
比
べ
て
変
化
が
見
ら
れ
た
か
知
的
に
同
じ
22
児
童
生
徒
が
音
楽
活
動
の
中
で
主
体
的
に
自
己
表
現
で
き
た
か
自
己
表
現
自
己
表
現
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
か
児
童
生
徒
に
技
能
の
理
解
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
か
自
己
表
現
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
か
同
左
声
､動
作
、
表
情
な
ど
可
能
な
表
出
手
段
を
用
い
て
の
自
発
的
な
活
動
（
表
現
）
が
見
ら
れ
た
か
知
的
に
同
じ
23
児
童
生
徒
が
音
楽
活
動
の
中
で
他
者
を
意
識
し
、
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝを
図
る
こ
と
が
で
き
た
か
つ
な
が
り
他
者
の
活
動
に
注
目
し
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
共
有
で
き
た
か
他
者
の
活
動
に
注
目
し
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
共
有
で
き
た
か
他
者
の
活
動
に
注
目
し
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
共
有
し
て
い
た
か
同
左
他
の
児
童
生
徒
と
接
す
る
場
面
が
つ
く
れ
た
か
・
他
者
の
活
動
に
注
目
し
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
共
有
し
て
い
た
か
知
的
に
同
じ
24
児
童
生
徒
が
音
楽
に
対
す
る
興
味
関
心
の
幅
を
広
げ
、
充
足
感
・
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
か
充
足
感
達
成
感
充
足
感
を
引
き
出
す
場
面
作
り
、
音
楽
を
通
じ
て
の
発
散
、
で
き
た
！
が
自
信
に
な
っ
た
か
児
童
生
徒
が
充
足
感
・
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
か
充
足
感
を
引
き
出
す
場
面
作
り
、
音
楽
を
通
じ
て
の
発
散
、
で
き
た
！
が
自
信
に
な
っ
た
か
同
左
音
楽
を
通
じ
て
、
心
身
の
ﾘﾗ
ｯｸ
ｽが
で
き
た
か
・
支
援
を
受
け
な
が
ら
も
、
自
分
が
表
現
し
た
と
い
う
喜
び
を
持
ち
自
身
が
持
て
た
か
知
的
に
同
じ
25
児
童
生
徒
に
情
緒
の
安
定
が
見
ら
れ
た
か
情
緒
の
安
定
退
室
時
の
様
子
は
ど
う
か
児
童
生
徒
に
情
緒
の
安
定
が
見
ら
れ
た
か
心
身
と
も
に
ﾘﾗ
ｯｸ
ｽし
た
状
態
で
退
室
で
き
た
か
同
左
落
着
い
て
授
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
児
童
生
徒
の
病
気
の
症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
知
的
に
同
じ
26
授
業
に
分
り
や
す
い
配
慮
や
設
定
が
あ
っ
た
か
事
前
準
備
見
え
方
、
音
量
調
整
、
座
席
の
位
置
、
カ
ー
テ
ン
の
使
用
、
聴
覚
過
敏
へ
の
配
慮
は
あ
る
か
口
形
や
顔
（
表
情
）
が
見
や
す
く
、
適
切
な
聴
音
環
境
（
座
席
の
配
列
・
光
源
の
位
置
、
聞
き
取
り
や
す
い
配
置
）
へ
の
配
慮
や
設
定
が
で
き
た
か
。
見
え
方
、
音
量
調
整
、
座
席
の
位
置
、
カ
ー
テ
ン
の
使
用
、
聴
覚
過
敏
へ
の
配
慮
は
あ
っ
た
か
同
左
見
え
方
、
音
量
調
整
、
座
席
の
位
置
、
カ
ー
テ
ン
の
使
用
、
聴
覚
過
敏
へ
の
配
慮
は
あ
っ
た
か
知
的
に
同
じ
27
T.
T.
の
役
割
分
担
は
適
切
で
あ
っ
た
か
T.
T.
T.
T.
の
連
携
は
ス
ム
ー
ズ
か
T.
T.
の
役
割
分
担
は
適
切
で
あ
っ
た
か
「
待
つ
」
こ
と
の
で
き
た
関
わ
り
で
あ
っ
た
か
・
T.
T.
の
連
携
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
か
同
左
T.
T.
の
連
携
（
打
合
せ
）
は
ス
ム
ー
ズ
か
知
的
に
同
じ
肢
体
不
自
由
病
弱
　
H2
4.
4.
9作
製
  
 大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
支
援
教
育
研
究
室
・
授
業
力
向
上
指
導
員
授 業 の 展 開
年
　
　
月
　
　
日
（
　
）
　
　
限
　
　
　
学
部
／
教
科
名
　
　
　
　
　
授
業
者
（
　
　
　
　
　
　
　
）
分 類
視
覚
障
が
い
発
達
障
が
い
キ
ー
ワ
ー
ド
よ
く
で
き
て
い
る
聴
覚
障
が
い
知
的
障
が
い
[表
６
] 本 時 の 評 価
　
評
　
価
　
（
　
授
業
者
・
見
学
者
　
）
入 室  〜
授 業 開 始 授 業 の 導 入直 前 準 備
授
業
改
善
に
む
け
て
の
ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト
（
音
楽
版
）
で
き
て
い
る
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
で
き
て
い
な
い
授 業 の 結 び
−61−
特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～
場
所
　
　
　
　
学
校
／
記
入
者
名
　
　
　
　
　
　
　
／
学
校
名
番 号
評
　
　
価
　
　
の
　
　
観
　
　
点
1
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
か
（
集
中
を
妨
げ
る
刺
激
に
気
を
配
っ
て
い
る
か
）
危
険
な
物
は
な
い
か
、
い
つ
も
と
違
う
机
や
教
材
等
の
配
置
は
な
い
か
を
確
認
し
て
い
る
か
(聴
音
環
境
)聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た
学
習
環
境
と
と
も
に
授
業
環
境
が
整
っ
て
い
る
か
・
慣
れ
た
図
工
室
か
。
室
温
、
湿
度
確
認
。
介
助
者
の
動
線
や
、
授
業
内
容
に
応
じ
た
机
・
イ
ス
や
車
イ
ス
が
通
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
見
本
等
の
準
備
が
あ
る
か
・
活
動
に
応
じ
た
ﾎﾟ
ｼﾞ
ｼｮ
ﾆﾝ
ｸﾞ
の
確
認
が
で
き
て
い
る
か
。
教
材
は
、
安
全
面
、
衛
生
面
で
教
室
内
に
持
ち
込
め
る
も
の
で
あ
る
か
。
不
必
要
な
提
示
は
な
い
か
2
授
業
に
必
要
な
教
材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
言
葉
で
の
適
切
な
説
明
を
そ
え
な
が
ら
子
ど
も
に
把
握
さ
せ
て
い
る
か
・
聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た
学
習
環
境
と
と
も
に
授
業
環
境
が
整
っ
て
い
る
か
・
自
分
の
力
で
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
か
・
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
教
材
等
（
生
徒
作
品
、
参
考
作
品
、
使
用
す
る
道
具
）
が
安
全
に
提
示
で
き
て
い
る
か
安
全
面
、
集
中
し
や
す
さ
等
に
配
慮
し
た
環
境
（
補
助
具
等
の
準
備
）
が
で
き
て
い
る
か
教
材
の
衛
生
管
理
、
消
毒
を
し
て
い
る
か
。
化
学
物
質
等
、
ｱﾚ
ﾙｷ
ﾞｰ
の
確
認
、
カ
ッ
タ
ー
等
を
使
用
す
る
場
合
必
要
に
応
じ
て
主
治
医
の
確
認
を
取
っ
て
い
る
か
個
別
の
学
習
方
法
に
対
応
で
き
る
教
材
か
3
体
調
（
様
子
）
を
把
握
で
き
て
い
る
か
（
観
察
と
自
己
確
認
の
徹
底
）
一
人
ず
つ
の
声
を
聞
い
て
い
る
か
補
聴
器
の
装
着
の
有
無
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か
（
本
人
へ
の
確
認
と
、
情
報
把
握
）
連
絡
帳
や
担
任
等
の
情
報
、
連
携
。
ﾊﾞ
ｲﾀ
ﾙチ
ェ
ッ
ク
表
や
顔
色
や
言
動
等
の
観
察
を
し
て
い
る
か
病
棟
の
連
絡
ノ
ｰト
の
情
報
、
体
調
把
握
、
検
査
時
間
の
確
認
を
し
て
い
る
か
子
ど
も
の
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
理
解
し
て
い
る
の
か
4
授
業
開
始
の
挨
拶
と
出
席
確
認
は
で
き
て
い
る
か
。
必
要
に
応
じ
て
作
業
着
等
の
準
備
を
指
導
し
て
い
る
か
・
発
言
す
る
指
導
者
は
1人
に
し
て
声
に
集
中
さ
せ
て
い
る
か
・
一
人
ず
つ
の
声
を
聞
い
て
い
る
か
時
間
内
に
入
室
し
、
着
席
し
て
授
業
に
の
ぞ
む
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
か
・
座
席
の
提
示
が
明
確
（
視
覚
的
）
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
（
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
仕
方
）
を
決
め
て
い
る
か
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
、
声
に
出
し
て
挨
拶
し
て
い
る
か
時
間
の
切
り
替
え
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
5
前
回
の
授
業
の
振
り
返
り
を
し
て
い
る
か
前
回
何
を
し
た
か
を
発
言
さ
せ
た
か
作
品
の
仕
上
が
り
具
合
の
確
認
や
助
言
、
指
導
を
行
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
る
か
前
回
の
実
技
示
範
や
具
体
物
提
示
を
し
て
い
る
か
作
品
の
仕
上
が
り
具
合
の
確
認
や
助
言
、
指
導
を
行
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
る
か
前
回
の
提
示
教
材
で
想
起
の
工
夫
を
し
て
い
る
か
6
本
時
の
課
題
と
授
業
の
流
れ
を
確
認
し
、
意
欲
を
高
め
て
い
る
か
（
教
材
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
工
夫
）
今
回
す
る
こ
と
の
説
明
を
教
材
等
を
触
ら
せ
て
確
認
さ
せ
て
い
る
か
本
時
の
制
作
予
定
や
課
題
の
確
認
と
、
材
料
や
安
全
な
道
具
の
取
扱
い
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
カ
ー
ド
を
貼
る
等
見
通
し
が
持
て
る
工
夫
か
あ
る
か
板
書
等
で
視
覚
的
に
提
示
し
て
い
る
か
。
各
自
の
ね
ら
い
と
本
時
の
目
標
を
確
認
し
て
い
る
か
本
時
の
流
れ
と
到
達
目
標
を
あ
ら
か
じ
め
示
し
て
い
る
か
7
自
由
な
表
現
を
導
き
出
す
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
、
子
ど
も
と
の
や
り
取
り
（
ｱｲ
ｺﾝ
ﾀｸ
ﾄ，
言
葉
づ
か
い
、
気
持
ち
、
感
情
の
相
互
性
）
を
工
夫
し
て
い
る
か
正
確
な
表
現
を
意
識
し
な
が
ら
言
葉
で
伝
え
て
い
る
か
馬
蹄
形
の
座
席
配
置
や
光
源
を
背
に
立
た
な
い
、
手
話
や
口
の
動
き
が
見
え
る
立
ち
位
置
か
・
興
味
が
持
て
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
教
材
か
・
児
童
生
徒
の
意
思
表
示
を
待
っ
て
い
る
か
実
態
を
把
握
し
、
個
々
に
応
じ
た
対
応
を
し
た
か
。
特
に
体
調
に
関
し
て
は
が
ま
ん
さ
せ
て
い
な
い
か
・
ゆ
っ
く
り
明
瞭
に
発
音
し
て
い
る
か
・
音
に
敏
感
な
子
ど
も
へ
の
配
慮
は
あ
る
か
8
指
示
内
容
は
子
ど
も
の
理
解
力
に
合
っ
て
い
る
か
指
示
語
を
使
わ
ず
、
具
体
的
な
言
葉
で
指
示
し
て
い
る
か
１
人
１
人
に
応
じ
た
ｺﾐ
ﾕﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ方
法
の
活
用
、
理
解
力
と
年
齢
に
応
じ
た
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
話
し
て
い
る
か
ｲﾗ
ｽﾄ
な
ど
を
使
い
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
、
立
位
台
や
車
イ
ス
等
生
徒
の
視
線
に
あ
っ
た
指
導
を
し
て
い
る
か
実
態
を
把
握
し
、
個
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
る
か
見
る
→
読
む
・
聞
く
→
描
く
・
作
る
の
活
動
を
分
け
て
い
る
か
9
指
示
を
聞
く
時
と
活
動
す
る
時
を
は
っ
き
り
分
け
て
い
る
か
説
明
や
指
示
を
行
う
時
は
、
児
童
生
徒
と
正
対
し
な
が
ら
話
し
た
り
、
指
導
し
て
い
る
か
説
明
や
指
示
を
行
う
時
は
、
児
童
生
徒
と
正
対
し
な
が
ら
話
し
た
り
、
指
導
し
て
い
る
か
子
ど
も
の
実
態
に
そ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
感
覚
に
訴
え
る
指
導
し
て
い
る
か
説
明
や
指
示
を
行
う
時
は
、
児
童
生
徒
と
正
対
し
な
が
ら
話
し
た
り
、
指
導
し
て
い
る
か
活
動
を
止
め
て
、
身
体
を
向
け
さ
せ
て
（
イ
ス
を
持
っ
て
集
ま
る
等
）
か
ら
指
示
を
し
て
い
る
か
10
使
う
道
具
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
か
ひ
と
つ
ず
つ
説
明
し
、
触
っ
て
確
認
さ
せ
て
い
る
か
使
用
す
る
道
具
や
技
法
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
か
使
い
や
す
い
道
具
の
工
夫
、
持
ち
や
す
さ
等
と
、
ど
の
場
面
で
使
う
の
か
。
ど
の
場
所
に
あ
る
の
か
（
か
ご
な
ど
の
活
用
や
し
ま
う
時
の
方
法
等
が
明
確
か
（
視
覚
的
に
明
示
）
ケ
ガ
の
無
い
よ
う
に
使
い
方
に
注
意
し
て
い
る
か
使
い
や
す
い
道
具
の
工
夫
、
持
ち
や
す
さ
等
と
、
ど
の
場
面
で
使
う
の
か
、
ど
の
場
所
に
あ
る
の
か
（
か
ご
な
ど
の
活
用
や
し
ま
う
時
の
方
法
等
が
明
確
か
（
視
覚
的
に
明
示
）
11
活
動
す
る
場
所
や
制
作
時
間
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
か
ど
こ
で
何
を
す
る
の
か
具
体
的
に
話
し
て
い
る
か
道
具
の
使
い
方
、
制
作
工
程
に
応
じ
た
必
要
な
技
術
や
知
識
に
つ
い
て
適
切
に
指
導
し
て
い
る
か
製
作
し
や
す
い
姿
勢
の
配
慮
（
補
助
イ
ス
、
立
位
、
あ
ぐ
ら
座
位
等
）
、
ど
こ
で
何
を
す
る
の
か
、
視
覚
的
に
明
示
し
て
い
る
か
危
険
が
な
い
よ
う
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
確
保
し
て
い
る
か
・
勘
違
い
、
聞
き
違
い
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い
る
か
・
気
持
ち
や
姿
勢
の
立
て
直
し
を
促
し
て
い
る
か
12
活
動
の
手
順
が
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
か
触
っ
て
確
認
で
き
る
工
夫
が
あ
る
か
製
作
方
法
を
実
演
し
た
り
、
IC
Tを
活
用
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
説
明
や
図
解
を
行
っ
て
い
る
か
・
個
人
の
実
態
に
合
わ
せ
た
方
法
や
手
順
書
の
提
示
が
あ
る
か
・
自
由
に
表
現
で
き
る
余
地
が
あ
る
か
・
今
何
を
す
る
か
、
何
を
し
て
は
い
け
な
い
か
を
伝
え
て
い
る
か
・
板
書
等
で
視
覚
的
に
提
示
し
て
い
る
か
・
本
時
の
ね
ら
い
と
各
自
の
目
標
を
確
認
し
て
い
る
か
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
い
る
か
13
質
問
は
肯
定
的
に
さ
れ
て
い
る
か
常
に
子
ど
も
の
美
的
関
心
や
興
味
を
引
き
出
す
説
明
の
仕
方
や
答
え
方
を
行
っ
て
い
る
か
常
に
子
ど
も
の
美
的
関
心
や
興
味
を
引
き
出
す
説
明
の
仕
方
や
答
え
方
を
行
っ
て
い
る
か
説
明
の
後
必
ず
質
問
を
受
け
る
流
れ
を
作
っ
て
い
る
か
（
授
業
の
ル
ー
ル
作
り
）
説
明
の
後
必
ず
質
問
を
受
け
る
流
れ
を
作
っ
て
い
る
か
（
授
業
の
ル
ー
ル
作
り
）
説
明
の
後
必
ず
質
問
を
受
け
る
流
れ
を
作
っ
て
い
る
か
（
授
業
の
ル
ー
ル
作
り
）
14
活
動
に
対
し
て
意
欲
を
引
き
出
す
適
切
な
助
言
・
サ
ポ
ー
ト
が
行
え
て
い
る
か
肯
定
的
な
評
価
を
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
か
１
人
１
人
に
応
じ
た
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝを
活
用
し
、
意
欲
を
引
き
引
き
出
す
適
切
な
助
言
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
か
・
肯
定
的
な
評
価
を
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
か
・
改
善
点
を
明
確
に
示
し
て
い
る
か
・
作
業
ご
と
に
も
助
言
や
励
ま
し
を
し
て
い
る
か
・
自
己
選
択
、
見
え
方
、
作
業
方
法
、
姿
勢
変
換
等
を
意
識
し
て
い
る
か
実
態
を
把
握
し
、
個
々
に
応
じ
た
対
応
を
し
た
か
・
肯
定
的
な
評
価
を
具
体
的
に
伝
え
、
見
本
や
手
本
を
も
と
に
指
導
し
て
い
る
か
・
各
道
具
の
特
性
を
提
示
し
、
個
人
の
作
品
の
制
作
方
法
の
選
択
を
提
案
し
て
い
る
か
（
サ
ブ
と
評
価
観
点
の
共
有
）
15
個
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
工
夫
が
あ
る
か
全
盲
の
子
ど
も
と
弱
視
の
子
ど
も
に
分
け
て
作
業
を
進
め
る
場
所
を
設
け
た
か
個
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
工
夫
が
あ
る
か
・
で
き
方
の
違
い
に
配
慮
し
て
い
る
か
（
説
明
し
て
で
き
る
、
見
本
を
見
て
で
き
る
、
手
順
を
見
て
で
き
る
、
一
緒
に
す
る
と
で
き
る
）
・
休
憩
を
適
度
に
入
れ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
か
・
教
材
を
数
段
階
準
備
し
て
い
る
か
。
個
に
応
じ
て
教
材
・
道
具
・
題
材
設
定
の
工
夫
が
あ
る
か
で
き
方
の
違
い
に
配
慮
し
て
い
る
か
（
説
明
し
て
で
き
る
、
見
本
を
見
て
で
き
る
、
手
順
を
見
て
で
き
る
、
一
緒
に
す
る
と
で
き
る
）
16
作
品
の
保
存
と
と
も
に
、
後
片
付
け
の
指
示
が
的
確
に
で
き
て
い
る
か
作
品
や
道
具
は
丁
寧
に
取
扱
い
、
美
術
室
（
図
工
室
）
の
清
掃
と
整
理
・
整
頓
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
作
品
や
道
具
は
丁
寧
に
取
扱
い
、
美
術
室
（
図
工
室
）
の
清
掃
と
整
理
・
整
頓
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
衛
生
面
（
手
洗
い
等
）
の
配
慮
が
で
き
て
い
る
か
。
装
具
や
車
イ
ス
に
配
慮
し
た
個
別
の
片
づ
け
方
を
工
夫
し
て
い
る
か
。
役
割
分
担
を
習
慣
化
し
て
い
る
か
。
子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
に
、
で
き
る
こ
と
を
具
体
的
に
指
示
し
て
い
た
か
片
付
け
の
手
順
表
（
子
ど
も
の
理
解
度
に
応
じ
て
言
葉
、
絵
や
文
字
、
写
真
で
）
を
示
し
て
い
る
か
。
1箇
所
に
ま
と
め
た
り
、
回
収
場
所
を
明
確
に
し
て
い
る
か
17
本
時
の
活
動
の
振
り
返
り
が
で
き
て
い
る
か
（
児
童
生
徒
が
自
己
評
価
す
る
機
会
が
あ
る
か
）
学
習
し
た
内
容
の
ま
と
め
と
感
想
や
制
作
の
進
捗
状
況
と
反
省
点
に
つ
い
て
の
発
言
に
よ
り
確
認
さ
せ
た
か
学
習
し
た
内
容
の
ま
と
め
と
感
想
や
制
作
の
進
捗
状
況
と
反
省
点
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
か
作
品
を
肯
定
的
に
紹
介
し
な
が
ら
評
価
を
子
ど
も
に
返
し
、
充
足
感
、
達
成
感
を
持
た
せ
て
い
る
か
作
品
を
肯
定
的
に
紹
介
し
な
が
ら
評
価
を
子
ど
も
に
返
し
、
充
足
感
、
達
成
感
を
持
た
せ
て
い
る
か
作
品
を
肯
定
的
に
紹
介
し
な
が
ら
評
価
を
子
ど
も
に
返
し
、
充
足
感
、
達
成
感
を
持
た
せ
て
い
る
か
18
次
回
の
授
業
に
言
及
し
て
い
る
か
授
業
内
容
の
予
告
と
製
作
工
程
の
確
認
を
行
っ
た
か
授
業
内
容
の
予
告
と
製
作
工
程
の
確
認
を
行
っ
た
か
次
回
の
み
な
ら
ず
、
授
業
計
画
全
体
の
見
通
し
を
視
覚
的
な
提
示
を
使
っ
て
示
し
て
い
る
か
。
準
備
物
の
確
認
を
し
て
い
る
か
次
回
の
み
な
ら
ず
、
授
業
計
画
全
体
の
見
通
し
を
視
覚
的
な
提
示
を
使
っ
て
示
し
て
い
る
か
。
準
備
物
の
確
認
を
し
て
い
る
か
見
通
し
や
期
待
感
を
視
覚
的
な
提
示
を
使
っ
て
示
し
て
い
る
か
。
宿
題
や
準
備
物
の
確
認
を
し
て
い
る
か
19
授
業
終
了
の
挨
拶
は
で
き
て
い
る
か
１
人
ず
つ
の
声
を
聞
い
て
い
る
か
次
回
に
つ
な
げ
て
授
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
毎
回
同
じ
子
ど
も
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
か
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
、
声
に
出
し
て
挨
拶
し
て
い
る
か
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
い
る
か
。
挨
拶
の
途
中
で
立
ち
歩
か
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
か
。
20
子
ど
も
が
で
き
る
課
題
で
あ
っ
た
か
（
感
性
や
感
覚
に
訴
え
、
積
極
的
に
取
り
組
め
る
工
夫
が
あ
っ
た
か
）
触
察
教
材
を
用
い
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
め
る
工
夫
が
あ
っ
た
か
授
業
の
内
容
を
理
解
し
、
授
業
や
制
作
に
主
体
的
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
興
味
関
心
を
引
き
だ
す
教
材
で
あ
っ
た
か
実
態
を
把
握
し
、
課
題
に
つ
い
て
個
に
応
じ
た
対
応
を
し
た
か
興
味
関
心
を
引
き
だ
す
教
材
で
あ
っ
た
か
21
子
ど
も
が
主
体
的
に
自
己
表
現
で
き
た
か
活
動
に
十
分
な
時
間
が
あ
っ
た
か
意
欲
を
引
き
出
し
、
理
解
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
工
夫
が
あ
っ
た
か
実
態
に
応
じ
た
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
個
に
応
じ
て
教
材
・
道
具
・
題
材
設
定
の
工
夫
が
あ
る
か
。
前
籍
校
の
課
題
と
児
童
生
徒
の
実
態
を
考
慮
し
た
内
容
で
あ
っ
た
か
自
律
的
に
取
り
組
め
る
工
夫
が
あ
っ
た
か
22
子
ど
も
の
考
え
る
時
間
（
個
人
で
、
全
体
で
、
影
響
し
合
え
る
時
間
）
が
あ
っ
た
か
待
つ
こ
と
が
で
き
た
か
考
え
る
時
間
が
あ
り
、
制
作
課
題
の
難
易
度
や
工
程
の
量
が
適
切
で
あ
っ
た
か
さ
ま
ざ
ま
な
見
本
（
表
現
方
法
）
な
ど
参
考
に
で
き
る
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
で
制
作
で
き
る
時
間
設
定
が
あ
っ
た
か
さ
ま
ざ
ま
な
見
本
（
表
現
方
法
）
な
ど
参
考
に
で
き
る
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
23
子
ど
も
が
安
全
に
活
動
で
き
た
か
（
安
全
面
で
の
配
慮
が
あ
っ
た
か
）
美
術
室
に
は
、
た
く
さ
ん
の
物
が
あ
る
の
で
、
特
に
安
全
に
は
注
意
し
て
い
た
か
道
具
の
安
全
な
使
用
と
と
も
に
、
丁
寧
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
た
か
・
不
随
意
運
動
な
ど
も
配
慮
し
て
道
具
の
置
き
方
を
考
え
た
か
・
補
助
具
の
工
夫
が
あ
っ
た
か
体
調
に
気
を
配
り
、
適
宜
休
憩
を
取
っ
た
か
危
険
を
伴
う
道
具
に
は
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
し
紛
失
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
た
か
（
触
れ
な
い
と
こ
ろ
に
し
ま
う
等
）
一
斉
で
は
な
く
順
番
に
作
業
さ
せ
て
い
る
か
。
個
人
回
収
と
ま
と
め
て
回
収
す
る
も
の
を
分
け
て
い
る
か
。
24
子
ど
も
に
と
っ
て
、
活
動
進
度
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が
あ
っ
た
か
時
間
配
分
は
適
切
で
あ
っ
た
か
1人
1人
の
制
作
進
度
に
応
じ
て
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
か
子
ど
も
に
応
じ
て
今
日
ど
こ
ま
で
す
れ
ば
よ
い
か
を
事
前
に
伝
え
て
い
る
か
早
く
で
き
た
子
ど
も
に
は
別
課
題
を
用
意
し
て
い
る
か
子
ど
も
に
応
じ
て
今
日
ど
こ
ま
で
す
れ
ば
よ
い
か
を
事
前
に
伝
え
て
い
た
か
・
必
要
な
教
材
を
用
意
し
て
い
た
か
。
25
子
ど
も
は
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
か
児
童
生
徒
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
た
か
児
童
生
徒
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
た
か
自
分
が
表
現
し
た
と
い
う
喜
び
を
持
ち
自
信
が
持
て
た
か
自
分
の
力
で
制
作
を
進
め
、
充
足
感
、
自
己
肯
定
感
を
得
ら
れ
た
か
。
動
き
に
制
約
が
あ
る
場
合
道
具
な
ど
を
自
分
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
工
夫
で
き
た
か
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
制
作
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
チ
ェ
ッ
ク
表
を
作
成
し
、
ど
ん
な
活
動
を
し
た
か
書
か
せ
た
か
。
26
子
ど
も
は
充
足
感
、
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
た
か
充
足
感
、
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
た
か
充
足
感
、
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
た
か
本
時
の
活
動
を
振
り
返
り
、
作
品
や
活
動
内
容
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
た
か
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
な
工
夫
を
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
の
力
を
最
大
限
引
き
出
せ
た
か
。
作
品
に
愛
着
を
持
ち
、
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
養
え
た
か
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
り
、
作
品
や
活
動
内
容
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
た
か
。
視
覚
的
に
わ
か
る
評
価
が
用
意
さ
れ
て
い
た
か
27
T.
T.
の
役
割
分
担
は
適
切
で
あ
っ
た
か
T.
T.
の
連
携
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
か
T.
T.
の
連
携
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
か
全
体
に
対
し
て
視
線
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
な
連
携
が
あ
っ
た
か
T.
T.
の
連
携
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
か
子
ど
も
の
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
し
て
い
た
か
見
通
し
や
期
待
感
を
視
覚
的
な
提
示
を
使
っ
て
示
し
て
い
る
か
。
宿
題
や
準
備
物
の
確
認
を
し
て
い
る
か
[表
９
]
・
子
ど
も
全
体
に
対
し
て
視
線
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
な
連
携
、
授
業
内
容
や
評
価
の
観
点
の
共
有
を
し
て
い
る
か
・
必
要
な
子
ど
も
に
必
要
な
フ
ァ
ロ
ー
が
さ
れ
て
い
た
か
本
時
の
活
動
を
ふ
り
返
り
、
作
品
や
活
動
内
容
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
た
か
。
視
覚
的
に
わ
か
る
評
価
が
用
意
さ
れ
て
い
た
か
さ
ま
ざ
ま
な
見
本
（
表
現
方
法
）
な
ど
参
考
に
で
き
る
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
っ
た
か 危
険
を
伴
う
道
具
に
は
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
し
紛
失
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
た
か
（
触
れ
な
い
と
こ
ろ
に
し
ま
う
等
）
一
斉
で
は
な
く
順
番
に
作
業
さ
せ
て
い
る
か
。
個
人
回
収
と
ま
と
め
て
回
収
す
る
も
の
を
分
け
て
い
る
か
。
子
ど
も
に
応
じ
て
今
日
ど
こ
ま
で
す
れ
ば
よ
い
か
を
事
前
に
伝
え
て
い
た
か
・
必
要
な
教
材
を
用
意
し
て
い
た
か
。
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
制
作
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
チ
ェ
ッ
ク
表
を
作
成
し
、
ど
ん
な
活
動
を
し
た
か
書
か
せ
た
か
。
自
律
的
に
取
り
組
め
る
工
夫
が
あ
っ
た
か
ど
こ
で
何
を
す
る
の
か
、
絵
カ
ー
ド
や
写
真
で
視
覚
的
に
明
示
し
て
い
る
か
興
味
関
心
を
引
き
だ
す
教
材
で
あ
っ
た
か
座
席
の
提
示
が
明
確
（
視
覚
的
）
に
で
き
て
い
る
か
。
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
（
言
葉
、
マ
カ
ト
ン
法
等
）
を
決
め
て
い
る
か
個
々
の
目
標
と
流
れ
を
視
覚
的
に
提
示
（
道
具
と
使
い
方
、
作
品
提
示
等
）
し
、
見
通
し
を
持
た
せ
て
い
る
か
絵
、
図
、
具
体
物
（
見
本
作
品
）
な
ど
の
提
示
を
し
て
い
る
か
安
心
で
き
る
態
度
（
視
線
の
高
さ
、
簡
潔
な
言
葉
づ
か
い
、
肯
定
的
な
か
か
わ
り
な
ど
）
で
接
し
て
い
る
か
・
や
さ
し
い
言
葉
（
声
の
強
弱
、
身
振
り
）
で
ゆ
っ
く
り
明
瞭
に
話
し
て
い
る
か ・
見
本
、
手
本
を
ま
じ
え
て
い
る
か
・
１
つ
の
指
示
に
一
つ
の
動
詞
（
行
動
）
で
指
導
し
て
い
る
か
活
動
を
止
め
て
、
身
体
を
向
け
さ
せ
て
（
イ
ス
を
持
っ
て
集
ま
る
等
）
か
ら
指
示
を
し
て
い
る
か
説
明
の
後
必
ず
質
問
を
受
け
る
流
れ
を
作
っ
て
い
る
か
（
授
業
の
ル
ー
ル
作
り
）
・
肯
定
的
な
評
価
を
具
体
的
に
伝
え
、
見
本
や
手
本
を
も
と
に
指
導
し
て
い
る
か ・
各
道
具
の
特
性
を
提
示
し
、
個
人
の
作
品
の
制
作
方
法
の
選
択
を
提
案
し
て
い
る
か
（
サ
ブ
と
評
価
観
点
の
共
有
）
で
き
方
の
違
い
に
配
慮
し
て
い
る
か
（
説
明
し
て
で
き
る
、
見
本
を
見
て
で
き
る
、
手
順
を
見
て
で
き
る
、
一
緒
に
す
る
と
で
き
る
）
　
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
支
援
教
育
研
究
室
 授
業
力
向
上
指
導
員
(H
26
.3
.2
8)
  
授 業 の 展 開
年
　
　
月
　
　
日
（
　
）
　
　
限
　
　
　
学
部
／
教
科
名
　
　
　
　
　
授
業
者
（
　
　
　
　
　
　
　
）
担
任
等
の
情
報
と
連
携
、
顔
色
や
言
動
等
の
観
察
を
し
て
い
る
か
。
子
ど
も
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
で
き
て
い
な
い
自
閉
症
・
発
達
障
が
い
病
弱
よ
く
で
き
て
い
る
で
き
て
い
る
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
授 業 の 結 び
使
う
道
具
を
見
せ
、
ど
の
場
面
で
使
う
の
か
、
ど
の
場
所
に
あ
る
の
か
（
か
ご
な
ど
の
活
用
）
、
し
ま
う
時
の
方
法
等
が
明
確
か
（
視
覚
的
に
明
示
）
授
業
改
善
に
む
け
て
の
ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト
（
図
工
・
美
術
版
）
音
、
雑
音
、
広
さ
、
光
、
飾
り
、
場
の
雰
囲
気
、
刺
激
と
の
距
離
・
強
弱
、
人
数
の
大
き
さ
、
席
の
配
置
な
ど
を
配
慮
し
て
い
る
か
・
自
分
の
力
で
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
か
・
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
教
材
等
（
子
ど
も
の
作
品
、
参
考
作
品
、
使
用
す
る
道
具
）
が
安
全
に
提
示
で
き
る
準
備
を
し
て
い
る
か
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
い
る
か
。
挨
拶
の
途
中
で
立
ち
歩
か
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
か
。
・
（
見
本
や
写
真
を
見
せ
て
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
）
を
し
て
い
る
か
・
今
何
を
す
る
か
、
何
を
し
て
は
い
け
な
い
か
を
伝
え
て
い
る
か
片
付
け
の
手
順
表
（
子
ど
も
の
理
解
度
に
応
じ
て
言
葉
、
絵
や
文
字
、
写
真
で
）
を
示
し
て
い
る
か
。
1箇
所
に
ま
と
め
た
り
、
回
収
場
所
を
明
確
に
し
て
い
る
か
作
品
を
肯
定
的
に
紹
介
し
な
が
ら
評
価
を
子
ど
も
に
返
し
、
充
足
感
、
達
成
感
を
持
た
せ
て
い
る
か
肢
体
不
自
由
知
的
障
が
い
聴
覚
障
が
い
視
覚
障
が
い
児 童 生 徒 か ら 見 た 本 時 の 評 価
 評
価
（
授
業
者
・
見
学
者
）
入 室 か ら
授 業 開 始
授 業 の 導 入直 前 準 備
分 類
−62−
川戸　明子・太田　仁・伊丹　昌一
場
所
　
　
　
　
学
校
／
記
入
者
名
　
　
　
　
　
　
　
／
学
校
名
番 号
評
　
　
価
　
　
の
　
　
観
　
　
点
1
使
用
す
る
教
室
は
掃
除
が
行
き
届
き
集
中
を
促
す
環
境
で
あ
る
か
危
険
な
物
や
壊
れ
た
も
の
が
な
い
か
黒
板
に
不
要
な
情
報
は
な
い
か
障
が
い
に
対
応
し
た
机
い
す
が
準
備
さ
れ
て
い
る
か
、
車
い
す
が
通
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
学
習
許
可
や
消
毒
済
み
の
確
認
を
し
て
い
る
か
・
危
険
な
も
の
や
授
業
に
関
係
な
い
も
の
が
な
い
か
・
不
必
要
な
掲
示
は
な
い
か
2
裁
縫
関
係
の
道
具
が
指
定
さ
れ
た
場
所
に
整
理
し
て
置
か
れ
て
い
る
か
道
具
や
置
き
場
所
を
確
認
し
て
い
る
か
道
具
に
つ
け
ら
れ
た
物
品
名
を
示
す
タ
グ
は
正
し
い
か
補
助
具
は
適
切
か
。
道
具
は
取
り
出
し
や
す
い
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
か
道
具
や
置
き
場
所
を
確
認
し
て
い
る
か
・
保
管
場
所
は
安
全
で
児
童
生
徒
が
出
し
や
す
い
場
所
で
あ
る
か
。
・
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
か
3
授
業
に
必
要
な
教
材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
必
要
と
な
る
道
具
、
数
等
の
確
認
を
し
て
い
る
か
教
材
に
つ
け
ら
れ
た
物
品
名
を
示
す
タ
グ
は
正
し
い
か
持
ち
や
す
さ
等
の
工
夫
が
あ
る
か
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
出
せ
る
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
る
か
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
出
せ
る
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
る
か
4
授
業
担
当
者
へ
の
説
明
が
事
前
に
さ
れ
て
い
る
か
・
墨
字
や
点
字
で
の
作
り
方
の
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
る
か
・
T.
Tの
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
か
T.
Tの
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
か
T.
Tの
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
か
T.
T.
の
役
割
分
担
、
動
き
や
時
間
配
分
の
打
ち
合
わ
せ
が
で
き
て
い
る
か
T.
T.
の
役
割
分
担
、
動
き
や
時
間
配
分
の
打
ち
合
わ
せ
が
で
き
て
い
る
か
5
授
業
開
始
の
挨
拶
・
参
加
人
数
の
確
認
を
し
て
い
る
か
・
友
だ
ち
の
出
欠
を
お
互
い
に
確
認
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
る
か
時
間
内
に
入
室
し
、
着
席
し
て
授
業
に
臨
む
姿
勢
を
指
導
し
て
い
る
か
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
仕
方
（
立
っ
て
、
座
っ
て
）
で
実
施
し
て
い
る
か
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
仕
方
（
立
っ
て
、
座
っ
て
）
で
実
施
し
て
い
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
い
る
か
。
・
授
業
の
ル
ー
ル
（
身
だ
し
な
み
、
持
ち
物
等
）
の
確
認
を
し
て
い
る
か
6
体
調
の
把
握
は
で
き
た
か
（
自
己
申
告
で
）
・
顔
色
、
ケ
ガ
等
を
確
認
し
て
い
る
か
・
自
己
申
告
で
き
る
場
面
が
あ
る
か
顔
色
な
ど
１
人
１
人
に
声
を
か
け
体
調
確
認
し
て
い
る
か
体
調
（
体
温
、
SP
O2
値
,姿
勢
等
）
の
把
握
、
不
調
時
の
対
応
体
制
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か
・
体
調
（
体
温
、
SP
O2
値
,姿
勢
等
）
の
把
握
、
不
調
時
の
対
応
体
制
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か
・
自
己
申
告
で
き
る
場
面
が
あ
る
か
不
調
時
、
す
ぐ
に
自
己
申
告
す
る
こ
と
を
カ
ー
ド
等
で
視
覚
的
に
明
示
し
て
い
る
か
7
前
回
の
授
業
の
振
り
返
り
が
で
き
て
い
る
か
前
回
の
教
材
を
用
い
て
確
認
し
て
い
る
か
板
書
、
ノ
ー
ト
、
作
品
で
確
認
し
て
い
る
か
完
成
品
や
途
中
の
作
品
を
見
た
り
、
触
っ
て
出
来
上
が
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
て
い
る
か
製
作
途
中
の
作
品
の
提
示
が
で
き
て
い
る
か
製
作
途
中
の
作
品
の
提
示
が
で
き
て
い
る
か
8
本
時
の
課
題
を
確
認
し
、
作
り
方
の
手
順
が
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
か
作
り
方
の
手
順
を
墨
字
や
点
字
で
示
し
て
説
明
し
な
が
ら
、
見
本
を
触
れ
さ
せ
て
い
る
か
手
順
を
書
い
た
プ
リ
ン
ト
、
実
物
見
本
、
絵
、
写
真
の
提
示
、
話
等
で
確
認
し
て
い
る
か
実
際
の
動
き
や
、
映
像
な
ど
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
、
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を
掲
示
し
て
い
る
か
・
実
物
見
本
、
絵
、
写
真
の
提
示
、
話
を
聞
い
て
確
認
し
て
い
る
か
・
製
作
時
間
の
見
通
し
を
持
た
せ
て
い
る
か
完
成
図
や
具
体
物
な
ど
で
時
間
の
見
通
し
も
も
た
せ
て
い
る
か
9
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
り
作
業
手
順
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
か
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
、
墨
字
や
点
字
に
よ
る
説
明
を
し
、
見
本
を
触
ら
せ
て
い
る
か
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
実
物
見
本
の
提
示
を
し
て
い
る
か
・
段
階
を
踏
ん
だ
具
体
的
説
明
や
、
図
示
な
ど
が
あ
る
か ・
T.
T.
の
教
員
が
十
分
理
解
し
て
い
る
か
段
階
を
踏
ん
だ
具
体
的
説
明
や
、
図
示
な
ど
が
あ
る
か
適
切
な
声
の
高
さ
や
音
量
で
は
っ
き
り
話
し
て
い
る
か
10
活
動
す
る
場
所
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
か
、
指
導
者
は
、
児
童
生
徒
か
ら
見
え
や
す
い
、
聞
き
や
す
い
位
置
に
い
る
か
・
具
体
的
な
目
印
を
示
し
て
説
明
し
て
い
る
か
・
教
員
は
、
児
童
生
徒
の
正
面
に
立
ち
、
声
の
大
き
さ
を
調
整
し
て
い
る
か
配
置
図
な
ど
を
視
覚
的
に
示
し
て
説
明
し
て
い
る
か
・
作
業
し
や
す
さ
、
机
、
車
い
す
の
位
置
、
高
さ
な
ど
の
工
夫
が
あ
る
か
。
・
手
伝
い
過
ぎ
な
い
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
る
か
医
療
機
器
や
、
ベ
ッ
ト
サ
イ
ド
な
ど
の
位
置
に
よ
り
、
指
導
者
は
、
見
や
す
く
、
聞
き
や
す
い
位
置
に
立
つ
工
夫
を
し
て
い
る
か
何
を
す
る
場
所
で
あ
る
の
か
指
導
し
、
必
要
あ
れ
ば
視
覚
的
に
提
示
し
て
い
る
か
11
裁
縫
関
係
の
道
具
（
特
に
鋏
、
針
、
ア
イ
ロ
ン
）
を
安
全
に
使
用
し
て
い
る
か
確
認
し
、
適
切
な
指
導
を
し
て
い
る
か
・
は
さ
み
の
受
け
渡
し
や
ミ
シ
ン
を
か
け
る
時
等
の
安
全
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
か
・
直
接
触
れ
て
１
つ
１
つ
指
導
し
て
い
る
か
聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
活
用
し
、
は
さ
み
の
受
け
渡
し
や
ミ
シ
ン
を
か
け
る
時
等
の
安
全
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
か
・
使
用
で
き
な
い
場
合
、
別
方
法
の
工
夫
が
あ
る
か
・
姿
勢
保
持
が
で
き
て
い
る
か
は
さ
み
の
受
け
渡
し
や
ミ
シ
ン
を
か
け
る
時
等
の
安
全
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
か
正
し
い
使
い
方
、
安
全
な
使
い
方
を
あ
ら
か
じ
め
絵
や
文
字
、
カ
ー
ド
な
ど
で
、
分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
か
12
・
活
動
に
対
し
て
適
切
な
助
言
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
か
・
助
言
・
サ
ポ
ー
ト
は
児
童
生
徒
の
理
解
力
に
合
っ
て
い
る
か
・
よ
り
わ
か
り
や
す
い
言
葉
か
け
と
補
助
（
触
れ
て
）
で
指
導
し
て
い
る
か
・
墨
字
、
点
字
等
も
活
用
し
、
触
察
も
入
れ
て
よ
り
具
体
的
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
か
・
生
徒
が
注
視
し
て
い
る
中
で
、
実
技
指
導
も
交
え
た
助
言
が
で
き
て
い
る
か
・
手
話
、
手
振
り
、
身
振
り
な
ど
生
徒
に
応
じ
た
手
段
で
で
き
て
い
る
か
・
個
別
に
手
の
動
き
、
道
具
の
使
い
方
や
作
業
の
指
導
、
支
援
が
で
き
て
い
る
か
・
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る
助
言
か
・
効
果
的
に
補
助
具
等
を
使
用
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
か
・
Ｔ
．
Ｔ
．
が
適
切
に
配
置
さ
れ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
指
導
し
て
い
る
か
・
「
わ
か
っ
た
」
「
で
き
た
」
と
い
う
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る
助
言
か
・
つ
ま
づ
い
た
生
徒
の
具
体
的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
、
T.
T.
の
打
ち
合
わ
せ
は
で
き
て
い
る
か
。
・
視
覚
支
援
を
活
用
し
、
理
解
し
や
す
い
工
夫
を
し
て
い
る
か
・
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
指
導
で
き
て
い
る
か
13
こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
工
夫
を
し
て
い
る
か
個
別
の
課
題
準
備
が
で
き
て
い
る
か
個
別
の
課
題
準
備
が
で
き
て
い
る
か
・
個
々
の
障
が
い
を
補
っ
た
作
業
が
で
き
て
い
る
か
・
児
童
生
徒
が
最
大
限
力
を
発
揮
で
き
る
工
夫
、
支
援
が
あ
る
か
主
治
医
の
指
示
や
必
要
な
消
毒
な
ど
、
個
に
応
じ
た
配
慮
の
あ
る
課
題
の
準
備
が
で
き
て
い
る
か
個
々
の
課
題
を
明
確
に
し
て
、
必
要
な
課
題
を
準
備
し
て
い
る
か
14
後
片
付
け
の
指
示
が
的
確
に
で
き
て
い
る
か
（
針
等
の
紛
失
物
が
な
い
か
）
後
片
付
け
の
パ
タ
ー
ン
（
順
番
と
位
置
）
を
決
め
て
い
る
か
片
付
け
の
手
順
を
決
め
、
場
所
の
確
認
を
行
っ
た
か
・
使
用
し
た
裁
縫
道
具
の
数
確
認
な
ど
が
で
き
て
い
る
か
。
・
自
立
に
向
け
各
自
が
で
き
る
片
付
け
や
す
い
配
置
に
な
っ
て
い
た
か
・
自
立
に
向
け
各
自
が
で
き
る
片
付
け
や
す
い
配
置
に
な
っ
て
い
る
か
片
付
け
の
手
順
を
決
め
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
る
か
15
ふ
り
か
え
り
の
機
会
を
設
定
し
て
い
る
か
授
業
の
終
わ
り
に
皆
の
様
子
を
話
し
て
い
る
か
作
品
を
評
価
し
、
充
足
感
、
達
成
感
を
持
た
せ
て
い
る
か
子
ど
も
同
士
で
の
評
価
や
教
師
か
ら
の
評
価
を
し
て
い
る
か
作
品
を
評
価
し
、
児
童
生
徒
の
充
足
感
・
達
成
感
を
持
た
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
か
作
品
を
評
価
し
、
児
童
生
徒
の
充
足
感
・
達
成
感
を
持
た
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
か
16
体
調
不
良
、
ケ
ガ
等
が
な
い
か
確
認
し
て
い
る
か
・
顔
色
、
ケ
ガ
等
を
確
認
し
て
い
る
か
・
自
己
申
告
で
き
る
場
面
を
設
け
て
い
る
か
・
顔
色
な
ど
１
人
１
人
に
声
を
か
け
体
調
確
認
し
て
い
る
か
・
自
己
申
告
で
き
る
場
面
を
設
け
て
い
る
か
体
調
（
体
温
、
SP
O2
値
,姿
勢
等
）
の
把
握
、
不
調
時
の
対
応
体
制
の
確
認
を
し
て
い
る
か
・
体
調
（
体
温
、
SP
O2
値
,姿
勢
等
）
の
把
握
、
不
調
時
の
対
応
体
制
の
確
認
を
し
て
い
る
か
・
自
己
申
告
で
き
る
場
面
を
設
け
て
い
る
か
不
調
時
や
ケ
ガ
の
対
応
が
で
き
て
い
る
か
17
次
回
の
予
告
と
終
わ
り
の
挨
拶
は
で
き
て
い
る
か
・
日
付
や
曜
日
、
準
備
物
の
確
認
が
具
体
的
に
さ
れ
て
い
る
か
・
あ
い
さ
つ
を
す
る
顔
や
身
体
の
向
き
、
距
離
に
対
し
て
の
声
量
が
適
切
で
あ
る
か
の
確
認
が
さ
れ
て
い
る
か
・
次
の
授
業
を
予
告
し
て
い
る
か
・
発
声
、
手
話
を
用
い
て
全
員
そ
ろ
っ
て
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
る
か
・
次
の
授
業
を
予
告
を
し
て
い
る
か
・
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
仕
方
（
立
っ
て
、
座
っ
て
）
実
施
し
て
い
る
か
・
次
の
授
業
を
予
告
し
て
い
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
行
っ
て
い
る
か
・
次
の
授
業
を
予
告
し
て
い
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
行
っ
て
い
る
か
18
作
業
内
容
は
児
童
生
徒
の
課
題
に
あ
っ
て
い
た
か
個
々
の
見
え
や
す
さ
の
状
況
に
応
じ
た
教
材
、
学
習
内
容
、
指
導
の
工
夫
が
あ
っ
た
か
個
々
の
聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た
教
材
、
学
習
内
容
、
指
導
の
工
夫
が
あ
っ
た
か
・
各
自
に
あ
っ
た
課
題
で
生
徒
が
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
た
か
。
・
自
分
の
力
で
で
き
た
部
分
が
あ
っ
た
か
。
・
様
々
な
経
験
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
・
作
業
内
容
が
児
童
生
徒
に
適
し
て
い
た
か
・
疲
れ
な
い
、
無
理
の
な
い
課
題
で
あ
っ
た
か
・
自
立
的
に
取
り
組
め
た
か
・
感
想
や
反
省
点
を
発
表
で
き
る
場
面
を
、
児
童
生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
て
設
定
で
き
た
か
19
児
童
生
徒
は
必
要
な
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
児
童
生
徒
に
必
要
な
技
術
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
か
児
童
生
徒
に
必
要
な
技
術
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
か
・
繰
り
返
し
指
導
し
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
・
自
分
で
で
き
な
く
て
も
、
教
師
と
一
緒
に
体
験
で
き
た
か
児
童
生
徒
に
必
要
な
技
術
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
か
児
童
生
徒
に
必
要
な
技
術
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
か
20
・
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
活
動
に
参
加
し
て
い
た
か
・
授
業
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
工
夫
が
あ
っ
た
か
課
題
に
興
味
を
持
ち
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
か
課
題
に
興
味
を
持
ち
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
か
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
21
児
童
生
徒
が
充
足
感
・
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
た
か
具
体
的
な
言
葉
で
評
価
し
た
か
具
体
的
な
言
葉
で
評
価
し
た
か
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
の
評
価
を
し
、
１
つ
の
作
品
を
完
成
す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
「
わ
か
る
」
と
「
で
き
た
」
を
区
別
し
て
児
童
生
徒
が
実
感
で
き
る
評
価
を
し
た
か
具
体
的
な
言
葉
で
評
価
し
た
か
22
教
員
の
言
葉
遣
い
は
、
作
業
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
か
・
指
示
語
を
使
わ
ず
、
具
体
的
に
相
手
に
向
か
っ
て
話
し
て
い
た
か
・
「
全
体
か
ら
部
分
へ
」
と
い
う
説
明
方
法
の
基
本
に
留
意
し
て
い
た
か
・
主
語
、
目
的
語
を
明
確
に
話
し
て
い
た
か
・
教
員
は
口
形
を
意
識
し
て
正
面
か
ら
話
し
て
い
た
か
・
見
る
→
聞
く
→
作
業
の
活
動
を
し
た
か
・
生
活
年
齢
に
応
じ
た
言
葉
で
、
わ
か
り
や
す
く
話
し
た
か
・
簡
潔
に
わ
か
り
や
す
く
話
し
た
か
・
必
要
に
応
じ
て
詳
し
い
説
明
を
し
た
か
・
丁
寧
語
を
使
い
、
生
徒
は
さ
ん
付
け
で
呼
ん
で
い
た
か
・
聞
き
取
り
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
指
示
で
あ
っ
た
か
23
授
業
の
時
間
配
分
は
適
当
で
あ
っ
た
か
児
童
生
徒
が
考
え
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
児
童
生
徒
が
考
え
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
児
童
生
徒
が
課
題
に
じ
っ
く
り
取
り
組
め
る
時
間
が
あ
っ
た
か
児
童
生
徒
が
課
題
に
じ
っ
く
り
取
り
組
め
る
時
間
が
あ
っ
た
か
児
童
生
徒
が
課
題
に
じ
っ
く
り
取
り
組
め
る
時
間
が
あ
っ
た
か
24
T.
Tの
役
割
分
担
は
適
切
で
あ
っ
た
か
授
業
の
略
案
や
個
人
目
標
を
前
も
っ
て
確
認
し
て
い
た
か
授
業
の
略
案
や
個
人
目
標
を
前
も
っ
て
確
認
し
て
い
た
か
人
数
や
配
置
が
適
切
で
あ
っ
た
か
授
業
の
略
案
や
個
人
目
標
を
前
も
っ
て
確
認
し
て
い
た
か
人
数
や
配
置
が
適
切
で
あ
っ
た
か
肢
体
不
自
由
病
弱
自
閉
症
・
発
達
障
が
い
不
調
時
や
ケ
ガ
の
対
応
が
で
き
て
い
る
か
・
次
の
授
業
を
予
告
し
て
い
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
行
っ
て
い
る
か
・
個
々
の
課
題
を
明
確
に
し
て
、
必
要
な
課
題
を
準
備
し
て
い
る
か
・
失
敗
し
た
時
の
フ
ォ
ロ
ー
が
あ
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
い
る
か
。
・
授
業
の
ル
ー
ル
（
身
だ
し
な
み
、
持
ち
物
等
）
の
確
認
を
し
て
い
る
か
製
作
途
中
の
作
品
の
提
示
が
で
き
て
い
る
か
・
つ
ま
づ
い
た
生
徒
の
具
体
的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
T.
T
の
打
ち
合
わ
せ
は
で
き
て
い
る
か
。
・
個
々
の
理
解
力
に
合
わ
せ
、
意
欲
を
持
た
せ
る
内
容
で
指
導
し
て
い
る
か
・
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
指
導
で
き
て
い
る
か
実
際
の
動
き
や
、
映
像
な
ど
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
、
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を
掲
示
し
て
い
る
か
年
　
　
月
　
　
日
（
　
）
　
　
限
　
　
　
学
部
／
教
科
名
　
　
　
　
　
授
業
者
（
　
　
　
　
　
　
　
　
作
製
：
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
支
援
教
育
研
究
室
・
授
業
力
向
上
指
導
員
(Ｈ
２
６
．
３
月
)　
　
H2
5.
12
.2
0版
授
業
改
善
に
む
け
て
の
ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト
（
家
庭
科
版
-被
服
）
　
評
価
（
授
業
者
・
見
学
者
）
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
で
き
て
い
な
い
よ
く
で
き
て
い
る
で
き
て
い
る
準   備 授 業 開 始 授 業 の 導 入 授 業 の 展 開
何
を
す
る
場
所
で
あ
る
の
か
繰
り
返
し
指
導
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
視
覚
的
に
提
示
し
て
い
る
か
・
は
さ
み
・
縫
い
針
（
本
数
・
異
食
）
ミ
シ
ン
、
ア
イ
ロ
ン
の
扱
い
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
、
特
に
注
意
し
て
い
る
か ・
生
徒
間
の
間
隔
は
十
分
か
不
調
時
や
ケ
ガ
の
対
応
体
制
が
で
き
て
い
る
か
・
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
実
物
見
本
の
提
示
を
し
て
い
る
か
・
適
切
な
声
の
高
さ
や
音
量
で
は
っ
き
り
話
し
て
い
る
か
保
管
場
所
は
安
全
で
児
童
生
徒
が
出
し
や
す
い
場
所
で
あ
る
か
。
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る
か
人
数
や
配
置
が
適
切
で
あ
っ
た
か
児
童
生
徒
が
考
え
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
作
品
を
評
価
し
、
児
童
生
徒
の
充
足
感
・
達
成
感
を
持
た
せ
て
い
る
か
自
立
的
に
取
り
組
め
た
か
繰
り
返
し
指
導
し
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
授 業 の 結 び 児 童 生 徒 の 視 点 か ら の 本 時 の 評 価
・
丁
寧
語
を
使
い
、
生
徒
は
さ
ん
付
け
で
呼
ん
で
い
た
か
・
聞
き
取
り
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
指
示
で
あ
っ
た
か
具
体
的
な
言
葉
で
評
価
し
た
か
片
付
け
の
手
順
を
決
め
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
る
か
[表
１
０
]
知
的
障
が
い
聴
覚
障
が
い
視
覚
障
が
い
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
出
せ
る
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
る
か
T.
Tの
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
か
課
題
に
少
し
で
も
興
味
を
持
ち
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
か
危
険
な
も
の
や
授
業
に
関
係
な
い
も
の
が
な
い
か
−63−
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[表
１
１
]
場
所
　
　
　
　
学
校
／
記
入
者
名
　
　
　
　
　
　
　
／
学
校
名
番 号
評
　
　
価
　
　
の
　
　
観
　
　
点
1
使
用
す
る
教
室
は
掃
除
が
行
き
届
き
、
清
潔
な
環
境
で
あ
る
か
危
険
な
物
や
壊
れ
た
器
具
が
な
い
か
室
内
に
不
要
な
掲
示
等
は
な
い
か
障
が
い
に
対
応
し
た
器
具
の
準
備
が
で
き
て
い
る
か
安
全
で
清
潔
な
環
境
か
危
険
な
も
の
（
ガ
ス
の
元
栓
、
換
気
扇
）
や
授
業
に
関
係
な
い
も
の
が
な
い
か
2
調
理
器
具
や
食
器
が
指
定
さ
れ
た
場
所
に
整
理
し
て
置
か
れ
て
い
る
か
器
具
、
道
具
の
置
き
場
所
を
確
認
し
て
い
る
か
物
品
名
を
示
す
タ
グ
は
正
し
い
か
調
理
台
や
手
洗
い
の
高
さ
は
適
切
か
器
具
、
道
具
の
置
き
場
所
を
確
認
し
て
い
る
か
保
管
場
所
は
安
全
で
児
童
生
徒
が
出
し
や
す
い
場
所
（
特
に
包
丁
は
出
し
に
く
い
）
に
あ
る
か
3
・
授
業
に
必
要
な
材
料
や
用
具
は
そ
ろ
っ
て
い
る
か
・
布
巾
と
台
拭
き
は
清
潔
で
、
区
別
し
て
準
備
さ
れ
て
い
る
か
・
食
材
の
保
管
場
所
は
適
切
で
あ
る
か
・
冷
蔵
庫
が
適
切
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
・
ｱﾚ
ﾙｷ
ﾞｰ
の
あ
る
生
徒
に
配
慮
で
き
て
い
る
か
・
滅
菌
庫
を
利
用
し
て
い
る
か
・
洗
濯
乾
燥
が
で
き
て
い
る
か
・
冷
蔵
庫
が
適
切
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
・
滅
菌
庫
を
利
用
し
て
い
る
か
・
ｱﾚ
ﾙｷ
ﾞｰ
の
あ
る
生
徒
に
配
慮
で
き
て
い
る
か
・
洗
濯
乾
燥
が
で
き
て
い
る
か
・
食
材
の
購
入
日
時
や
安
全
な
保
管
場
所
の
確
認
は
し
た
か
・
ｱﾚ
ﾙｷ
ﾞｰ
の
あ
る
生
徒
に
配
慮
で
き
て
い
る
か
・
生
徒
の
身
体
状
況
に
配
慮
し
た
献
立
か
・
滅
菌
方
法
、
時
間
の
確
認
を
し
て
い
る
か
・
布
巾
、
台
拭
き
は
扱
い
や
す
い
も
の
で
滅
菌
処
理
さ
れ
る
か
・
生
徒
の
身
体
状
況
に
配
慮
し
た
献
立
か
滅
菌
方
法
、
時
間
の
確
認
を
し
て
い
る
か
・
ｱﾚ
ﾙｷ
ﾞｰ
の
あ
る
生
徒
に
配
慮
で
き
て
い
る
か
・
布
巾
、
台
拭
き
は
扱
い
や
す
い
も
の
で
滅
菌
処
理
さ
れ
て
い
る
か
・
食
材
や
調
味
料
な
ど
の
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
を
確
認
し
て
い
る
か
・
ｱﾚ
ﾙｷ
ﾞｰ
の
あ
る
生
徒
に
配
慮
で
き
て
い
る
か
・
滅
菌
時
間
の
確
認
を
し
た
か
・
布
巾
や
台
拭
き
は
児
童
生
徒
が
区
別
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
か
4
授
業
担
当
者
（
T.
T）
へ
の
説
明
が
事
前
に
さ
れ
て
い
る
か
作
り
方
の
プ
リ
ン
ト
等
を
用
意
し
て
い
る
か
作
り
方
の
プ
リ
ン
ト
等
を
用
意
し
て
い
る
か
T.
Tの
役
割
分
担
、
動
き
の
打
ち
合
わ
せ
が
で
き
て
い
る
か
T.
Tの
役
割
分
担
、
動
き
や
時
間
配
分
の
打
ち
合
わ
せ
が
で
き
て
い
る
か
個
々
の
生
徒
に
つ
い
て
一
致
さ
せ
た
対
応
を
を
確
認
し
て
い
る
か
5
授
業
開
始
の
挨
拶
・
参
加
人
数
を
確
認
し
て
い
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
と
順
番
を
決
め
て
い
る
か
・
１
人
１
人
に
声
を
か
け
て
出
欠
を
取
り
、
人
数
を
全
体
で
確
認
し
て
い
る
か
時
間
内
に
入
室
し
、
着
席
し
て
授
業
に
臨
む
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
か
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
仕
方
（
立
っ
て
、
座
っ
て
）
で
実
施
し
て
い
る
か
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
仕
方
（
立
っ
て
、
座
っ
て
）
で
実
施
し
て
い
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
い
る
か
。
・
授
業
の
ル
ー
ル
（
持
ち
物
な
ど
）
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か
・
出
欠
を
取
り
、
T.
T.
全
員
で
共
有
し
て
い
る
か
6
体
調
（
手
指
の
け
が
含
む
）
の
把
握
は
で
き
た
か
(自
己
申
告
で
)
顔
色
、
ケ
ガ
等
を
確
認
し
て
い
る
か
顔
色
な
ど
１
人
１
人
に
声
を
か
け
体
調
確
認
し
て
い
る
か
手
指
の
ケ
ガ
の
有
無
、
体
調
の
把
握
（
検
温
、
SP
O2
値
な
ど
）
、
不
調
時
の
体
制
は
で
き
て
い
る
か
手
指
の
ケ
ガ
の
有
無
、
体
調
の
把
握
（
検
温
、
SP
O2
値
な
ど
）
、
不
調
時
の
体
制
は
で
き
て
い
る
か
不
調
時
や
ケ
ガ
し
た
時
は
す
ぐ
自
己
申
告
す
る
こ
と
を
カ
ー
ド
等
で
視
覚
的
に
明
示
し
て
い
る
か
7
前
回
の
授
業
の
ふ
り
か
え
り
が
で
き
て
い
る
か
前
回
の
内
容
を
具
体
的
な
言
葉
に
し
て
確
認
し
て
い
る
か
板
書
、
ノ
ー
ト
、
実
物
等
で
確
認
し
て
い
る
か
前
回
を
振
り
返
り
、
今
日
の
調
理
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
か
前
回
を
振
り
返
り
、
今
日
の
調
理
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
か
前
回
を
振
り
返
り
、
今
日
の
調
理
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
か
8
本
時
の
課
題
を
確
認
し
、
調
理
の
手
順
が
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
か
実
際
に
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
触
っ
て
確
認
し
て
い
る
か
板
書
、
ノ
ー
ト
等
で
確
認
し
て
い
る
か
・
完
成
見
本
の
写
真
や
材
料
を
見
た
り
、
触
っ
た
り
し
て
出
来
上
が
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
て
い
る
か
・
各
生
徒
に
適
し
た
作
業
を
考
え
、
説
明
し
て
い
る
か
手
順
を
覚
え
て
い
る
か
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
、
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を
掲
示
し
て
い
る
か
9
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
り
調
理
手
順
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
か
・
墨
字
や
点
字
の
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
る
か
・
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
触
っ
て
確
認
し
て
い
出
来
上
が
り
見
本
、
絵
、
写
真
の
提
示
や
話
を
聞
い
て
理
解
で
き
て
い
る
か
確
認
し
て
い
る
か
T.
Tの
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
（
担
当
、
手
順
等
）
が
で
き
て
い
た
か
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
仕
方
（
立
っ
て
、
座
っ
て
）
で
実
施
し
て
い
る
か
出
来
上
が
り
見
本
、
絵
、
写
真
の
提
示
や
話
を
聞
い
て
理
解
で
き
て
い
る
か
確
認
し
て
い
る
か
10
身
支
度
が
整
っ
て
い
る
か
生
徒
自
身
で
確
認
さ
せ
て
い
る
か
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
を
着
用
さ
せ
て
い
る
か
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
を
自
分
で
準
備
し
、
着
用
さ
せ
て
い
る
か
手
洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど
の
清
潔
に
十
分
注
意
し
て
い
る
か
手
洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど
の
清
潔
に
十
分
注
意
し
て
い
る
か
準
備
す
る
も
の
や
順
序
を
決
め
て
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
を
自
分
で
準
備
し
、
着
用
さ
せ
て
い
る
か
11
正
し
い
手
洗
い
の
方
法
を
知
り
、
確
実
に
行
え
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
か
手
洗
い
の
方
法
、
順
番
を
確
認
し
て
い
る
か
手
洗
い
の
方
法
、
順
番
を
図
や
写
真
を
使
い
見
本
を
見
せ
て
い
る
か
特
に
衛
生
面
に
配
慮
し
た
手
洗
い
を
し
て
い
る
か
特
に
衛
生
面
に
配
慮
し
た
手
洗
い
を
し
て
い
る
か
手
洗
い
の
手
順
を
、
図
や
写
真
等
で
洗
い
場
に
掲
示
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
い
る
か
12
活
動
す
る
場
所
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
か
、
指
導
者
は
生
徒
か
ら
見
え
や
す
い
、
声
が
聞
き
や
す
い
位
置
に
い
る
か
流
し
台
、
コ
ン
ロ
の
位
置
等
を
確
認
し
て
い
る
か
事
前
に
確
認
し
て
い
る
か
何
を
す
る
場
所
か
、
危
険
な
こ
と
の
説
明
を
し
て
い
る
か
何
を
す
る
場
所
か
、
気
険
な
こ
と
の
説
明
は
し
た
か
何
を
す
る
場
所
で
あ
る
の
か
具
体
的
に
指
導
し
、
必
要
あ
れ
ば
視
覚
的
に
提
示
し
て
い
る
か
13
調
理
器
具
を
安
全
に
使
用
し
て
い
る
か
確
認
し
、
適
切
な
指
導
を
し
て
い
る
か
直
接
１
つ
１
つ
触
れ
て
指
導
し
て
い
る
か
T.
Tも
分
担
し
て
安
全
に
注
意
し
て
い
る
か
包
丁
の
使
用
時
や
コ
ン
ロ
の
周
り
に
物
が
な
い
か
、
火
元
（
や
け
ど
）
に
は
特
に
注
意
し
て
い
る
か
包
丁
の
使
用
時
や
コ
ン
ロ
の
周
り
に
物
が
な
い
か
、
火
元
（
や
け
ど
）
に
は
特
に
注
意
し
て
い
る
か
包
丁
使
用
時
や
コ
ン
ロ
の
周
り
に
物
が
な
い
か
、
火
元
（
や
け
ど
）
に
は
特
に
注
意
し
て
い
る
か
14
活
動
に
対
し
て
適
切
な
助
言
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
か
よ
り
分
か
り
や
す
い
言
葉
か
け
と
補
助
（
触
れ
て
）
で
指
導
し
て
い
る
か
聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ手
段
の
活
用
を
行
っ
た
か
T.
Tが
適
切
に
配
置
さ
れ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
指
導
し
て
い
る
か
T.
Tが
適
切
に
配
置
さ
れ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
指
導
し
て
い
る
か
自
主
的
な
活
動
を
促
し
な
が
ら
、
聞
き
違
い
や
勘
違
い
を
し
て
い
な
い
か
、
危
険
な
動
き
を
し
て
い
な
い
か
を
確
認
し
て
い
る
か
15
個
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
工
夫
を
し
て
い
る
か
よ
り
分
か
り
や
す
い
言
葉
か
け
と
補
助
（
触
れ
て
）
で
指
導
し
て
い
る
か
聞
こ
え
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ手
段
の
活
用
を
行
っ
た
か
・
試
食
時
、
生
徒
の
状
況
に
適
し
た
食
物
の
形
態
、
硬
さ
等
を
確
認
し
て
い
る
か
・
障
が
い
に
応
じ
た
物
品
の
確
認
を
し
て
い
る
か
障
が
い
に
応
じ
た
物
品
の
確
認
を
し
て
い
る
か
順
序
や
位
置
、
水
へ
の
こ
だ
わ
り
等
、
個
々
の
特
性
に
応
じ
た
必
要
な
工
夫
を
し
て
い
る
か
16
衛
生
面
で
の
配
慮
は
で
き
て
い
る
か
（
野
菜
と
肉
用
の
ま
な
板
は
分
け
る
等
）
食
材
の
取
り
扱
い
、
洗
浄
、
手
洗
い
を
確
実
に
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
か
食
材
の
取
り
扱
い
、
洗
浄
、
手
洗
い
を
確
実
に
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
か
調
理
ご
と
の
手
洗
い
、
殺
菌
確
認
を
し
て
い
る
か
調
理
ご
と
の
手
洗
い
、
殺
菌
確
認
を
し
て
い
る
か
卵
割
り
、
肉
類
を
切
っ
た
後
な
ど
の
手
洗
い
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か
17
後
片
付
け
の
指
示
が
的
確
に
で
き
て
い
る
か
（
汚
れ
は
な
い
か
）
後
片
付
け
の
パ
タ
ー
ン
（
順
序
、
位
置
）
を
決
め
て
い
る
か
片
付
け
の
手
順
や
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
決
め
生
徒
自
身
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
か
片
付
け
の
手
順
や
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
決
め
生
徒
自
身
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
か
。
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
る
か
片
付
け
の
手
順
や
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
決
め
生
徒
自
身
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
か
。
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
る
か
片
付
け
の
手
順
や
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
決
め
生
徒
自
身
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
か
18
ご
み
の
分
別
方
法
を
指
導
し
、
分
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
分
別
内
容
の
説
明
と
袋
を
用
意
し
て
い
る
か
分
別
内
容
の
説
明
と
袋
を
用
意
し
て
い
る
か
分
別
の
必
要
性
を
説
明
し
て
い
る
か
分
別
の
必
要
性
を
説
明
し
て
い
る
か
分
別
す
る
場
所
を
明
確
に
、
視
覚
的
に
掲
示
し
て
い
る
か
19
ふ
り
か
え
り
の
時
間
を
設
定
し
て
い
る
か
授
業
の
終
わ
り
に
、
児
童
生
徒
の
活
動
に
つ
い
て
、
発
表
す
る
場
面
を
設
け
て
い
る
か
出
来
栄
え
（
形
や
味
な
ど
）
を
発
表
す
る
場
面
を
設
け
て
評
価
し
、
児
童
生
徒
の
協
力
・
充
足
感
・
達
成
感
を
持
た
せ
ら
れ
る
工
夫
が
あ
る
か
味
、
形
、
意
欲
等
を
評
価
し
、
思
い
や
感
じ
を
発
表
さ
せ
、
自
信
を
持
た
せ
て
い
る
か
出
来
栄
え
（
形
や
味
）
な
ど
児
童
生
徒
の
充
足
感
・
達
成
感
を
持
た
せ
る
工
夫
が
あ
る
か
・
出
来
栄
え
（
形
や
味
な
ど
）
を
発
表
さ
せ
て
評
価
し
、
児
童
生
徒
の
協
力
や
充
足
感
・
達
成
感
を
持
た
せ
る
工
夫
が
あ
る
か
20
体
調
不
良
・
け
が
等
が
な
い
か
確
認
し
て
い
る
か
体
調
、
ケ
ガ
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
か
体
調
、
ケ
ガ
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
か
迅
速
に
対
応
し
て
い
る
か
迅
速
に
対
応
し
て
い
る
か
不
調
時
や
ケ
ガ
の
対
応
を
適
切
に
し
て
い
る
か
21
次
回
の
予
告
と
終
わ
り
の
の
挨
拶
は
で
き
て
い
る
か
・
見
通
し
を
持
た
せ
る
次
回
の
予
告
を
し
て
い
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
と
順
番
を
決
め
て
い
る
か
・
こ
れ
か
ら
自
立
を
め
ざ
し
て
何
を
す
る
の
か
の
見
通
し
を
持
た
せ
て
い
る
か
・
指
導
者
に
注
目
さ
せ
、
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
決
め
て
行
っ
て
い
る
か
・
こ
れ
か
ら
自
立
を
め
ざ
し
て
何
を
す
る
の
か
の
見
通
し
を
持
た
せ
て
い
る
か
・
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
仕
方
（
立
っ
て
、
座
っ
て
）
で
実
施
し
て
い
る
か
・
こ
れ
か
ら
自
立
を
め
ざ
し
て
何
を
す
る
の
か
の
見
通
し
を
持
た
せ
て
い
る
か
・
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
仕
方
（
立
っ
て
、
座
っ
て
）
で
実
施
し
て
い
る
か
・
見
通
し
を
持
た
せ
る
予
告
を
し
て
い
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
い
る
か
22
・
調
理
の
内
容
は
児
童
生
徒
の
課
題
に
あ
っ
て
い
た
か
・
調
理
の
内
容
は
実
生
活
に
結
び
付
く
内
容
で
あ
っ
た
か
・
児
童
生
徒
が
魅
力
を
感
じ
る
内
容
で
あ
っ
た
か
・
何
に
役
に
立
つ
か
具
体
的
に
聞
い
た
か
自
主
的
に
取
り
組
め
た
か
。
感
想
や
反
省
点
を
発
表
す
る
場
面
を
設
定
で
き
た
か
・
課
題
が
将
来
の
自
立
に
向
け
て
適
当
で
あ
っ
た
か
・
自
立
を
め
ざ
し
た
も
の
か
・
作
業
内
容
が
生
徒
に
適
し
て
い
た
か
・
調
理
内
容
を
家
庭
に
も
報
告
し
た
か
・
自
主
的
に
取
り
組
め
た
か
・
感
想
や
反
省
点
を
発
表
す
る
場
面
を
設
定
で
き
た
か
・
調
理
内
容
を
家
庭
へ
連
絡
し
、
協
力
を
求
め
た
か
23
児
童
生
徒
は
必
要
な
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
（
自
己
申
告
）
聞
い
た
か
・
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
（
自
己
申
告
）
聞
い
た
か
・
生
徒
に
必
要
な
技
術
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
か
繰
り
返
し
指
導
し
定
着
さ
せ
た
か
作
業
内
容
が
生
徒
に
適
し
て
い
た
か
・
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
（
自
己
申
告
）
聞
い
た
か ・
生
徒
に
必
要
な
技
術
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
か
24
・
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
活
動
に
参
加
し
て
い
た
か
・
授
業
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
工
夫
が
あ
っ
た
か
活
動
が
不
十
分
な
生
徒
へ
の
フ
ァ
ロ
ー
は
し
た
か
活
動
が
不
十
分
な
生
徒
へ
の
フ
ァ
ロ
ー
は
し
た
か
・
課
題
に
少
し
で
も
興
味
を
持
ち
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
か
・
魅
力
的
な
献
立
で
あ
っ
た
か
・
課
題
に
少
し
で
も
興
味
を
持
ち
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
か
・
魅
力
的
な
献
立
で
あ
っ
た
か
・
課
題
に
少
し
で
も
興
味
を
持
ち
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
か
・
魅
力
的
な
献
立
で
あ
っ
た
か
25
児
童
生
徒
が
充
足
感
・
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
た
か
退
出
時
の
様
子
は
ど
う
か
評
価
す
る
言
葉
か
け
が
あ
っ
た
か
家
庭
に
お
い
て
も
自
分
で
作
ろ
う
と
思
え
た
か
家
庭
に
お
い
て
も
自
分
で
作
ろ
う
と
思
え
た
か
家
庭
に
お
い
て
も
自
分
で
作
ろ
う
と
思
え
た
か
26
教
員
の
言
葉
遣
い
は
調
理
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
・
指
示
語
を
使
わ
ず
、
具
体
的
に
相
手
に
向
か
っ
て
話
し
て
い
た
か
・
「
全
体
か
ら
部
分
へ
」
と
い
う
説
明
方
法
の
基
本
に
留
意
し
て
い
た
か
・
主
語
、
目
的
語
を
明
確
に
話
し
て
い
た
か
・
教
員
は
口
形
を
意
識
し
て
正
面
か
ら
話
し
て
い
た
か
・
見
る
→
聞
く
→
作
業
の
活
動
を
し
た
か
・
生
活
年
齢
に
応
じ
た
言
葉
で
、
わ
か
り
や
す
く
話
し
た
か
・
簡
潔
に
わ
か
り
や
す
く
話
し
た
か
・
必
要
に
応
じ
て
詳
し
い
説
明
を
し
た
か
・
簡
潔
に
わ
か
り
や
す
く
話
し
た
か
・
必
要
に
応
じ
て
具
体
的
な
説
明
を
し
た
か
27
授
業
の
時
間
配
分
は
適
当
で
あ
っ
た
か
児
童
生
徒
が
考
え
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
児
童
生
徒
が
考
え
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
事
前
、
事
後
学
習
も
で
き
た
か
児
童
生
徒
が
考
え
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
児
童
生
徒
が
考
え
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
28
T.
Tの
役
割
分
担
は
適
切
で
あ
っ
た
か
授
業
の
略
案
や
個
人
目
標
を
前
も
っ
て
確
認
し
て
い
る
か
T.
Tの
役
割
分
担
は
適
切
で
あ
っ
た
か
人
数
や
配
置
が
適
切
で
あ
っ
た
か
人
数
や
配
置
が
適
切
で
あ
っ
た
か
人
数
や
配
置
が
適
切
で
あ
っ
た
か
年
　
　
月
　
　
日
（
　
）
　
　
限
　
　
　
学
部
／
教
科
名
　
　
　
　
　
授
業
者
（
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
製
：
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
支
援
教
育
研
究
室
・
授
業
力
向
上
指
導
員
（
Ｈ
２
６
．
３
月
）
　
　
H2
5.
12
.2
0
授
業
改
善
に
む
け
て
の
ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト
　
　
　
　
　
（
家
庭
科
版
-調
理
）
　
評
価
（
授
業
者
・
見
学
者
）
視
覚
障
が
い
聴
覚
障
が
い
で
き
て
い
る
で
き
て
い
な
い
知
的
障
が
い
自
閉
症
・
発
達
障
が
い
・
丁
寧
語
を
使
い
、
生
徒
は
さ
ん
付
け
で
呼
ん
で
い
た
か
・
聞
き
取
り
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
指
示
で
あ
っ
た
か
病
弱
肢
体
不
自
由
準   備
危
険
な
も
の
（
ガ
ス
の
元
栓
、
換
気
扇
）
や
授
業
に
関
係
な
い
も
の
が
な
い
か
保
管
場
所
は
安
全
で
児
童
生
徒
が
出
し
や
す
い
場
所
（
特
に
包
丁
は
出
し
に
く
い
）
に
あ
る
か
・
食
材
や
調
味
料
な
ど
の
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
の
確
認
・
ｱﾚ
ﾙｷ
ﾞｰ
の
あ
る
生
徒
に
配
慮
で
き
て
い
る
か
・
滅
菌
時
間
の
を
し
た
か
・
布
巾
や
台
拭
き
は
児
童
生
徒
が
区
別
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
か
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
よ
く
で
き
て
い
る
前
回
を
振
り
返
り
、
今
日
の
調
理
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
か
評
価
す
る
言
葉
か
け
が
あ
っ
た
か
・
見
通
し
を
持
た
せ
る
予
告
を
し
て
い
る
か
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
い
る
か
児 童 生 徒 の 視 点 か ら の 本 時 の 評 価
児
童
生
徒
が
考
え
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
人
数
や
配
置
が
適
切
で
あ
っ
た
か
卵
割
り
、
肉
類
を
切
っ
た
後
な
ど
の
手
洗
い
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か
片
付
け
の
手
順
や
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
決
め
生
徒
自
身
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
か
、
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
る
か
授 業 の 導 入授 業 開 始
包
丁
使
用
時
や
コ
ン
ロ
の
周
り
に
物
が
な
い
か
、
火
元
（
や
け
ど
）
に
は
特
に
注
意
し
て
い
る
か
授 業 の 結 び
・
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
て
い
る
か
・
授
業
の
ル
ー
ル
（
持
ち
物
な
ど
）
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か ・
出
欠
を
取
り
、
T.
T.
全
員
で
共
有
し
て
い
る
か
不
調
時
や
ケ
ガ
の
対
応
の
体
制
は
で
き
て
い
る
か
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
、
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を
掲
示
し
て
い
る
か
必
要
あ
れ
ば
身
振
り
も
加
え
、
明
瞭
に
話
し
て
い
る
か
授 業 の 展 開
手
洗
い
の
手
順
を
、
図
や
写
真
等
で
洗
い
場
に
掲
示
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
い
る
か
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク
の
確
認
　
着
用
で
き
な
い
児
童
生
徒
の
対
応
し
て
い
る
か
・
課
題
に
少
し
で
も
興
味
を
持
ち
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
か ・
魅
力
的
な
献
立
で
あ
っ
た
か
分
別
す
る
場
所
を
明
確
に
、
視
覚
的
に
掲
示
し
て
い
る
か
・
出
来
栄
え
（
形
や
味
な
ど
）
を
発
表
さ
せ
る
工
夫
が
あ
る
か ・
児
童
生
徒
の
協
力
・
充
足
感
・
達
成
感
を
持
た
せ
ら
れ
た
不
調
時
や
ケ
ガ
の
対
応
を
適
切
に
し
て
い
る
か
T.
Tの
役
割
分
担
が
理
解
で
き
る
よ
う
指
導
案
等
を
作
成
し
て
い
る
か
T.
Tが
適
切
に
配
置
さ
れ
、
児
童
生
徒
が
協
力
し
て
作
業
で
き
る
よ
う
、
ま
た
試
食
中
の
マ
ナ
ー
等
を
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
指
導
し
て
い
る
か
個
々
の
課
題
を
明
確
に
し
、
時
間
内
に
完
成
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
か
・
自
主
的
に
取
り
組
め
た
か
・
感
想
や
反
省
点
を
発
表
す
る
場
面
を
設
定
で
き
た
か
・
調
理
内
容
を
家
庭
へ
連
絡
し
、
協
力
を
求
め
た
か
繰
り
返
し
指
導
し
定
着
さ
せ
た
か
何
を
す
る
場
所
で
あ
る
の
か
繰
り
返
し
指
導
し
、
必
要
あ
れ
ば
視
覚
的
に
提
示
し
て
い
る
か
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場
所
　
　
　
　
学
校
／
記
入
者
名
　
　
　
　
　
　
　
／
学
校
名
番 号
評
　
　
価
　
　
の
　
　
観
　
　
点
1
作
業
場
所
の
安
全
点
検
・
整
備
は
で
き
て
い
る
か
動
線
に
障
害
物
が
な
い
か
作
業
に
関
す
る
掲
示
物
な
ど
視
覚
的
な
配
慮
が
あ
る
か
・
危
険
な
物
が
な
い
か
、
衛
生
面
や
環
境
整
備
、
場
の
構
造
化
は
で
き
て
い
る
か
車
い
す
の
移
動
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
危
険
な
物
が
な
い
か
、
衛
生
面
や
環
境
整
備
は
で
き
て
い
る
か
不
必
要
な
視
覚
的
刺
激
が
な
い
か
確
認
し
て
い
る
か
2
・
必
要
な
教
材
は
そ
ろ
っ
て
い
る
か
・
使
う
道
具
（
補
助
具
・
治
具
・
部
品
等
）
の
点
検
・
整
備
は
で
き
て
い
る
か
所
定
の
位
置
に
準
備
さ
れ
て
い
る
か
使
用
す
る
物
の
数
等
の
確
認
は
し
て
い
る
か
・
扱
い
に
注
意
が
必
要
な
道
具
が
な
い
か
、
数
は
揃
っ
て
い
る
か
・
道
具
・
材
料
に
名
称
を
掲
示
し
て
並
べ
、
生
徒
が
自
分
で
準
備
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
る
か
・
作
業
台
の
高
さ
等
は
調
整
さ
れ
て
い
る
か
・
使
用
す
る
道
具
は
、
種
類
ご
と
に
ま
と
め
、
取
り
出
し
や
す
く
し
て
い
る
か
扱
い
に
注
意
が
必
要
な
道
具
が
な
い
か
、
数
は
揃
っ
て
い
る
か
個
別
の
学
習
方
法
に
対
応
で
き
る
工
夫
は
あ
る
か
3
・
ｻﾌ
ﾞﾃ
ｨｰ
ﾁｬ
ｰ（
サ
ブ
）
と
の
連
携
と
し
て
、
T.
Tの
教
員
に
役
割
、
持
ち
場
を
伝
え
て
い
る
か
作
業
場
面
に
応
じ
た
役
割
分
担
を
確
認
し
て
い
る
か
作
業
場
面
に
応
じ
た
役
割
分
担
を
確
認
し
て
い
る
か
T.
Tの
役
割
分
担
の
確
認
を
し
て
い
る
か
T.
Tの
役
割
分
担
の
確
認
を
し
て
い
る
か
本
時
に
担
当
す
る
子
ど
も
の
状
況
と
課
題
の
確
認
を
し
て
い
る
か
生
徒
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
役
割
分
担
し
て
い
る
か
4
各
生
徒
の
、
体
力
、
筋
力
、
視
覚
、
手
指
の
巧
緻
性
、
発
音
、
個
々
の
特
性
な
ど
の
実
態
把
握
は
で
き
て
い
る
か
・
個
々
の
見
え
方
を
正
し
く
把
握
し
て
い
る
か ・
見
え
方
以
外
の
個
々
の
特
性
を
把
握
し
て
い
る
か
・
個
々
の
聞
こ
え
方
を
正
し
く
把
握
し
て
い
る
か
・
聞
こ
え
方
以
外
の
個
々
の
特
性
を
把
握
し
て
い
る
か
・
感
覚
過
敏
な
ど
個
々
の
特
性
に
応
じ
て
、
そ
の
都
度
作
業
内
容
を
決
定
し
て
い
る
か
・
こ
だ
わ
り
な
ど
の
実
態
把
握
が
で
き
て
い
る
か
・
各
生
徒
の
身
体
の
動
き
を
把
握
で
き
て
い
る
か
・
連
合
運
動
や
、
過
度
の
力
が
入
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
い
る
か
個
々
の
状
況
等
と
必
要
な
配
慮
を
把
握
し
て
い
る
か
・
感
覚
過
敏
な
ど
個
々
の
特
性
に
応
じ
て
、
そ
の
都
度
作
業
内
容
を
決
定
し
て
い
る
か
・
個
々
の
特
性
と
必
要
な
配
慮
を
把
握
し
て
い
る
か
5
授
業
開
始
の
あ
い
さ
つ
は
で
き
て
い
る
か
あ
い
さ
つ
を
す
る
顔
や
身
体
の
向
き
、
距
離
に
対
し
て
の
声
量
が
適
切
で
あ
る
か
の
確
認
が
さ
れ
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
発
声
、
手
話
を
用
い
て
全
員
そ
ろ
っ
て
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
・
あ
い
さ
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
、
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
・
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
毎
時
間
行
っ
て
い
る
か
・
あ
い
さ
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
、
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
・
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
毎
時
間
行
っ
て
い
る
か
自
分
の
可
能
な
姿
勢
で
気
持
ち
を
整
え
て
あ
い
さ
つ
し
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
時
間
の
切
り
替
え
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
6
出
欠
確
認
・
体
調
の
自
己
管
理
を
指
導
し
て
い
る
か
・
友
だ
ち
の
出
欠
を
お
互
い
に
確
認
で
き
て
い
る
か
・
自
己
申
告
で
き
る
場
面
が
あ
る
か
自
己
申
告
で
き
る
場
面
が
あ
る
か
（
し
ん
ど
い
、
寝
不
足
等
）
・
担
任
・
前
の
授
業
担
当
者
か
ら
引
き
継
ぎ
は
で
き
て
い
る
か
・
マ
カ
ト
ン
サ
イ
ン
の
使
用
な
ど
。
・
担
任
・
前
の
授
業
担
当
者
か
ら
引
き
継
ぎ
は
で
き
て
い
る
か
・
マ
カ
ト
ン
サ
イ
ン
の
使
用
な
ど
は
あ
る
か
。
・
欠
席
理
由
を
確
実
に
把
握
し
て
い
る
か
・
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
か
・
自
己
申
告
を
受
け
、
顔
色
や
副
作
用
等
の
影
響
の
確
認
を
し
て
い
る
か
・
TT
で
共
有
し
て
い
る
か
・
自
分
か
ら
申
告
す
る
方
法
を
指
導
し
て
い
る
か
7
生
徒
の
授
業
の
準
備
が
で
き
て
い
る
か
の
確
認
を
し
て
い
る
か
（
服
装
・
タ
オ
ル
、
頭
髪
、
爪
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
袋
等
）
各
自
必
要
な
視
覚
補
助
具
が
準
備
で
き
て
い
る
か
鏡
や
カ
ー
ド
等
を
用
い
て
、
自
己
点
検
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
る
か
鏡
で
見
る
な
ど
視
覚
的
に
自
己
確
認
さ
せ
て
い
る
か
必
要
な
物
を
取
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
自
分
か
ら
頼
む
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
か
必
要
な
物
を
確
認
し
、
足
り
な
い
場
合
取
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
自
分
か
ら
頼
む
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
か
自
分
に
必
要
な
タ
イ
マ
ー
、
カ
ー
ド
等
の
授
業
準
備
が
で
き
て
い
る
か
8
前
の
授
業
の
ふ
り
か
え
り
を
し
て
い
る
か
前
回
の
教
材
を
用
い
て
確
認
し
て
い
る
か
前
回
の
教
材
を
用
い
て
確
認
し
て
い
る
か
現
物
、
見
本
等
を
提
示
し
て
確
認
し
て
い
る
か
現
物
、
見
本
等
を
提
示
し
て
確
認
し
て
い
る
か
前
回
の
教
材
を
用
い
て
確
認
し
て
い
る
か
前
回
の
提
示
教
材
で
、
想
起
の
工
夫
を
し
て
い
る
か
9
本
時
の
課
題
、
目
標
（
作
業
の
到
達
目
標
、
作
業
時
間
、
休
憩
時
間
な
ど
）
を
説
明
し
、
自
己
目
標
を
設
定
さ
せ
、
意
欲
を
高
め
て
い
る
か
言
葉
で
簡
潔
に
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
か
生
徒
の
理
解
度
を
確
認
し
て
い
る
か
・
作
業
量
を
視
覚
的
に
示
し
て
達
成
目
標
と
し
て
い
る
か
・
自
己
目
標
設
定
が
適
切
か
指
導
し
て
い
る
か
現
物
、
見
本
等
を
提
示
し
て
、
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
か
本
時
の
流
れ
と
と
も
に
、
学
習
量
を
伝
え
て
い
る
か
本
時
の
流
れ
と
到
達
目
標
を
あ
ら
か
じ
め
示
し
て
い
る
か
10
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
の
ル
ー
ル
を
提
示
し
て
い
る
か
作
業
空
間
の
位
置
関
係
を
言
葉
で
簡
潔
に
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
か
視
覚
的
な
配
慮
を
し
て
い
る
か
危
険
な
こ
と
は
、
Ｔ
．
Ｔ
の
指
導
の
も
と
で
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
か
危
険
な
こ
と
は
、
Ｔ
．
Ｔ
の
指
導
の
も
と
で
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
か
生
徒
の
状
況
等
に
応
じ
た
ル
ー
ル
を
提
示
し
確
認
し
て
い
る
か
個
々
の
生
徒
に
応
じ
た
理
解
の
方
法
で
ル
ー
ル
を
説
明
し
て
い
る
か
11
・
教
員
は
正
し
い
言
葉
遣
い
で
話
し
て
い
る
か
・
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
重
要
性
に
触
れ
、
誰
に
対
し
て
行
う
か
を
確
認
し
て
い
る
か
言
葉
で
簡
潔
に
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
か
視
覚
的
な
配
慮
を
し
て
い
る
か
言
葉
か
け
を
し
な
が
ら
、
実
際
に
練
習
し
て
い
る
か
言
葉
か
け
を
し
な
が
ら
、
実
際
に
練
習
し
て
い
る
か
言
葉
で
簡
潔
に
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
か
視
覚
的
な
配
慮
も
入
れ
、
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
か
12
作
業
内
容
の
工
程
を
明
確
に
し
て
い
る
か
（
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
簡
潔
に
説
明
）
・
点
字
、
拡
大
文
字
、
口
頭
等
、
個
に
応
じ
た
工
夫
を
行
っ
て
い
る
か
・
道
具
等
の
使
用
上
の
注
意
事
項
を
確
認
し
て
い
る
か
作
業
方
法
等
を
配
布
し
て
い
る
か
・
作
業
を
単
純
に
し
て
い
る
か
生
徒
の
作
業
終
了
に
気
づ
い
て
、
自
発
的
に
作
業
終
了
の
報
告
を
す
る
よ
う
声
か
け
を
し
て
い
る
か
作
業
方
法
等
を
配
布
し
て
い
る
か
・
具
体
的
表
現
で
説
明
の
ポ
イ
ン
ト
と
全
体
量
を
示
し
て
い
る
か
・
作
業
方
法
等
を
配
布
し
て
い
る
か
13
作
業
・
活
動
の
意
義
を
伝
え
て
い
る
か
実
習
に
お
い
て
は
最
終
目
標
を
設
定
し
年
間
通
じ
て
指
導
し
て
い
る
か
、
作
業
の
因
果
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
作
業
の
因
果
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
作
業
の
因
果
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
勘
違
い
、
聞
き
違
い
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い
る
か
14
作
業
の
手
順
・
分
担
を
明
確
に
し
て
い
る
か
１
人
１
人
に
課
題
を
与
え
個
々
に
応
じ
た
進
度
に
合
わ
せ
て
い
る
か
手
順
表
・
工
程
表
な
ど
は
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
手
順
表
・
工
程
表
な
ど
は
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
手
順
表
・
工
程
表
な
ど
は
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
手
順
表
・
工
程
表
な
ど
は
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
15
作
業
の
到
達
目
標
や
結
論
を
明
確
に
し
て
い
る
か
個
々
の
技
能
に
合
わ
せ
た
到
達
目
標
（
資
格
取
得
等
）
を
決
め
て
い
る
か
目
標
数
や
完
成
品
の
提
示
を
具
体
的
に
し
て
い
る
か
目
標
数
や
完
成
品
の
提
示
を
具
体
的
に
し
て
い
る
か
個
々
の
状
況
や
技
能
に
合
わ
せ
た
到
達
目
標
を
決
め
て
い
る
か
目
標
数
や
完
成
品
の
提
示
を
具
体
的
に
し
て
い
る
か
16
作
業
時
間
を
提
示
し
て
い
る
か
時
間
配
分
は
十
分
か
毎
授
業
時
間
で
ど
こ
ま
で
進
む
か
説
明
し
て
い
る
か
タ
イ
マ
ー
（
デ
ジ
タ
ル
、
ア
ナ
ロ
グ
）
な
ど
を
利
用
し
て
、
終
了
時
間
を
知
ら
せ
て
い
る
か
タ
イ
マ
ー
（
デ
ジ
タ
ル
、
ア
ナ
ロ
グ
）
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
か
毎
授
業
時
間
で
ど
こ
ま
で
進
む
か
説
明
し
て
い
る
か
タ
イ
マ
ー
（
デ
ジ
タ
ル
、
ア
ナ
ロ
グ
）
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
か
17
・
生
徒
に
肯
定
的
な
声
か
け
を
行
い
、
意
欲
を
高
め
て
い
る
か
・
困
っ
て
い
る
生
徒
に
気
づ
き
、
具
体
的
で
適
切
な
指
導
を
し
て
い
る
か
・
報
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
指
示
し
て
い
る
か
点
字
、
拡
大
文
字
、
口
頭
等
、
個
に
応
じ
た
工
夫
を
行
っ
て
い
る
か
・
主
語
、
目
的
語
を
明
確
に
話
し
て
い
る
か
・
教
員
は
口
形
を
意
識
し
て
正
面
か
ら
話
し
て
い
る
か
・
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
・
報
告
が
う
ま
く
で
き
る
よ
う
な
手
立
て
が
十
分
な
さ
れ
て
い
る
か
生
徒
の
作
業
終
了
に
気
づ
き
、
自
発
的
に
作
業
終
了
の
報
告
を
す
る
よ
う
声
か
け
し
て
い
る
か
負
担
に
な
ら
な
い
方
法
を
指
示
し
て
い
る
か
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
18
ふ
り
か
え
り
の
機
会
を
設
定
し
て
い
る
か
作
業
日
誌
の
記
入
や
各
生
徒
の
作
品
鑑
賞
な
ど
、
自
己
評
価
・
教
員
評
価
ど
ち
ら
も
で
き
て
い
る
か
作
業
日
誌
の
記
入
や
各
生
徒
の
作
品
鑑
賞
な
ど
、
自
己
評
価
・
教
員
評
価
ど
ち
ら
も
で
き
て
い
る
か
・
作
業
日
誌
の
記
入
や
各
生
徒
の
作
品
鑑
賞
な
ど
、
自
己
評
価
・
教
員
評
価
ど
ち
ら
も
で
き
て
い
る
か
・
自
己
目
標
に
つ
い
て
の
自
己
評
価
を
さ
せ
て
い
る
か
作
業
日
誌
の
記
入
や
各
生
徒
の
作
品
鑑
賞
な
ど
、
自
己
評
価
・
教
員
評
価
ど
ち
ら
も
で
き
て
い
る
か
作
業
日
誌
の
記
入
や
各
生
徒
の
作
品
鑑
賞
な
ど
、
自
己
評
価
・
教
員
評
価
ど
ち
ら
も
で
き
て
い
る
か
作
業
日
誌
の
記
入
や
各
生
徒
の
作
品
鑑
賞
な
ど
、
自
己
評
価
・
教
員
評
価
ど
ち
ら
と
も
で
き
て
い
る
か
19
手
洗
い
、
清
掃
、
後
片
付
け
の
時
間
を
確
保
し
て
い
る
か
（
危
険
物
の
確
認
、
保
管
の
徹
底
）
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
毎
時
間
行
っ
て
い
る
か
片
付
け
、
清
掃
等
次
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
か
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
毎
時
間
行
っ
て
い
る
か
・
各
自
が
取
り
組
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
・
片
付
け
の
方
法
を
理
解
さ
せ
て
い
る
か
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
毎
時
間
行
っ
て
い
る
か
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
毎
時
間
行
っ
て
い
る
か
20
各
生
徒
の
作
業
量
が
分
か
る
よ
う
に
、
数
量
記
録
な
ど
を
し
て
い
る
か
。
点
字
、
拡
大
文
字
、
口
頭
等
、
個
に
応
じ
た
工
夫
を
行
っ
て
い
る
か
作
品
で
正
確
さ
、
数
等
の
確
認
を
し
て
い
る
か
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
視
覚
的
に
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
も
の
を
準
備
し
て
い
る
か
21
次
回
の
予
告
と
終
わ
り
の
あ
い
さ
つ
は
で
き
て
い
る
か
（
ケ
ガ
が
な
い
か
確
認
）
・
日
付
や
曜
日
、
準
備
物
の
確
認
が
具
体
的
に
さ
れ
て
い
る
か
板
書
や
プ
リ
ン
ト
で
確
認
し
た
か
次
回
の
予
告
を
具
体
的
に
し
て
、
見
通
し
を
も
て
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
か
次
回
の
予
告
を
具
体
的
に
し
た
か
次
回
の
予
告
を
具
体
的
に
し
た
か
次
回
の
予
告
を
具
体
的
に
し
て
、
見
通
し
を
も
て
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
か
22
安
全
と
作
業
に
対
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
か
個
々
の
見
え
方
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
か
個
々
の
聞
こ
え
方
が
正
し
く
把
握
さ
れ
て
い
た
か
自
己
肯
定
感
の
低
い
生
徒
へ
の
配
慮
（
道
具
の
使
い
方
等
）
は
あ
っ
た
か
・
麻
痺
等
の
あ
る
生
徒
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
か ・
補
助
具
・
治
具
は
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
個
々
の
状
況
等
と
必
要
な
配
慮
が
把
握
さ
れ
て
い
た
か
個
々
の
特
性
と
必
要
な
配
慮
が
把
握
さ
れ
て
い
た
か
23
・
作
業
内
容
の
説
明
を
理
解
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
か
・
最
後
ま
で
集
中
し
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
・
成
功
経
験
を
得
ら
れ
る
教
材
・
作
業
量
・
作
業
内
容
で
あ
っ
た
か ・
生
徒
に
発
表
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
・
個
々
の
見
え
方
に
配
慮
が
あ
っ
た
か
・
手
順
や
ポ
イ
ン
ト
が
理
解
で
き
た
か
個
々
の
聞
こ
え
方
に
配
慮
が
あ
っ
た
か
自
己
肯
定
感
の
低
い
生
徒
へ
の
配
慮
（
道
具
の
使
い
方
等
）
は
あ
っ
た
か
麻
痺
等
の
あ
る
生
徒
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
た
か
個
々
の
状
況
等
と
必
要
な
配
慮
が
把
握
さ
れ
て
い
た
か
個
々
の
特
性
と
必
要
な
配
慮
が
把
握
さ
れ
て
い
た
か
24
仕
事
（
作
業
）
に
見
合
う
だ
け
の
成
功
経
験
・
達
成
感
が
得
ら
れ
た
か
、
褒
め
ら
れ
た
実
感
は
あ
る
か
・
就
労
し
て
か
ら
活
用
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
か
生
徒
の
作
業
（
量
や
質
）
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
声
か
け
が
な
さ
れ
て
い
た
か
自
己
肯
定
感
の
低
い
生
徒
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
か
自
己
肯
定
感
の
低
い
生
徒
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
か
自
己
肯
定
感
の
低
い
生
徒
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
か
自
己
肯
定
感
の
低
い
生
徒
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
か
自
己
肯
定
感
の
低
い
生
徒
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
か
25
教
員
の
言
葉
遣
い
は
、
仕
事
（
作
業
）
の
場
面
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
か
・
指
示
語
を
使
わ
ず
、
具
体
的
に
話
し
て
も
ら
え
た
か
・
「
全
体
か
ら
部
分
へ
」
と
い
う
説
明
方
法
の
基
本
に
留
意
し
た
話
で
あ
っ
た
か
・
主
語
、
目
的
語
を
明
確
に
話
し
た
か
・
教
員
は
口
形
を
意
識
し
て
正
面
か
ら
話
し
て
い
た
か
・
見
る
→
聞
く
→
作
業
の
活
動
を
し
て
い
た
か
・
て
い
ね
い
語
を
使
い
、
生
徒
は
さ
ん
付
け
で
呼
ば
れ
た
か
・
聞
き
と
り
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
指
示
で
あ
っ
た
か
・
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
等
で
呼
ば
れ
ず
、
さ
ん
付
け
で
呼
ば
れ
た
か
・
聞
き
取
り
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
指
示
で
あ
っ
た
か
・
て
い
ね
い
語
を
使
い
、
生
徒
は
さ
ん
付
け
で
呼
ば
れ
て
い
た
か
・
聞
き
取
り
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
指
示
で
あ
っ
た
か
・
て
い
ね
い
語
を
使
い
、
生
徒
は
さ
ん
付
け
で
呼
ん
で
い
た
か
・
聞
き
と
り
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
指
示
で
あ
っ
た
か
26
T.
T.
の
役
割
分
担
は
適
切
で
あ
っ
た
か
生
徒
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
し
て
い
た
か
生
徒
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
し
て
い
た
か
個
々
の
生
徒
へ
の
対
応
の
違
い
が
明
確
に
さ
れ
、
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
し
て
い
た
か
個
々
の
生
徒
へ
の
対
応
の
違
い
が
明
確
に
さ
れ
、
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
し
て
い
た
か
安
全
確
認
、
課
題
の
個
別
指
導
分
担
が
で
き
て
い
た
か
生
徒
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
し
て
い
た
か
点
字
、
拡
大
文
字
、
口
頭
等
、
個
に
応
じ
た
工
夫
を
行
っ
て
い
る
か
視
覚
障
が
い
聴
覚
障
が
い
知
的
障
が
い
肢
体
不
自
由
 生 徒 の 視 点 か ら の 本 時 の 評 価
評
価
（
授
業
者
・
見
学
者
）
授 業 の 導 入　 　 直 前 準 備
授
業
改
善
に
む
け
て
の
ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト
（
職
業
版
）
で
き
て
い
る
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
授 業 の 展 開入 室 か ら 授 業 開 始 授 業 の 結 び
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２
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病
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自
閉
症
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障
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部
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者
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よ
く
で
き
て
い
る
で
き
て
い
な
い
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特別支援学校における「指導実践改善シート」～１作成までの経緯～
キ
ー
ワ
ー
ド
番
号
評
価
の
観
点
１
視
覚
障
が
い
２
聴
覚
障
が
い
３
知
的
障
が
い
４
肢
体
不
自
由
５
病
弱
６
発
達
障
が
い
・
自
閉
症
環
境
1
授
業
を
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
か
1)
視
覚
補
助
具
の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
2)
採
光
の
調
整
、
室
温
、
座
席
の
位
置
は
適
切
か
1)
集
団
補
聴
器
の
準
備
と
座
席
配
置
（
馬
蹄
形
等
）
は
で
き
て
い
る
か
2)
PC
、
大
型
テ
レ
ビ
等
や
掲
示
教
材
の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
3)
板
書
指
導
案
を
準
備
し
て
い
る
か
1)
教
材
教
具
の
準
備
と
そ
の
位
置
、
安
全
確
認
が
で
き
て
い
る
か
2)
体
格
に
合
っ
た
机
、
い
す
の
高
さ
か
3)
座
席
の
配
置
は
適
切
か
1)
室
温
、
湿
度
が
適
切
に
保
た
れ
て
い
る
か
2)
教
材
教
具
や
補
助
具
の
位
置
と
、
安
全
確
認
が
で
き
て
い
る
か
3)
車
イ
ス
が
通
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
1)
学
習
許
可
や
室
温
、
湿
度
、
教
材
等
の
消
毒
済
み
の
確
認
を
し
て
い
る
か
2)
学
習
場
所
、
ス
ペ
ー
ス
の
消
毒
や
安
全
確
認
が
で
き
て
い
る
か
1)
不
必
要
な
掲
示
は
な
い
か
2)
前
時
の
板
書
が
き
れ
い
に
消
さ
れ
て
い
る
か
教
材
2
必
要
な
教
材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
3)
触
察
教
材
も
活
用
し
て
い
る
か
4)
視
覚
教
材
も
活
用
し
て
い
る
か
5)
ﾋﾞ
ﾃﾞ
ｵﾃ
ﾞｯ
ｷ等
の
音
量
が
適
切
か
確
認
し
て
い
る
か
4)
安
全
で
操
作
の
易
し
い
教
材
か
4)
扱
い
や
す
い
、
軽
い
教
材
か
5)
教
材
等
を
固
定
す
る
工
夫
が
あ
る
か
3)
個
々
の
子
ど
も
の
教
科
書
等
で
の
単
元
等
の
確
認
を
し
て
い
る
か
3)
個
別
の
学
習
方
法
に
対
応
で
き
る
教
材
か
ｻﾌ
ﾞﾃ
ｨ-
ﾁｬ
ｰ(
サ
ブ
)と
の
連
携
3
Ｔ
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
の
分
担
確
認
は
で
き
て
い
る
か
4)
学
習
活
動
場
面
に
応
じ
た
役
割
分
担
を
確
認
し
て
い
る
か
6)
学
習
活
動
場
面
に
応
じ
た
役
割
分
担
を
確
認
し
て
い
る
か
5)
授
業
の
流
れ
と
TT
の
役
割
分
担
の
確
認
を
し
て
い
る
か
6)
授
業
の
流
れ
と
TT
の
役
割
分
担
の
確
認
を
し
て
い
る
か
7)
本
時
に
担
当
す
る
子
ど
も
の
状
況
と
課
題
の
確
認
を
し
て
い
る
か
4)
本
時
に
担
当
す
る
子
ど
も
の
状
況
と
課
題
の
確
認
を
し
て
い
る
か
4)
子
ど
も
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
役
割
分
担
し
て
い
る
か
挨
拶
4
授
業
開
始
の
挨
拶
は
で
き
て
い
る
か
5)
挨
拶
を
す
る
顔
や
身
体
の
向
き
、
距
離
に
対
し
て
の
声
量
が
適
切
で
あ
る
か
の
確
認
が
さ
れ
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
7)
発
声
、
手
話
を
用
い
て
全
員
そ
ろ
っ
て
挨
拶
さ
せ
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
6)
挨
拶
の
パ
タ
ー
ン
を
決
め
、
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
8)
姿
勢
や
気
持
ち
を
整
え
て
挨
拶
す
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
5)
自
分
の
可
能
な
姿
勢
で
気
持
ち
を
整
え
て
挨
拶
さ
せ
て
い
る
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
5)
時
間
の
切
り
替
え
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
（
終
わ
り
の
挨
拶
も
）
出
欠
・
体
調
確
認
5
出
欠
確
認
・
体
調
の
自
己
管
理
を
指
導
し
て
い
る
か
6)
友
だ
ち
の
出
欠
を
お
互
い
に
確
認
で
き
て
い
る
か
　 7)
自
己
申
告
で
き
る
場
面
が
あ
る
か
8)
友
だ
ち
の
出
欠
を
お
互
い
に
確
認
で
き
て
い
る
か
　 9)
自
己
申
告
で
き
る
場
面
が
あ
る
か
7)
TT
で
共
有
し
て
い
る
か
8)
自
己
申
告
で
き
る
場
面
が
あ
る
か
9)
TT
で
共
有
し
て
い
る
か
10
)一
人
づ
つ
顔
色
や
表
情
、
覚
醒
状
態
や
体
調
を
確
認
し
て
い
る
か
6)
欠
席
理
由
を
確
実
に
把
握
し
て
い
る
か
7)
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
、
自
己
申
告
を
受
け
、
顔
色
や
副
作
用
等
の
影
響
の
確
認
を
し
て
い
る
か
6)
TT
で
共
有
し
て
い
る
か
7)
自
分
か
ら
申
告
す
る
方
法
を
指
導
し
て
い
る
か
子
ど
も
の
授
業
準
備
(構
え
)の
確
認
6
子
ど
も
の
授
業
準
備
が
出
来
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
か
8)
指
先
が
冷
え
て
い
な
い
か
9)
各
自
必
要
な
視
覚
補
助
具
が
準
備
で
き
て
い
る
か
10
)補
聴
器
ス
イ
ッ
チ
や
電
池
の
確
認
等
が
で
き
て
い
る
か
9)
指
示
に
沿
っ
た
授
業
準
備
が
で
き
て
い
る
か
11
)ﾎ
ﾟｼ
ﾞｼ
ｮﾆ
ﾝｸ
ﾞ･
呼
吸
器
等
、
個
々
の
準
備
が
で
き
て
い
る
か
8)
自
分
で
授
業
準
備
が
で
き
て
い
る
か
8)
自
分
に
必
要
な
タ
イ
マ
ー
、
カ
ー
ド
等
の
授
業
準
備
が
で
き
て
い
る
か
前
回
の
ふ
り
か
え
り
7
前
の
授
業
の
ふ
り
か
え
り
を
し
て
い
る
か
10
)教
科
書
や
前
回
の
教
材
を
用
い
て
確
認
し
た
か
11
)前
回
の
掲
示
教
材
や
プ
リ
ン
ト
、
ノ
ー
ト
等
で
確
認
し
た
か
10
)具
体
物
（
教
材
教
具
）
を
提
示
し
て
確
認
し
た
か
12
)具
体
物
（
教
材
教
具
）
を
提
示
し
て
確
認
し
た
か
9)
個
々
の
教
科
書
や
ノ
ー
ト
で
確
認
し
た
か
9)
前
回
の
提
示
教
材
で
、
想
起
の
工
夫
を
し
て
い
る
か
本
時
の
説
明
8
本
時
の
課
題
を
確
認
し
意
欲
を
高
め
て
い
る
か
11
)単
元
全
体
の
中
で
の
本
時
の
課
題
を
説
明
し
て
い
る
か
12
)単
元
目
標
と
本
時
の
関
連
を
確
認
し
て
い
る
か
13
)何
を
学
習
す
る
か
声
に
出
し
て
確
認
さ
せ
て
い
る
か
11
)流
れ
を
視
覚
的
に
理
解
し
や
す
い
工
夫
を
し
て
い
る
か
13
)休
憩
時
間
も
含
め
、
時
間
配
分
を
表
示
し
自
分
が
取
り
組
む
際
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
か
10
)本
時
の
流
れ
と
と
も
に
、
学
習
量
を
伝
え
て
い
る
か
10
)本
時
の
流
れ
と
到
達
目
標
を
あ
ら
か
じ
め
示
し
て
い
る
か
学
習
内
容
の
説
明
9
・
説
明
の
言
葉
は
、
聴
き
取
り
や
す
い
、
適
切
な
言
葉
を
遣
っ
て
い
る
か
・
説
明
と
、
板
書
の
時
間
を
分
け
て
確
保
を
し
て
い
る
か
（
掲
示
物
の
説
明
）
12
)指
示
語
を
使
わ
ず
、
具
体
的
に
相
手
に
向
か
っ
て
話
し
て
い
る
か
13
)「
全
体
か
ら
部
分
へ
」
と
い
う
説
明
方
法
の
基
本
に
留
意
し
て
い
る
か
14
)主
語
、
目
的
語
を
明
確
に
話
し
て
い
る
か
15
)教
員
は
口
形
を
意
識
し
て
正
面
か
ら
話
し
て
い
る
か
16
)不
適
切
な
幼
児
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
な
い
か
17
)集
団
補
聴
器
を
活
用
し
て
い
る
か
18
)見
る
→
読
む
→
書
く
の
活
動
を
分
け
て
い
る
か
12
)ゆ
っ
く
り
明
瞭
に
発
音
し
て
い
る
か
13
)音
に
敏
感
な
子
ど
も
へ
の
配
慮
は
あ
る
か
14
)マ
カ
ト
ン
法
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
等
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
15
)見
る
→
読
む
→
書
く
の
活
動
を
分
け
て
い
る
か
14
)聞
き
や
す
い
側
か
ら
話
し
て
い
る
か
15
)簡
潔
な
説
明
を
し
て
い
る
か
16
)不
適
切
な
幼
児
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
な
い
か
11
)環
境
(病
院
)に
応
じ
た
音
量
調
整
を
し
て
い
る
か
12
)気
持
ち
に
配
慮
し
た
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
か
11
)音
に
敏
感
な
子
ど
も
に
配
慮
は
あ
る
か
12
)具
体
的
表
現
で
説
明
の
ポ
イ
ン
ト
と
全
体
量
を
示
し
て
い
る
か
13
)禁
止
語
や
反
応
し
や
す
い
語
を
避
け
て
い
る
か
14
)助
詞
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
か
板
書
・
掲
示
物
10
・
板
書
、
掲
示
物
の
文
字
は
、
ど
の
座
席
か
ら
で
も
読
め
る
か
・
板
書
、
掲
示
物
の
配
置
は
、
話
の
流
れ
に
そ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
か
14
)黒
板
で
は
「
白
・
黄
」
(「
赤
・
青
」
×
)の
チ
ョ
ー
ク
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
は
「
黒
・
青
」
(「
黄
」
×
)の
使
用
に
留
意
し
て
い
る
か
15
)文
字
の
大
き
さ
、
フ
ォ
ン
ト
に
配
慮
し
て
い
る
か
16
)記
号
や
マ
ー
ク
を
つ
け
て
整
理
し
て
い
る
か
19
)筆
順
は
正
し
い
か
20
)絵
ｶｰ
ﾄﾞ
、
文
字
ｶｰ
ﾄﾞ
等
を
活
用
し
て
い
る
か
16
)ど
こ
を
書
き
写
す
か
を
明
示
し
て
い
る
か
17
)ﾁ
ｮ-
ｸ･
ﾏｼ
ﾞｯ
ｸ･
ﾏｸ
ﾞﾈ
ｯﾄ
等
の
扱
い
に
注
意
し
て
い
る
か
18
)黒
板
の
分
割
活
用
を
し
て
い
る
か
19
)読
み
仮
名
の
付
加
や
文
字
の
大
き
さ
等
に
配
慮
し
て
い
る
か
17
)I
CT
(大
型
テ
レ
ビ
等
)の
位
置
は
適
切
か
18
)板
書
と
同
じ
プ
リ
ン
ト
や
個
別
の
Ｐ
Ｃ
等
の
用
意
が
で
き
て
い
る
か
13
)子
ど
も
の
そ
ば
で
ﾐﾆ
ﾎﾜ
ｲﾄ
ﾎﾞ
ｰﾄ
ﾞや
IC
T（
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
）
等
を
使
用
し
て
い
る
か
14
)板
書
と
同
じ
プ
リ
ン
ト
の
用
意
が
あ
る
か
15
)Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
示
し
て
い
る
か
16
)黒
板
を
分
割
活
用
し
て
い
る
か
17
)電
子
黒
板
の
掲
示
や
板
書
と
同
じ
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
る
か
机
間
指
導
11
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
机
間
指
導
を
し
て
い
る
か
17
)正
し
く
ノ
ー
ト
が
書
け
て
い
る
か
18
)必
要
以
上
の
負
荷
が
か
か
っ
て
い
な
い
か
の
確
認
を
し
て
い
る
か
21
)注
視
時
間
が
長
す
ぎ
な
い
か
、
内
容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
の
確
認
を
し
て
い
る
か
20
)自
発
的
な
行
動
を
促
し
て
い
る
か
21
)ロ
ッ
キ
ン
グ
等
の
常
同
行
動
へ
の
適
切
な
対
応
が
あ
る
か
19
)体
調
の
急
変
・
同
じ
体
位
が
長
く
な
い
か
注
意
し
て
い
る
か
15
)体
調
の
急
変
・
医
療
器
械
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
用
意
が
あ
る
か
18
)勘
違
い
、
聞
き
違
い
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い
る
か
19
)気
持
ち
や
姿
勢
の
立
て
直
し
を
促
し
て
い
る
か
発
問
と
評
価
12
・
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
発
問
が
さ
れ
て
い
る
か
・
子
ど
も
の
答
え
を
肯
定
的
に
評
価
し
、
全
体
に
返
し
て
い
る
か
19
)「
次
の
人
」
「
後
ろ
の
人
」
で
は
な
く
、
名
前
を
呼
ん
で
発
問
を
し
て
い
る
か
20
)具
体
的
な
数
字
等
に
置
き
換
え
て
、
全
体
に
返
し
て
い
る
か
22
)発
問
内
容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
の
確
認
を
し
て
い
る
か
23
)集
団
討
論
に
全
員
が
参
加
出
来
て
い
る
か
22
)選
択
肢
か
ら
選
ぶ
、
カ
ー
ド
の
提
示
等
、
答
え
方
の
指
導
を
し
て
い
る
か
23
)即
時
に
具
体
的
に
ほ
め
て
い
る
か
20
)ｲ
ｴｽ
･ﾉ
ｰｶ
ｰﾄ
ﾞや
ｽｲ
ｯﾁ
、
VO
CA
等
支
援
機
器
に
よ
る
答
え
方
の
工
夫
が
あ
る
か
21
)達
成
感
が
得
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
的
確
に
ほ
め
て
い
る
か
16
)子
ど
も
の
習
熟
度
や
理
解
の
程
度
に
応
じ
た
発
問
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
17
)「
わ
か
っ
た
」
と
「
で
き
た
」
を
区
別
し
て
ほ
め
て
い
る
か
20
)指
名
す
る
順
序
等
の
予
告
を
し
て
い
る
か
21
)即
時
に
良
か
っ
た
点
を
具
体
的
に
ほ
め
て
い
る
か
本
時
の
ふ
り
か
え
り
13
ま
と
め
の
内
容
は
、
課
題
や
本
時
の
目
標
と
一
致
し
て
い
る
か
21
)ま
と
め
か
ら
本
時
の
目
標
が
理
解
で
き
る
具
体
物
や
体
験
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
24
)何
の
学
習
を
し
た
か
を
声
に
出
し
て
確
認
し
て
い
る
か
24
)課
題
と
ま
と
め
は
一
致
し
て
い
る
か
25
)成
果
の
確
認
を
し
て
、
褒
め
て
い
る
か
22
)ま
と
め
と
本
時
の
ふ
り
か
え
り
は
児
童
生
徒
の
思
い
や
理
解
の
内
容
を
引
き
出
し
て
い
る
か
18
)「
わ
か
っ
た
こ
と
」
「
で
き
た
こ
と
」
の
確
認
と
、
ま
と
め
は
本
時
の
目
標
と
一
致
し
て
い
る
か
22
)ま
と
め
と
本
時
の
振
り
返
り
を
入
れ
た
か
5
次
回
予
告
と
あ
い
さ
つ
14
・
次
回
の
授
業
に
言
及
し
て
い
る
か
・
終
わ
り
の
挨
拶
は
で
き
て
い
る
か
22
)日
付
や
曜
日
、
準
備
物
の
確
認
が
具
体
的
に
さ
れ
て
い
る
か
25
)板
書
、
ノ
ー
ト
で
確
認
し
て
い
る
か
26
)次
回
の
予
告
を
具
体
的
に
し
て
い
る
か
23
)次
回
の
予
告
を
具
体
的
に
し
て
い
る
か
19
)次
回
の
予
告
を
具
体
的
に
し
て
い
る
か
23
)次
回
の
予
告
を
具
体
的
に
し
て
、
心
の
準
備
を
さ
せ
て
い
る
か
注
目
15
子
ど
も
に
正
対
し
て
い
る
か
23
)教
員
の
気
配
を
感
じ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
か
26
)子
ど
も
た
ち
は
全
員
教
師
を
見
て
い
る
か
確
認
し
て
い
る
か
27
)目
が
あ
う
の
を
待
っ
て
い
る
か
28
)注
意
を
向
け
さ
せ
る
手
立
て
が
あ
る
か
24
)必
要
に
応
じ
子
ど
も
に
近
づ
い
て
い
る
か
20
)必
要
に
応
じ
子
ど
も
に
近
づ
い
て
い
る
か
24
)子
ど
も
と
の
距
離
を
考
え
て
い
る
か
25
)注
意
を
向
け
さ
せ
る
手
立
て
を
考
え
て
い
る
か
学
習
内
容
・
学
習
量
16
・
学
力
差
等
に
応
じ
た
学
習
内
容
の
工
夫
が
あ
る
か
・
個
々
の
子
ど
も
の
学
習
量
は
、
適
切
で
あ
っ
た
か
24
)時
間
配
分
は
十
分
か
25
)ど
の
子
ど
も
も
学
習
に
参
加
で
き
て
い
る
か
27
)個
別
の
課
題
準
備
が
で
き
て
い
る
か
29
)個
別
の
課
題
準
備
が
で
き
て
い
る
か
　 30
)何
を
ど
こ
ま
で
す
る
か
を
明
確
に
伝
え
て
い
る
か
25
)個
別
の
課
題
準
備
が
で
き
て
い
る
か
21
)個
別
の
課
題
準
備
が
で
き
て
い
る
か
26
)達
成
感
の
持
て
る
プ
リ
ン
ト
の
量
や
問
題
数
に
配
慮
し
て
い
る
か
27
)集
中
で
き
る
時
間
を
配
慮
し
て
い
る
か
教
材
17
事
前
の
教
材
研
究
は
、
本
時
の
目
標
や
課
題
に
合
っ
て
い
た
か
26
)触
察
教
材
（
具
体
物
､実
物
）
の
準
備
が
あ
る
か
28
)ど
の
子
ど
も
も
学
習
に
参
加
で
き
る
教
材
の
工
夫
が
あ
る
か
31
)実
物
や
具
体
物
、
シ
ン
プ
ル
な
図
な
ど
課
題
や
終
わ
り
方
に
わ
か
り
や
す
い
工
夫
が
あ
っ
た
か
26
)ど
の
子
ど
も
も
学
習
に
参
加
で
き
る
教
材
の
工
夫
が
あ
る
か
22
)D
rか
ら
使
用
許
可
の
あ
る
教
材
で
あ
る
か
23
)学
習
意
欲
を
高
め
る
教
材
で
あ
る
か
28
)特
性
を
考
慮
し
て
い
る
か
ｻﾌ
ﾞﾃ
ｨ-
ﾁｬ
ｰ(
サ
ブ
)と
の
連
携
18
Ｔ
Ｔ
の
役
割
分
担
は
適
切
で
あ
っ
た
か
27
)子
ど
も
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
し
て
い
る
か
29
)子
ど
も
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
し
て
い
る
か
32
)個
々
の
子
ど
も
へ
の
対
応
の
違
い
が
明
確
に
さ
れ
、
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
し
て
い
る
か
27
)児
童
生
徒
の
個
別
担
当
は
計
画
的
に
変
え
て
い
る
か
24
)安
全
確
認
、
課
題
の
個
別
指
導
分
担
が
で
き
て
い
る
か
29
)子
ど
も
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
共
通
確
認
で
き
て
い
る
か
教
科
特
性
に
応
じ
た
対
応
（
教
科
名
　
　
　
　
　
　
）
19
関
心
・
意
欲
・
態
度
20
関
心
・
意
欲
・
態
度
を
引
き
出
す
工
夫
は
あ
っ
た
か
28
)学
習
活
動
を
自
分
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
か
30
)相
手
に
応
じ
て
伝
わ
り
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
選
択
及
び
活
用
が
で
き
た
か
33
)興
味
を
示
す
具
体
的
掲
示
(I
CT
・
見
本
)が
あ
っ
た
か
28
)興
味
を
示
す
具
体
的
掲
示
(I
CT
や
支
援
機
器
を
活
用
)が
あ
っ
た
か
25
)I
CT
等
を
活
用
し
、
間
接
的
な
体
験
が
で
き
る
工
夫
が
あ
っ
た
か
30
)好
き
な
物
と
関
連
付
け
る
な
ど
興
味
・
関
心
が
持
て
る
よ
う
、
IC
T等
が
活
用
さ
れ
て
い
た
か
思
考
・
判
断
・
表
現
21
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
り
、
発
表
し
た
り
で
き
る
活
動
を
構
成
し
た
か
29
)聴
覚
的
な
手
が
か
り
か
ら
相
手
の
意
図
や
感
情
を
と
ら
え
、
一
人
で
、
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
考
え
た
り
、
発
表
し
た
り
す
る
活
動
が
で
き
た
か
31
)1
人
で
、
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る
場
の
設
定
が
で
き
て
い
た
か
32
)友
だ
ち
の
発
表
を
注
目
し
て
聞
い
て
い
た
か
34
)考
え
を
選
ん
だ
り
、
友
だ
ち
の
発
言
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
か
35
)何
を
考
え
る
か
具
体
的
に
わ
か
っ
た
か
36
)単
語
の
発
言
を
受
け
と
め
、
助
詞
等
を
補
っ
て
も
ら
え
た
か
29
)考
え
を
選
ん
だ
り
、
意
思
表
示
を
表
情
や
行
動
か
ら
読
み
取
っ
て
も
ら
え
た
か
30
)発
言
や
意
思
表
示
が
で
き
る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
31
)可
能
な
表
現
手
段
を
使
え
た
か
26
)友
だ
ち
や
教
師
と
考
え
た
こ
と
を
深
め
、
表
現
す
る
時
間
設
定
が
あ
っ
た
か
31
)何
を
考
え
る
か
明
確
に
紙
に
書
い
て
示
さ
れ
た
か
32
)事
前
に
聞
い
た
ル
ー
ル
を
守
り
、
適
切
な
行
動
や
発
言
が
で
き
た
か
33
)発
言
の
パ
タ
ー
ン
が
作
ら
れ
て
い
た
か
技
能
22
必
要
な
技
能
や
資
料
等
を
活
用
す
る
場
面
を
設
定
し
た
か
30
)手
順
や
ポ
イ
ン
ト
が
明
確
に
理
解
で
き
た
か
33
)理
解
し
た
こ
と
を
文
な
ど
に
ま
と
め
た
り
、
話
合
い
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
書
い
て
提
示
し
読
む
な
ど
、
理
解
し
た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
37
)分
担
し
た
作
業
に
取
り
組
み
、
責
任
を
も
っ
て
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
32
)手
順
や
ポ
イ
ン
ト
を
可
能
な
方
法
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
27
)状
態
に
応
じ
た
方
法
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
28
)可
能
な
範
囲
で
、
具
体
的
に
様
々
な
教
材
を
使
い
技
能
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
34
)微
細
な
動
き
や
不
器
用
さ
に
対
応
し
た
工
夫
が
あ
る
こ
と
で
技
能
が
身
に
つ
い
た
か
知
識
・
理
解
23
習
得
す
べ
き
知
識
や
重
要
な
概
念
等
が
理
解
で
き
る
工
夫
が
あ
っ
た
か
31
)模
型
や
実
物
に
触
る
な
ど
能
動
的
な
学
習
活
動
が
で
き
た
か
34
)流
れ
な
ど
か
ら
物
事
を
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
38
)ｲ
ﾝﾀ
ｰﾈ
ｯﾄ
の
技
術
や
操
作
な
ど
も
含
め
、
実
生
活
に
つ
な
が
る
学
習
が
で
き
た
か
33
)体
験
的
な
活
動
を
通
し
、
学
習
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
29
)操
作
可
能
な
方
法
で
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、
学
習
内
容
が
わ
か
っ
た
か
35
)実
体
験
を
通
し
適
切
に
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
子 ど も の 視 点 か ら の 評 価
2
授 業 開 始
3 4 6 7　
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20
14
.4
月
　
梅
花
女
子
大
学
（
川
戸
）
1
事 前 準 備 導 入 授 業 の 工 夫展 開 結 び
−66−
川戸　明子・太田　仁・伊丹　昌一
キーワード 番号
①１視覚障害
②配慮事項　0/1/2
①２聴覚障害
②配慮事項　0/1/2
①３知的障害
②配慮事項　0/1/2
①４肢体不自由
②配慮事項　0/1/2
①５病弱
②配慮事項　0/1/2
①６発達障害・自閉症
②配慮事項　0/1/2
環境 1
1)
2)
1)
2)
3)
1)
2)
3)
1)
2)
3)
1)
2)
1)
2)
教材 2 3) 4)5) 4)
4)
5) 3) 3)
ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3 4) 6) 5)
6)
7)
4) 4)
挨拶 4 5) 7) 6) 8) 5) 5)
出欠・体調確認 5
6)
 
7)
8)
9)
7)
8)
9)
10)
6)
7)
6)
7)
子どもの授業準備(構え)の確認 6
8)
9)
10) 9) 11) 8) 8)
前回のふりかえり 7 10) 11) 10) 12) 9) 9)
本時の説明 8 11)
12)
13)
11) 13) 10) 10)
学習内容の説明 9
12)
13)
14)
15)
16)
17)
18)
12)
13)
14)
15)
14)
15)
16)
11)
12)
11)
12)
13)
14)
板書・掲示物 10
14)
15)
16)
19)
20)
16)
17)
18)
19)
17)
18)
13)
14)
15)
16)
17)
机間指導 11
17)
18)
21)
20)
21)
19) 15)
18)
19)
発問と評価 12
19)
20)
22)
23)
22)
23)
20)
21)
16)
17)
20)
21)
本時のふりかえり 13 21) 24)
24)
25) 22) 18) 22)
5
次回予告とあいさつ 14
22) 25) 26) 23) 19) 23)
注目 15 23) 26) 27)28) 24) 20)
24)
25)
学習内容・学習量 16
24)
25)
27)
29)
30)
25) 21)
26)
27)
教材 17 26) 28) 31) 26)
22)
23)
28)
ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 27) 29) 32) 27) 24) 29)
教科特性に応じた対応
（教科名） 19
関心・意欲・態度 20 28) 30) 33) 28) 25) 30)
思考・判断・表現 21 29)
31)
32)
34)
35)
36)
29)
30)
31)
26)
31)
32)
33)
技能 22 30) 33) 37) 32)
27)
28)
34)
知識・理解 23 31) 34) 38) 33) 29) 35)
4
6
7
　
事
前
準
備
授
業
開
始
導
入
展
開
結
び
授
業
の
工
夫
子
ど
も
の
視
点
か
ら
の
評
価
3
[表16]　　[改訂版]授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）回答用紙　 調査日  2014.   .  　　　  №
質問①　知っている障害種別に○をつけてください： １ 視覚障害・ ２ 聴覚障害・ ３ 知的障害・ ４ 肢体不自由・ ５ 病弱・ ６ 発達障害、自閉症
質問②　下の表の配慮事項で、知らない項目には０・知っている項目には１・経験したことのある項目には２を記入してください
（　　　　　　　　　）大学（　　　　　　　　　 ）学部・（　　　回生）（　男　・ 女　）学籍番号（　　　　　　　　　　　　）名前（　　　　　　　　　　　　）
1
2
